
九州横断自動車道関係

埋蔵文化財調脊報告

-16-

小郡市所在高松家墓地の調査

1 9 9 0 

福岡県教育委員会



九州横断自動車道関係

埋蔵文化財調査報告

-16-

小郡市所在高松家墓地の調査



在頭l:t.P~i. I 

胃薗l



在瑣1スl版 2

lう｝冴訊11-,, f衝茶人

`
‘
 

“
 

ヽ`

ふ

.,．
 

S
e
 

．
 

e
 

•

一 ｀
 J ぶ麟•‘ヽ

/』、
.;. . .. 雲

、~ ,;
--4' ... 

2 各如1',七数珠 E



序

福岡県教育委員会は， 日本道路公団の委託を受けて，九州横断自動車道建設敷

地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を昭和54年度以降実施して参りました。調

査を開始して早10年が経過し，時代も平成へと変わる中，昨年 5月をもちまして

無事現地調査完了の運びとなりましたこと［ま関係各位のご協力の賜であります。

本報告書は，昭和60年度に調査を実施した小郡市高松家墓地についての調査結

果を「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」第16集としてとりまとめたも

のであります。本報告書が，文化財愛護思想の普及・学術研究の一助となれば幸

いに存じます。

なお，発掘調査にあたり多大なるご協力を頂いた地元の方々を初めとして，関

係各位に深く感謝いたします。

平成2年3月31日

福岡県教育委員会

教育長 御手洗康



例言

1. 本書は，昭和60年度に福岡県教育委員会が日本道路公団から委嘱されて発掘

調査を実施した小郡市高松家墓地の報告書であり，九州横断自動車道関係埋蔵

文化財調査報告の第16冊目にあたる。

2. 本書の執筆分担は，次のとおりである。

I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..井上裕弘・ 中間研志・片岡宏二

II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小田和利

III 1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 小田和利

2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小田和利

3·····················································•·""'""'''''"''''"""''小田和利
4 ................................................................................. 小田和利

N 1 ............. : ........ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・憶想寺 林 愴昭

2 .................................................................. 田中康信・ 小田和利

3 ................................................................................. 小田和利

V 1・・・・・・・・................................................. 九州大学医学部 中橋孝博

2 ......................................................... 琉球大学農学部林弘也

VI ................................................................................... . 小田和利

3. 遺構・石塔の実測図及び写真撮影は，中間・森山・小田・平嶋による。また，

遺構実測用の遣り方設定は，宮小路賀宏・高橋章氏の協力を得た。

4. 遺物の復原・整理作業は，九州歴史資料館において岩瀬正信氏の指導のもと

に行った。

5. 遺物の実測は小田が行い，図面作成・製図は，塩足里美氏・小田による。

6. 遺物写真は，九州歴史資料館の石丸洋・須原悦子氏の撮影による。

7. 挿図で使用する方位は，すべて座標北である。

8. 墓碑銘・文献の引用は，表記の文字のまま使用した。

9. 付録として宝暦一揆関係の文献を載録した。

10. 本書の編集は，小田があたった。
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表 1 九州横断自動車道関係遺跡一覧表

調 査 地 区 と 面 積
地点 遺跡名 所在地 内 容 面積 備 考 報告書

54年度 55 56 57 58 59 60 61 62 63 HI 

1 小郡正尻遺跡 小郡市大字小郡 弥生集落・歴史溝 11,200 5,000 560 完了 •7 集

2 前状遺跡 .. ，， 弥生・古墳散布地 10,400 330 6,000 完了 11集

3 大板井遺跡 ，， 大板井 弥生・古墳 5,400 3,000 小郡市委完託了 15集

4 ，，， ，， ,,. 大板井城跡 9,200 3,500 5,000 小郡市委完託了 15集

5 井上薬師堂遺跡 ク井上 弥生・中世集落 8,800 4,500 3,700 完了 10集

6 薬師堂東遺跡 ク 薬師町 弥生、古墳散布地（首切塚） 32,000 500 7,300 10,100 完了 13集・ 16集

7 ，， 今隈 弥生散布地 7,200 200 100 完了

8 宮巡遺跡 大刀洗町大字山隈 中世散布地 4,000 3,600 完了

， 春園遺跡 ,,. ,,. 先土器・弥生・古墳・近世墓 10,800 100 6,700 完了

10 ，， 中条本郡 34,400 700 300 遺構完な了し

11 立野・宮原遺跡 甘木市大字下浦 弥墓生・末円墳一平・安土墳集墓落等・方形周溝 33,800 13,860 13,500 10,000 3,000 完了 2・5・8 
14・17集

12 小石原川西条里 ，，， 上浦 中世 48,000 8100 遣構考な了し

13 ，， 東条里 ，， 上浦馬田 ，， 56,000 200 完了 1集

14 上々浦遺跡 上浦 弥生・古墳集落
7,600 

完了，， 18,400 200 1集

15 西原・下原遺跡 ，， ーツ木屋永 ，， .,. 54,800 A、B地点
4下,20原0 

C地点 完了 1・2・3集3,850 1,400 

16 高原遺跡 ，， 屋永 縄文・弥生・古墳集落 7,800 1,400 5,400 完了

17 口ノ坪遺跡 ，， 牛鶴 100 100 完了

18 ,,. ,,. 散布地 2,550 300 追構完な了し

19-/1 塔の上遺跡 ，， ,,. 古墳集落 30,000 700 8,200 完了 9集

19-B 大還端遺跡 朝倉町大字石成 古墳集落・奈良墓地 20,000 8,400 完了

19-g 石成久保遺跡 ，， .,. 古墳集落 20,000 6,100 完了

20 中道遺跡 ，， 大庭 縄文・弥生・奈良集落 15,400 300 11,400 完了

侶1-A西法寺遺跡 ，，， ，， 奈良集落・中世 8,400 完了

21-B 経塚遺跡 ，，， .,. 散布地 46,900 800 600 2,300 完了

厄1-C大庭久保遣跡 ，， ，， 弥生墓地・奈良集落 9,650 完了

121-[ 上の原遺跡 ，， ，， 弥生集落・墓地、古墳集落 12,300 完了 18集

22-A B 治部ノ上遺跡 ，，， 入地 縄文・弥生・古墳集落 5,400 300 4,800 完了

22-C 狐塚南遺跡 ，， ケ 弥生・中世集落・墓地 5,000 3,420 完了

23 座禅寺遺跡 ，，， ,,. 弥生集落・古墳 2,600 2,600 完了

24 才田遺跡 ，，， ，， 中世散布地、歳田焼寺 5,400 1,050 6,650 完了

25 東才田遺跡 ，， ，， ,,. ,,. 4,000 1,300 4,400 完了

26 ，， 須川 散布地 1,600 70 遺構完な了し

27 長島遺跡 ，， ，， 縄文・弥生・古墳・奈良集落 16,000 C地点 C地点 500 16,000 完了5,000 6.640 

28 中妙見遺跡 ，， ,,. 縄文・歴史集落 2,400 zoo 458 完了

奴9-A原の東遺跡 ~ 菱野 縄文・弥生集落・墓地 16,800 600 5,240 2,100 完了

e9-B 妙見古墳群 ，， ，， 方形同溝墓 4,660 完了

30 鎌塚遺跡 ，， 菱野・山田 縄文、弥生・集落 4,000 6,550 完了

31 山の神遺跡 .,. 山田 縄文、古墳 2,000 1,980 完了

32 .,. ，， 2,400 . 300 迫構完な了し

33 長田遺跡 ，， ，， 縄文、弥生・古墳集落 2,000 5,500 2,000 完了

34 金場遺跡 ，，， ，， 縄文、古墳 3,600 680 15,400 完了

限5-A上ノ宿遺跡 ，， ，，， 弥生、散布地 2,600 880 2,900 完了

恢5-B恵蘇山遺跡 ，， ，， 2,400 完了

36 稗畑遺跡 ，， ，，， 古墳散布地 2,000 3,980 完了

37 大迫遺跡 ，， ，，， ，， 2,400 5,410 9,900 700 完了

38 外之隈遺跡 ，，， ,,. 弥生・中世、箱式石棺 125 5,150 12,600 完了

嵌9-A杷木宮原遺跡 杷木町大字志波 弥生・古墳、中世散布地 320 3,400 完了

39壱中町裏遺跡
22,000 

完了，， ，， ，， ，，， ，， 11,000 

40 志波桑ノ本遺跡 .,. ，， 中世・散布地 2,500 300 7,700 完了

41 志波岡本遺跡 ，， ，， ，，， ，， 18,000 300 9,400 完了

42 江栗遺跡 ，， ，， 中世一字一石経 8,000 300 9,700 完了

43 大谷遺跡 .. 若市 古墳群 12,000 500 7,560 完了

44 ，， 久喜宮 古墳4-5基 1,800 150 遺構完な了し

45 笹隈遺跡 ，， ，， 散布地 2,400 400 3,710 完了

46 夕月・天園遺跡 "' 古賀
,., 1,800 300 2,210 225 完了

47 上池田遺跡 ,., 池田 弥生・古墳・中世散布地 4,000 3,200 完了

48 畑田遺跡 ，， ，， 縄文・弥生・中世集落、墓地 1,800 6,800 完了

49 ,,. 林田 ，， 3,200 150 遮構完な了し

50 ，' ，，， ，， 2,400 200 造構完な了し

51 楠田造跡 ，， ，，， 縄文集落 5,200 6,500 完了

52-A 小覚原遺跡 ，， ，， .. 1,000 1,250 完了

52-B 二十谷遺跡 縄文集落
2,000 

完了，， ，， 1,550 

53 陣内遺跡 ,., 穂坂 中世 3,500 5,700 完了

54 上野原遺跡 ，， ，， 弥生、中世 1,800 2,700 完了

55 ，， ，， 古墳 1,600 100 遺構完な了し

56 ，， ，， 散布地 2,400 800 迫構完な了し

57 柿原古墳群 甘木市大字柿原 古墳群・縄文・弥生集落 200,000 測祉 900 8,300 15,000 18,500 4,400 土取場完了 4-6-12・19集14,700 

58 山田古墳群 朝倉町大字山田 ,,. 40,000 禎り紐 2,500 2,500 8,710 土取場完了4,435 

杷ク木ーイA： 鞍掛遺跡 杷木町大字寒永 弥生・古墳集落 6,450 完了

杷タ木ーイBン前田遺跡 ，， ，， 弥生集落 2,600 完了

杷タ木ーイC： 西ノ迫遺跡 ，， ，， 弥生高地性集落・ 古墳 100,000 1,270 1,270 完了

杷タ木ーイDンクリナラ遺跡 ，，， ,; 縄文・古墳集落 4,180 完了

,., ，， .. 古墳 2,400 4,000 完了

I 計 8,685 22,300 20,470 29,570 48,498 69,780 115,810 80,340 82,710 49,125 700 



I 調査組織と調査経過

(1) 昭和63年度の調査経過

今年度の発掘調査は，平成2年3月の供用開始に向けて急ピッチに進む工事に追われる慌ただ

しい調査であったが，横断道関係の最終調査の年になった。また，年度途中の7月からは，道

路公団による椎田バイパス関係の発掘調査も，その緊急性から横断道関係の調査が終わり次第，

順次調査体制を移行し実施することになった。

横断道関係の調査は， 4月から12月までの間3-5班体制で従事した。杷木町2地点，朝倉町6

地点の本調査を行い，調査面積は49,125面となった。

原の東遺跡（第29-A地点）の調査は，前年度の継続として4月から7月上旬の間で実施した。

調査は縄文時代草創期の土器片が出土した1I区と，その東側の堆積層の厚いm区における先土

器時代の包含層の有無を確認する調査となった。 II区においては，包含層は確認できなかった

が， m区からは縄文から先土器時代の良好な包含層が深さ2mにわたって検出された。小型の

ナイフ形石器を主体とし，台形石器・スクレイパーなど多数の石器が出土した。土層の堆積・

保存状態は，県内において最も良好な遺跡として注目された。従って，その重要性から堆積土

層の剥ぎ取り調査をはじめ，堆積土層中における火山灰の同定・分析調査や周辺地域の岩石調

査なども実施し，多くの成果を得た。

長田遺跡（第33地点）の調査も前年度からの継続である。谷部の調査では， ドングリを水漬

けの状態で貯蔵した縄文時代晩期の貯蔵穴3基が検出され，この地域では珍しい発見となった。

また，前年度からの製鉄遺構の調査も並行して行い， 5月中旬で終了した。

金場遺跡（第34地点）は，金場古墳群として知られる丘陵部とその裾部平坦地からなる広大

な遺跡である。今回の調査対象は，その内の丘陵斜面とその裾部の15,400面である。調査の結

果，先土器から縄文，弥生，古墳，奈良時代と連綿と続く大複合遺跡であることが判明した。

縄文時代早期の押型文土器を伴った石組炉2基をはじめ，縄文前期の轟B式土器の良好な資

料が出土した土城30基，縄文晩期の住居跡1軒などが検出された。弥生時代の遺構としては，

中期初頭の円形住居跡4軒と米・ 麦・粟・ドングリが大量に出土した貯蔵穴6基がある。古墳時

代のものとしては， 5世紀代の方形周溝墓や石棺墓・土城墓群と6世紀代の横穴式石室をもつ円

墳1基である。奈良時代のものとしては，竪穴住居跡14軒と掘立柱建物跡5棟からなる集落が発

見された。また，遺構は検出されなかったものの，下層からは細石器を主体とした先土器時代

の文化層も確認されるなど，調査は4月から11月に及ぶ長期間となった。

-1-



上ノ宿遺跡（第35-A地点）は，昭和30-33年にわたって柿畑造成に伴い，県立朝倉高校史

学部が調査した遺跡で，今回はその北半部の再調査となった。その結果，既に確認されていた

3基の古墳の他に，新たに古墳1基をはじめ，石棺墓5基，弥生後期の石蓋土城墓1基，中期の小

児用甕棺墓10基やこの地域特有の小口に板石を立てた組合式木棺墓が50基と多数発見されたこ

とば注目される。また，その下層からは縄文時代早期の石組炉3基や落し穴と思われる土城3基

が検出された。更に，その下から先土器時代のナイフ形石器の包含層も発見されるなど，重層

的な調査となり， 5月から11月までの長期間となった。

大迫遺跡（第37地点）の調査も前年度からの継続で， 4月から7月上旬の間で実施した。その

結果，急傾斜の丘陵斜面からは奈良時代末から平安時代前半にかけての火葬墓群78基と火葬場

跡16基からなる大火葬墓群が発見され，その規模は全国的にも類例の少ない貴重な発見となっ

た。一方，遺跡が急傾斜地ということもあって，調査時の安全対策や梅雨時における流失土・

土砂崩壊などに悩まされた調査であった。

外之隈遺跡（第38地点）も大迫遺跡と同様，標高100mの高所から45mの裾部にかけての急

斜面に形成された遺跡で，用地外の南側裾部にその規模を伸展する広大な遺跡である。調査地

区は I-糧区に分かれ， I・II区は前年度にほぼ調査が終了した古墳時代初期の台状墓である。

今年度は，一部周辺測量と範囲確認などの補足調査を行った。前年度に終了した11I区の東側に

当たるW区からは，古墳時代後期の住居跡2軒，土壊墓1基， I・II区の谷部になるV区はかな

り削平されていたが，古墳時代後期の住居跡10軒，横穴式石室を持つ円墳1基，近世墓3基など

が検出された。 VI区はV区の山側の急傾斜地であったが，古墳時代後期の住居跡2軒と土猥・

ピット等が検出された。珊区は11I区と V区の間の最も広い地区である。他の地区と同様，古墳

時代後期の住居跡36軒をはじめ，土壊・大溝・ 掘立柱建物跡など多くの遺構・遺物が発見され

た。また，時期は不明であるが，丘陵斜面を東西に走る大規模な柵列1条とそれに直行する柵

列1条が検出された。その性格は直ちに確定できないが，遺跡の上方には秋月氏関係の本陣山

城があるなど，この山城に関わる施設の可能性が高い。一方，軋区の北西隅に当たる糧区から

は弥生時代中期前半の円形住居跡1軒，古墳時代後期の住居跡4軒，土城4基などが検出された。

外之隈遺跡の調査成果は，大きく二つあると言えるだろう。その一つは，画文帯神獣鏡片を

はじめとする銅鏡4面が出土した I・II区の台状墓2基の発見で，この地域の発生期古墳を解明

する上で貴重な遺跡となろう。また，これまでの集落立地では考え難い急傾斜地に形成された

70軒にも及ぶ古墳時代後期の大集落も重要な発見の一つである。筑後川に突き出た見晴らしの

良い高い丘陵斜面に形成されたこの集落は，平野部に形成された一般の農耕集落とは明らかに

異なるなど，その性格は特異な集団と言えるかも知れない。今後の検討が必要な集落遺跡であ

ろう。調査は4月から12月に及ぶ長期間のものとなった。特に，急傾斜地ということもあって

調査に難航した。また， 8-9月の集中豪雨による土砂崩壊や大量の土砂流失にしばしば悩まさ
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れた調査であった。

夕月遺跡（第46地点）の調査は，前年度に未買収のため調査できなかった丘陵南半分の調査

を実施した。北半部と同様，かなり削平されていたが溝4条と土城3基，ピット多数が検出され

た。時期は不明なものが多いが， 1号溝内には列石がみられ， 2号溝からは黒曜石片多数が出土

した。土檄は何れも縄文時代早期のものと思われ，押型文土器や石鏃が出土している。

杷木インターの調査は，一部，外之隈遺跡の調査と並行した4月上旬から末の短期間の調査

となった。遺跡は全体に削平が著しく，遺構・遺物の遺存は極めて悪かった。時期不明の溝数

条と多数のピットが検出されただけである。遺構は遺存しなかったものの赤色顔料が付着した

玉砂利が多量に検出されたことから，かつて古墳が存在したものと思われる。また，既に改葬

されていたが近世墓も検出された。

今年度の各地点の調査に当たって，火山灰の分析調査，岩石調査，炭素年代測定，人骨調査

など関連諸科学の先生方の御指導・御協力を得た。記して謝意を表します。

一方，文化財保護思想の普及活動としては， 5月21日（土）に大火葬墓群が発見された大迫

遺跡の現地説明会を実施し，町内外から多数の参加者を得た。他に，甘木・朝倉地域史研究会，

朝倉町郷土史講座，朝倉町主催の文化講演会などにも職貝を派遣し，調査の成果を発表した。

また，杷木町主催の「第5回日迎の里フェスティバル IN杷木」，朝倉町主催の「まつりあさく

ら」でも出土品ならびに写真パネルなどを用いた展覧会を開催し，町民に公開した。さらに，

年度末の3月には，九州横断自動車道関係遺跡の出土品を中心とした第2回目の「いま掘りおこ

す朝倉路 2一縄文人の生活ー」展を甘木歴史資料館との共催で開催した。県内外からの参観者

を得て，好評であった。

整理作業は，調査と並行して甘木事務所と九州歴史資料館で実施した。

(2) 平成元年度の調査経過

前年度末になって，道路公団甘木工事事務所より第37地点（大迫遺跡）の法面が崩壊する危

険性があるため，急遠，防災工事などの必要性が生じた旨の連絡があった。それは，崩壊の恐

れがある用地外の法面を広範囲にわたって除去する防災工事で，その地区の文化財の有無につ

いて協議したいということであった。直ちに，職員を現地に派遣し協議した。工事予定地は既

に確認されている火葬墓群の隣接地であり，その存在が十分想定されるため，発掘調査の必要

性があることを申し入れた。しかし，現地では用地外の丘陵上にクラックが現れるなど地滑り

が既に進行し，極めて危険であることが判った。従って，発掘調査を実施する上でもかなり危

険を伴う可能性が高いと思われるため，文化課に持ち帰って十分検討し，再度協議することと

した。課内での協議の結果は，危険性を十分考慮し，短期間で，かつ必要最小限の調査を実施
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することに決定し，再度，道路公団と協議を行った。発掘調査は，梅雨前の5月中旬から末の

間で実施した。その結果は，火葬墓1基をはじめ，火葬場跡2基と弥生時代中期の住居跡1軒な

どが発見され，火葬墓群の北端を確認することができた。この調査で，九州横断自動車道関係

の全ての発掘調査が終了したことになった。

今年度の整理作業は，甘木事務所と九1'1-1歴史資料館で行った。調査報告書は高松家墓地 (16

集），宮原遺跡 (17集），上の原遺跡 (18集），柿原古墳群 (19集）の4冊を刊行した。

なお，昭和63年度並びに平成元年度の発掘調査にあたっては，朝倉町・杷木町両教育委員会，

両建設課には御援助・御協力を得た。並びに作業員として参加して頂いた地元の方々に対し，

心より感謝致します。 （井上裕弘）

昭和63年度•平成元年度の調査関係者は，下記のとおりである。

日本道路公団福岡建設局

局 長 杉田美昭（前任）

次 長 吉田康行（前任）

総務部長 安元富次（前任）

管理課長 副島紀昭

管理課長代理 三野徳博（前任）

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所 長 風間徹

庶務課長 大河尋光（前任）

用地課長 松尾伸男

工務課長 豊里英吉

朝倉工事区工事長 上野満

杷木工事区工事長 小沢公共

福岡県教育委員会

総 括

教育長 ＇竹井宏（前任）

＇教育次長 大鶴英雄（前任）

、指導第二部長 大平岩男（前任）

指導第二部参事 葉石勲（兼任）

文化課長 葉石勲（前任）

文化課参事兼国博誘致対策室長 森本

文化課長補佐 平 聖峰
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臼井信

進 哲美

進哲美（前任）

精造

荒木恒久

下川節生

御手洗康

渕上雄幸

月森清三郎

六本木聖久

堀義任



文化課長技術補佐 宮小路賀宏

文化課参事補佐 中矢真人

同 栗原和彦

同 大塚健

同 松尾正俊

同 柳田康雄

同 井上裕弘

同 石山勲

庶務・管理．

文化課庶務係長 池原脩二 管理係長 池原脩二

文化課主任主事 沢田俊夫

調 査

人骨調査 九州大学医学部講師 中橋孝博

同 助手 土井直美 田中良之

火山灰同定分析調査広島大学理学部地鉱教室 柴田喜太郎

京都大学理学部地球物理学研究施設助手 竹村恵三

（株）京都フィション・トラック

木材樹種同定調査 琉球大学農学部助教授 林 弘也

地質・岩石調査 福岡県立大川高等学校教諭 木戸道男

福岡県立朝羽高等学校教諭 平田昌之

炭素年代測定調査 （財団法人）日本アイソトープ協会

鉄滓分析調査 新日鉄 大沢正己

新日鉄TACセンター

土層剥取り調査 九州歴史資料館参事補佐 横田義章

文化課調査班総 括 柳田康雄（兼任）

同 総括補佐 井上裕弘（兼任）

同 技術主査 木下修

同 技術主査 中間研志

同 主任技師 伊崎俊秋

同 技師 小田和利

同 技師 水ノ江和同

同 文化財専門員木村幾多郎

同 文化財専門員日高正幸

調査補助員 高田一弘 武田光正
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(3~ 高松家墓地の調査経過

昭和54年度に開始した九州横断自動車道建設に伴う事前の発掘調査は，昭和57年度あたりか

ら工事の進行に伴い，急ピッチで行われ始めた。昭和59年10月6日から，明くる昭和60年10月

12日までの1年間継続して実施された横断道第6地点（薬師棠東遺跡・高松家墓地）の調査も，

こういった切迫した状況の中ではあったが，大した事故もなく，多大なる成果を得て完了する

ことができた。本報告ではこのうち，高松家墓地（小郡市大字井上字東山後985番地，調査面

積380rriりの部分のみを分けて報告したい。

宝暦の一揆の際，大庄屋であった高松八郎兵衛は乱後処刑され，家は閉門となり，その後任

として樋口余ー（与ー）源秀が配置された。今回調査した墓地は，この八郎兵衛以前の一族墓

であり，別章にて詳論されるように，墓石が倒された状態に意義があるとされる特異な歴史的

背景を持つ墓地である。その重要性から，昭和52年に地元の管理者であった憶想寺から要望書

が小郡市教育委員会へ提出されて以来，度々の移転・文化財指定に関する協議が行われてきた

（後項参照）。その結果，北隣地の植木畑に墓石を移転し，発掘調査は県文化課が担当して行

うこととなった。

昭和60年3月，薬師堂東遺跡の北東端部（第2図の④）の調査に入り，その間に墓地の樹木伐

採が行われた。伐採直後の3月27日からは現状での平板測量を実施した。 4月に入り，現状での

全景並びに個々の墓石の写真撮影を実施した。また， 4月23・24日には現状での写真測量を実

施し，翌25日には墓石の移転を無事完了した。また，この間には福岡県の文化行政に欠くこと

のできない人であった元文化課長で当時九州歴史資料館副館長の藤井功氏が急逝された。

本格的な発掘作業は，昭和60年7月10日から高松家墓地を含めた⑥部分の調査として開始し

た。墓穴検出・掘下げに伴い，その規模の大きさ，形態の特殊さに戸惑い，感嘆しながら貴重

な成果を得ていった。また， 1・2・5墓等は深くて，湧水がひどく苦労した。逆に，この清ら

かな湧水のおかげで，例をみない棺桶が墓穴底に残存していたことも幸運であったと言えよう。

高松家墓地

鈎
嗚。

Qy : 
10 

l—--~---
②
 

O 50m 
I I I I I I 

第 2 図 薬師堂東遺跡発掘調査工程図 (1/2,500) 
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8月末には墓地を完掘し，気球による全景写真の撮影を行った。 8月30日には現地説明会を

催し， 300名以上の見学者が参加した。この地域の人々の関心の高さを示す所となった。これ

に先立って，この前日には新聞・テレビヘの発表も行った。またこの間には，別府大学教授賀

川光夫氏の来訪を得て貴重な御指導を賜った。さらに，臨時職員として本遺跡調査を意欲的に

担当してきた森山栄一氏の筑紫野市教育委員会への移動もあり，小田技師がその後任に当たる

こととなった。 9月に入り，大型の台風に見舞われた。昭和60年9月24日までに高松家墓地下層

の古代集落遺構をも含めた⑥部分の調査を完了することができた。

調査期間中，高松家墓地の管理をされてきた憶想寺の方々には常に暖かい御支援を受けた。

地元の土地所有者の方々には多くの御迷惑をおかけし，その度に深い御理解を示して下さった。

更に，作業員の募集や高松家墓地に関することを初めとする地元との交渉に奔走して頂いた小

郡市教育委員会の方々にも感謝したい。また，工事の進行に合わせて日常的に現場にて種々配

慮を頂いた五洋・東亜共同企業体の寺田宝氏には特に謝意を表したい。最後になったが，現場

にて霙の降りしきる中でも常に苦労を共にした地元作業員の方々には，心から御礼を申し上げ

たい。

なお，高松家墓地関係の昭和59・60年度の調査関係者は次のとおりである。

日本道路公団福岡建設局

局 勺長 今村浩三

総務部長 菱刈庄二（前任）

管理課長 森 宏之

管理課長代理 野口利夫（前任）

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所 長 乗松紀三

副所長 西田功

副所長（技術担当） 中村義治

庶務課長 松下幸男（前任）

用地課長 岩下剛

工務課長 山口宗雄（前任）

小郡工事区工事長 友田義則

甘木工事区工事長 猪狩宗雄

朝倉工事区工事長 平沢正（前任）

杷木工事区工事長 前田雄一（前任）
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佐伯豊

徳永登

後藤二郎彦

小手川良和

山中茂



福岡県教育委員会

絆I)じ~ヽ 括

教育長 友納隆

教育次長 安部徹

管理部長 伊藤博之（前任） 大鶴英雄

文化課長 前田栄一

文化課長補佐 中村一世（前任） 平 聖峰

文化課長技術補佐 宮小路賀宏

文化課参事補佐 栗原和彦

庶 務

文化課庶務係長 松尾満（前任） 平 聖峰（兼任）

文化課事務主査 長谷川伸宏

調 査

文化課調査第2係長 栗原和彦（前任） 宮小路賀宏（兼任）

同技術主査 井上裕弘

同主任技師 木下修

同主任技師 高橋章（現京築教育事務所技術主査）

同主任技師 児玉 真一（現北筑後教育事務所技術主査）

同主任技師 新原 正典（現筑豊教育事務所技術主査）

同主任技師 中間研志（調査担当）

同主任技師 佐々木隆彦

同主任技師 小池史哲

同技師 伊崎俊秋

同技師 小田和利（調査担当）

同技師 緒方泉

同文化財専門員木村幾多郎

同臨時職員 日高正幸

同臨時職員 森山 栄一（調査担当 現筑紫野市教育委員会）

同臨時職員 宮田 浩之（現小郡市教育委員会）

調査補助員 高田一弘

武田光正

佐土原逸男（現浮羽町教育委員会）

田中 康信（調査担当 現瀬高町教育委員会）
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調査補助員 向田 雅彦（現筑紫野市教育委員会）

樋口 秀信（現佐賀県教育委員会）

平嶋文博（調査担当 現多久市教育委員会）

調査作業員

古賀忠二郎

野田トヨ子

重松幸恵

古賀友子

花田直恵

石本ナツェ

平田エミカ

棚町知江子

三池清水

野田スエ子

重松サッキ

臼井シメノ

高松キヨ子

井上ヒロカ

藤戸ナッョ

木村キヨカ

野田敏子

野田政子

重松クニ子

臼井サッキ

永利ナヲミ

井上弘子

草垣イオリ

中嶋都

野田松子

野田マスミ

古賀フサエ

倉成ヨシェ

樋 ロ ス ミ

溝田アヤ子

佐藤スギヲ

牟田チズ子

野田アキノ

野田トメノ

古賀ツヤノ

倉成ツルヨ

西岡サダ子

大判留子

高木スギノ

野田スミカ

重松キクエ

古賀アキエ

権藤喜代子

辻美都愛

後藤トキエ

平田保子

出土棺材の樹種同定については，琉球大学農学部の林弘也先生にお願いしたところ御多忙中

にも拘らず遠方より足を運んで頂いた。出土人骨については，九州大学医学部中橋孝博先生に

鑑定をお願いした。

また，本報告書において，高松家の系図についてば憶想寺住職林愴昭氏に，墓石移転の経過

等については小郡市教育委員会片岡宏二氏に原稿依頼をしたところ快諾頂いた。

遺物の復原．整理作業は，九州歴史資料館において岩瀬正信氏が指導に当たり，遺物の写真

撮影は同館石丸洋・須原悦子氏の手を煩わせた。製図作業は福岡県文化課甘木発掘調査事務所

の塩足里美氏の御協力があった。

本報告書作成に当たり，九州陶磁文化館大橋康二氏，佐賀県教育委員会東中川忠美氏，浮羽

町教育委員会佐土原逸男氏，筑紫野市教育委員会森山栄一氏，多久市教育委員会平嶋文博氏，

長崎県鷹島町小田利司・小田マミ子氏及び福岡県文化課井上裕弘・木下修・伊崎俊秋の諸氏に

は有益な御助言・御教示を得た。また，有田町歴史民俗資料館尾崎葉子氏，久留米市教育委員

会古賀正美氏には資料の提供を受けた。末筆ながら，記して感謝致します。 （中間研志）

(4) 墓石移転から環境整備に至る経過

墓石移転の経過

移転以前の高松家一門の墓所は，小郡市井上字東山後985番地に所在する。ここが，宝暦の

百姓一揆に深く関わりのあった高松八郎兵衛一門の墓所であることは，小郡市のみならず近隣

の地域にもよく知られ， しばしば歴史学習のための見学者も訪れる所であった。代々管理をし

-9-



てきた当地井上の憶想寺を初め地元では，大庄屋高松八郎兵衛は宝暦の百姓一揆を指導した人

物で，その罪故に本人の墓はなく，その祖先の墓石は久留米藩によってことごとく倒されたと

伝承している。そのため，地元でもこの墓地は百姓の側にたって戦った地元の英雄を象徴する

ものとして大切に守られてきた。

ところが，当地が九州横断自動車道の路線に決定され，それから間もなくの昭和52年憶想寺

住職林筐昭氏は，小郡市教育委員会に要望書を提出した。それは，次のような主旨である。

1. 高松家一門の墓所を市指定文化財にすること。

2. 立木その他についても現在の状態をできるだけ残したままで井上区内，憶想寺近くに移

転すること。

この問題について，小郡市教育委員会では文化財専門委員会で審議をする等検討を重ねてき

たが， L指定の問題については，高松八郎兵衛或は高松八郎兵衛一門の歴史的評価が未だ定

まっていないことから暫く検討を重ねることとなり， 2.移転後の環境整備については，具体的

な方策の詰まった段階で協力することとなった。

昭和56年1月，憶想寺， 日本道路公団，市建設課高速道対策室，市社会教育課の関係者が市

開発公社において，高松八郎兵衛一門の墓所移転について今後の対応を協議した。

昭和54年，九州横断自動車道建設に係る発掘調査が開始され，昭和58年度には小郡工事区の

調査が始まり，昭和59年度には当該墓地の所在する薬師道東遺跡の調査も開始されることにな

り，具体的な移転の方策を検討する段階に至った。

移転先の代替地は，当該墓所の北側に隣接する小郡市井上字東山後984番地の1となり，憶想

寺によって墓地移転に係る改葬のための諸手続きが進められ，昭和59年11月には移転用地の売

買契約が締結された。

昭和59年12月，憶想寺にて住職林憧昭，福岡県文化課，小郡市教育委員会の関係者が集まり

協議した。この中で市指定の件に関しては，翌1月に文化財専門委員会が開催される予定に

なっているのでその場で協議することとし，具体的な移転の方策については福岡県文化課の調

査の伸展具合いと調整しながら，その時期・仮置きの場所等が話し合われ，その後の環境整

備・管理の方法・復原の方法等は，貴重な歴史資料であると言う観点から小郡市教育委員会の

方でも検討し，憶想寺側とも協議を重ねて行くこととした。

昭和60年1月，第38回小郡市文化財専門委員会が開催され，「高松八郎兵衛一門の墓の移設に

ついて」と言う議題でこの問題について検討された。市文化財に指定する件に関しては懸案で

ある高松八郎兵衛の歴史的評価が定まっていないと言うことから再度指定は見送られ，今後研

究を重ねて行くことになった。移転に関しては，墓石相互の位置関係をなるべく保つ方が良い，

将来的には旧墓所の様に自然の樹木に覆われた環境に復原する方が良い等の意見が出され，そ

の点はおよそ全会の一致をみた。しかし，現状で倒れている墓石を立てて復原するのか，或は
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現状どおり倒れたままの状態で復原するのかと言う点では，それぞれ異なった意見が出された。

立てて復原すると言う意見の拠所は，

①元々墓石は立ててあったものであるからそうすべきである。

②見学者に墓碑銘が解り安い。

等である。

一方，現状どおり倒れたままの状態で復原すると言う意見の拠所は，

①大きな墓石が人為的に倒されていると言う点に歴史的な価値を見いだせる。

とするものである。

市文化財専門委員会の文化財保護の立場からの意見を受け，移転及び環境整備に係る工程や

費用の問題について，憶想寺，県文化課，市教委は協議を重ねた。同年3月， 日本道路公団甘

木工事事務所で，憶想寺，日本道路公団甘木工務課，福岡県開発公社，県文化課，それに小郡

市教委の各関係者が集まりその問題について協議した。その結果，移転とその後の処置につい

てば憶想寺が主体となって行うものの，発掘調査を行っている県文化課，調査を委託している

日本道路公団の協力を得ることとなった。

県文化課が高松家墓地の発掘調査に着手したのは昭和60年7月からであるが，墓石はそれ以

前の4月25日に移動がなされた。移動箇所は，かねてから協議していたように元の位置関係に

近くなるよう配された。

翌昭和61年7月に芝張りを行い， 11月には説明板を建て，周囲に樹木を植えて整備を一応終

了した。

環境整備の方法

環境整備計画から具体的な施工までは，憶想寺が主体となって行い，それに小郡市教委が協

力する形で加わった。

環境整備の方法は， 1.墓石の移転， 2.周囲の植樹， 3.説明板の設置の三工程に分かれる。

1. 墓石の移動

移転地は一部水田であったため，盛り土をして周囲より若干高くしている。移転地は，移転

以前の墓地と形状が異なる。そのため，墓石の配列を以前のとおり復原することは不可能であ

り，なるべく前の配列に近い形に移設するに留めた。なお，内部の遺骨及び遺物については，

然るべき機関が保管するが，憶想寺の意向で遺骨の一部は墓石の下に再葬する予定である。

懸案の墓石を立てるかどうかと言う問題については，• 最終的に今後管理を続ける憶想寺側の

判断によって，移転以前の状態ー立てられた状態にあったものは立てた状態に，倒れた状態に

あったものは倒れた状態に復原することになった。各墓石の間には，砂利石を敷いて周囲を歩

き安いような状態にしている。
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II 遺跡の位買と環境

遺跡の位置

高松家墓地は，福岡県小郡市大字井上字東山後985番地に所在する。

小郡市は福岡県の西端部に位置し，佐賀県鳥栖市・基山町に西接している。この地は，国道

3号線・ JR鹿児島本線・西鉄大牟田線が走り，九州縦貰自動車道と九州横断自動車道がクロ

スする交通の要衝であるため，大規模宅地開発・工場の進出に拍車をかけている。

市域は，両筑平野の北西部を占め，その中央部を縦断する形で宝満川が筑後川へ注いでいる。

宝満川の西側は，扇状地が開析された鳥栖段丘群で，・東側は城山を主峰とする城山丘陵から成

る（註1)。鳥栖段丘群は南東に向かって低くなっており，三国・三沢地域の中・低位段丘上に

は遺跡が密集するが，近年の大規模開発によりそのベールを露にしている。

これと対照的なのが，当墓地が位置する城山丘陵であり，城山山麓には水田・畑地が広がっ

ており，福岡市のベットタウンと化している西鉄沿線とは様相を異にしている。

鳥栖インターチェンジより鳥栖段丘群・城山丘陵を横断し，甘木市・朝倉町・杷木町を抜け

て大分県日田市に通じる九州横断自動車道は，小郡市松綺付近までは甘木鉄道と平行して走る

が，大刀洗町北鵜木でそれと交差し，右下にそれる（第3図）。小郡市域において横断道関係で

調査を行った遺跡には，鳥栖段丘群に位置する小郡正尻遺跡（註2) ・小郡前伏遺跡（註3) • 

大板井遺跡（註4), 城山丘陵に位置する井上薬師堂遺跡（註5) ・薬師堂東遺跡（註6)があり，

報告書も既に刊行されているので詳細はそれらを参照されたい。

歴史的環境

高松家墓地は，広義には薬師堂東遺跡に含まれるが，宝暦4(1754)年の百姓一揆の責めを

負い処刑された大庄屋高松八郎兵衛一門の墓所と言う性格上，薬師堂東遺跡とは切り放して報

告した次第である。ここでは，主として奈良時代以降の選跡を中心に紹介したい。

小郡市における奈良時代の遺跡としては，鳥栖段丘群の先端部に位置する小郡遺跡（註7),

宝満川を挟んで対岸の井上廃寺（註8), 城山西側の干潟遺跡（註9)等がある。

小郡遺跡は，掘立柱建物群・柵列・溝から成り，円面硯・鉄鏃・炭化米等が出土した。掘立

柱建物群は方位の違いにより 4群（期）に分類でき， 3 X 4間の倉庫群及び建物群が計画的に

配されていることから，筑後国御原郡の郡衡跡に比定されている。小郡遺跡の南西には，向築

地遺跡（註10), 西鉄線路を挟んで小郡前伏遺跡があり，小郡遺跡と時期的に重複する集落跡

であることから，両者間には密接な関係が存在したものと推察できる。

また，製鉄址は検出されていないものの，鉄製品・鉄滓・フイゴの羽ロ・砥石等の出土をみ
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1小郡正尻遺跡
2小郡前伏遣跡

3大板井遺跡
4大板井遺跡

5 井上薬師堂遺跡
6薬師堂東遺跡

高松家墓地(0)

第 3 図 高松家墓地周辺文化財分布図 (1/50,000) 

8宮巡遺跡
9春園遺跡

10憶想寺
11八竜天神社碑

12高松小左衛門墓
13山隈近世墓

14重松市郎吉墓

15稲次因幡墓

16国境石

17大原古戦場跡

18花立山城跡
19吹上城跡

20干潟城跡
21上嵩橋城跡
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22下高橋城跡

23西鰺坂城跡

24将軍藤

25千人塚

26嵩卒塔婆
27善風塚

28稲吉元矢次遺跡

29小郡官術遺跡

30井上廃寺
31焼ノ峠古墳

32横隈山古墳

33干潟遺跡
34ーの口遺跡

(1-9番までは横断道の地点数と同一）



L 

の

） 。

＇ ふ＇ 

かけ

よ
,'~ 

こ
~
~
ー

地

（

も

。
¥

9

 

卜

てい

してみていくと， 西側

亡
J



に200m程行った水田の中に八郎兵衛を祭る八竜天神社碑（註16)があり，束側300mに高松小

左衛門墓（註17)が，吹上には須松市郎吉墓（註18)がある。

周囲に目をr&Jけると，大刀洗町山隈の春園遺跡では，横断道建設に伴い近世認が調査され，

品石はなかったものの六道銭 ・数珠王の出土をみた（註19)。現在でも，寛延3(1750)年 ・宝

暦7(1757)年銘の墓石が横断道の側道側に残っており，宝暦の一揆に関係した人物が眠って

いた可能性は高い。後0判明したことであるが，商松家の過去帳を所有する憶想寺が山隈近世

袋地の菩提寺ということであった。筑紫野市原田では，江戸中期から明治時代にかけての墓が

160基程調査された。棺は，早桶 ・箱棺 ・寝棺 ・党棺で，棺桶自体の残りは悪いものの人骨の

残りは良好であり，副葬品として六道銭 ・数珠玉 ・キセル ・玩具類が入っていた（註20)。

以上，奈良時代から江戸時代まで概観してきたが，それ以前の遺跡については， 小郡市文化

財調査報告冑等を参照されたい。 （小田和利）
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第 4 図 高松家墓地地形図 (1/2,000) 

-16-



第 5 図 高松家墓地周辺地形図 (1/5,000) 
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註 1 福岡県佐賀県 1980 土地分類基本調査甘木 5万分の 1

註 2 福岡県教育委員会 1986 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 7 小郡正尻遺跡

註 3 福岡県教育委員会 1987 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 11 小郡前伏遺跡

註 4 福岡県教育委員会 1988 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 15 大板井遺跡

註 5 福岡県教育委貝会 1987 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 10 井上薬師堂遺跡

註 6 福岡県教育委員会 1988 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 13 薬師堂東遺跡

註 7 福岡県教育委貝会 1968 福岡県三井郡小郡遺跡発掘調査概報 1967夏ー秋（福岡県文化財調査報

告害第39集）

福岡県教育委員会 1971 福岡県三井郡小郡遺跡発掘調査概報 1967・'68・'70(福岡県文化財調査

報告書第49集）

小郡市教育委員会 1980 小郡遺跡（小郡市文化財調査報告書第6集）

小郡市教育委員会 1988 小郡遺跡II(小郡市文化財調査報告書第47集）

小郡市教育委貝会 1989 小郡遺跡皿（小郡市文化財調査報告書第56集）

註 8 小田富士雄 1977 山田寺系椎先瓦の発見 「九州考古学研究」歴史時代絹所収 学生社

小田富士雄 1981 井上廃寺 「九州古瓦圏録」所収柏書房

註 9 福岡県教育委員会 1980 干潟遺跡I(福岡県文化財調査報告書第59集）

福岡県教育委員会 1989 干潟遺跡II(福岡県文化財調査報告書第87集）

註10 小郡市教育委員会 1978 向築地遺跡（小郡市文化財調査報告書第5集）

註11 註3文献第2図及び註7文献（小郡遺跡）図版3を地形図に挿入・作図して検討した。また，小郡前伏

遺跡2号溝からは，須恵器の高台付杯が出土しており，時期的にも矛盾はないものと考える。

註12 小郡市教育委員会 1988 稲吉元矢次遺跡（小郡市文化財調査報告書第45集）

註13 小郡市教育委員会 1986 津古中剪遺跡（小郡市文化財調査報告書第33集）

註14 小郡市教育委員会片岡宏二氏の御教示による。

註15 小郡市教育委貝会 1988 小郡中尾遺跡（小郡市文化財調査報告書第41集）

註16 高さ96cm, 幅19cmを測る凝灰岩製角頭方柱状の石碑で，正面に「八竜天神社」，右側面に「文化十

四丁□歳三月日」，左側面に「樋口□□建之」の銘がある。文化14(1817)年は干支でいくと丁丑

であり，丁の後に丑がくるのであろう。八郎兵衛に代って井上の庄屋として配置させられたのが樋

口家であり，八郎兵衛処刑63年後に樋口氏によって建てられたもの。

註17 正面に法名「繹法順」，右側面に行年「宝暦四戌天十月廿七日」，左側面に俗名「高松小左衛門行歳

六十三才卒」の銘がある。宝暦四甲戌歳騒御制詞「旧久留米藩百姓一揆に関する調査」（福岡県内

務部 1932 所収）によると十月廿七日勿lj首とある。他に，貞享・元禄・宝永・ 享保・宝暦年銘の

墓が存在する。

註18 正面に「宝暦四戌年 法名繹慎 十月二十七日」，左側面に「俗名重恣市郎吉」の銘がある。宝暦

四甲戌歳騒御制詞によると過料三貫文御原郡西本郷町百姓市郎吉とある。他に，元禄・ 宝永・正

徳・享保・宝暦年銘の墓が存在する。

註19 1984年に福岡県教育委員会が発掘調査を実施。調査担当者の木下・伊崎・平嶋氏の御教示による。

註20 1989年に筑紫野市教育委員会が発掘調査を実施，現在も調査継続中。調査担当者の森山栄一氏の御

教示による。
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゜ 第 6図 高松家墓地墓穴配置図 (1/100)



III 高松家墓地の調査

1 . 調査の概要

高松家墓地は，宝暦四 (1754)年の百姓一揆の責めを負い処刑された高松八郎兵衛一門が眠

る墓所である。墓石はかなり大きく，その大半が横転・移動しているのは，久留米藩の所行と

伝えられている。発掘調査に入る前の高松家墓地は，樹木が鬱蒼と生い茂り昼間でも暗く，大

きな墓石が横たわる有様は，高松家の悲運な歴史を象徴するかのようであった。

調査は先ず樹木の伐採．墓地の清掃から着手した。写真測量（国際航業KKによる）後，調

査前の位置関係で墓石を代替地に移設し，墓穴掘り下げの準備を整えた。また，墓穴を掘り下

げていく段階で実測用の基準杭が飛ばされる恐れがあるので，墓地の周囲に 2m方眼で遣り方

を設定した。調査は小田が主体となって担当し，中間・森山・平嶋が調査と並行して墓石の実

測等を行った。

墓石の番号は，年号の古いものからA・B・C… ・Rと言うようにアルファベットを冠し，

総数18基数える。墓穴は南東側から南西側に向かって1・2・3…と番号を付した。当初， 24基

の墓穴を確認していたが，墓地の調査終了後下層遺構の検出を行ったところ， 2基確認したた

め総数26基となった。墓石の数に対して墓穴数が多く，被葬者の不明な墓が10基存在する。

墓石の大半は横転し，原位置を留めるものは少ないが，墓石が墓穴の範囲内で収まっている

こと，墓石と墓穴の均整が取れていること等から墓穴と上部の墓石は対応するものと考える。

また，横転している墓石ば法名の字面がすべて上を向いている。これは，近年，八郎兵衛の墓

を捜すために墓石を起こしたためであり，本来法名の字面が下向きに倒されていた。

墓石の大きなものは，それに比して墓穴も大きく深さが3m程あった。墓穴を掘り下げて先

ず棺桶のプランをつかみ，土層を断ち割って大きさを確認したが，棺桶の残りは悪<, 1・2・ 

3・5・6・10号墓から棺材の一部が出土したに過ぎない。また，人骨の残りも悪 <'7号墓の甕

棺から一体分が出土した程度である。湧水が著しく，エンジンポンプのフル操業の中調査を行

うと言う状況であった。

墓穴からの出土遺物は，数珠玉・鉄釘・灯明皿・ 陶磁器類であり，所謂六道銭の出土はみら

れなかった。

当墓地の四周を取り巻く 34・35号溝は， 19・23・24号墓を切っており，墓地と畑地とを区画

するため近世以降に掘られたものと考えられる。埋土中からは，陶磁器等出土しているが，当

墓地とは直接関係ないので割愛しt・ （小田）
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2 . 近世墓と出土遺物

高松家墓地は溝34・35に囲まれた約380面で， 26基の墓穴を検出した。墓穴はその規模から

大・中・小に大別でき，棺は箱形棺・早桶・甕棺・骨蔵器とバラエティに富んでいる。墓穴の

切合い関係は，下記のとおりである（矢印は古→新を表す）。

1号墓 ) 5号墓

3号墓 ) 7号墓

2号墓 → 6号墓 → 11号墓

9号墓 ) 10号墓
／万） 

22号墓

20号墓 ） 19号墓

23号墓
~ 

24号墓 ） 8号墓

1号墓（図版4・5, 第7図）

当墓地の南東に位置し， 5号墓に切られる。盛土の中央には楠の大木が深く根を下ろしてお

り，掘り下げるのに苦労した。盛土は，かなり流失していたものの40cm程残存しており，墓石の

根石として1-lOcm大の砂利石を詰めていた。この，砂利石層から歯が入った茶入が出土した。

墓穴は長方形を呈し，長軸4.04m,短軸3.6mを測る。深さが2.3inと深いため墓穴は二段に

掘られ，底面からlmの所に幅40cmのステップを設けている。 1号墓は，墓群中とりわけ大きな

墓穴を有する部類に属する。出土遺物として，陶磁器・数珠玉・鉄釘がある。

棺桶（図版5-2・50-1, 第12図） 棺桶は遺存状態が極めて悪いものの，棺台の一部ー担

，出土していることから箱形棺と考えられる。担ぎ棒は長さ58cm程度しか残っていないが，

底面の長さからして130cm程あったものと考えられる。箱形棺本体は残存しないが，土層図か

らみて幅60cm程と推察する。棺台は東西方向に埋葬されている。

墓 石（図版4-1,第8図） 頭部を西に向け墓穴の南西隅に横転していた。かなり大きな花

尚岩の自然石で，長さ253cm,幅92cm,厚さ109cmを測る。墓碑銘は研磨された一面に，

享保五庚子年

園寂繹道西霊位

正月二日 俗名高松八郎兵衛尉秀直

行年六十九玄

とあり，銘は赤く塗った上で金箔（粉）を入れていた。

被葬者・系図については，別項で詳細にふれるので省略したい。
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1 黒色土 （小円隕多く、締りなし）

2 Iに黄褐色土プロック混じる

3 規色砂質土

4 黄褐色土と黒色土の混合土

5 4より賀褐色土多し

6 5より貨褐色土多し

7 黒褐色土 （黄褐色土プロック少量含む）

8 黄褐色土と灰白色粘砂の混合土

9 黄褐色土

10 8に黒色土汎じる

11 灰白色粘砂

12 賀色土と灰白色砂と黒色土との混合上

13 i11色土と黄色土の混合土

゜
(1/60) 
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出土遣物（図版42-1・43-1・44-1,第17・22・26図）

陶磁器 (9・10) 9は表土から20cm程下の楠の横根付近から出土した肩衝茶入で，器高6.8cm,

ロ径2.5cm,底径2.7cmを測る。口唇部は短く立ち，よく張った肩部から筒形をなして底部へ移

行する。胴部にヘラ沈線が1条巡る。釉薬は茶褐色を呈するが，底部から8mm上には掛かってお

らず， 3箇所に指紋が付いていることから指3本で底部を摘んで施釉したのであろう。内底部は

ケズリ，切離しは糸切りによる（註 1)。

10は墓穴埋土中から出土した磁器碗の口縁部小片で，復原口径は14.2cmである。外面に2条

の平行線と花弁状の文様，口唇部内面に横線が青く描かれる。胎土は灰白色で，黒色粒を含む。

特筆されるのは，茶入の中に歯が入れられていたことである。 1.被葬者（高松八郎兵衛尉秀

直）， 2.被葬者の血縁者， 3.第三者の何れかの歯か不明であるが，茶入を使っていることから

茶を嗜むことが経済的・身分制度上可能な人物の歯と推察される。また，茶入に歯を入れた例

として名古屋市の白川公園遺跡（註 2)がある。

数珠玉 (1-3) 棺桶埋土下位より出土したガラス製の数珠玉である。 1・2は灰白色を呈し，

風化が著しい。 3の色調はコバルトブルーである。

鉄釘 (1-13) 棺桶に使用していた鉄釘で，長さにより大型 (5.8-6.5cm) ・中型 (3.7

-4.6cm) ・小型 (3cm前後） ・細小型 (1.5-2.5cm)に大別できる。何れも木質部が銹着して

おり，木質部の観察により棺材の厚さ・釘の使用部位を復原可能であるが，これについては別

項でふれる。 1は長さ6.2cm,頭下幅0.5cmを測る完形品で，大型に属する。 8は長さ3.2cmで，

小型に属する。断面は方形ないし長方形を呈する。

2号墓（図版6・7, 第9図）

1号墓のlm西側に位置し，墓穴の北辺を6号墓に切られる。盛土はかなり流失していたが，

60cm程残存していた。 1号墓同様，墓石の根石として1-lOcm大の砂利石を詰めており，砂利石

層の厚さは20cmである。墓穴は長方形を呈し，長軸4.34m,短軸3.66m,深さ2.8mと大規模で

ある。墓穴は二段に掘られ，底面から90cmの所に幅20cmのステップを設けている。出土遺物と

して，陶器片・ 数珠玉・鉄釘等あるが，六道銭の出土はなかった。

棺 桶（図版7-2・50-2.3・51-1, 第11-14図） 棺桶は墓群中ではかなり残りが良い方で，

箱形棺の側板・ 底板，それに棺桶を墓地まで運ぶための棺台が出土した。箱形棺は一辺60cmで，

高さは側板が1枚しか残っていないため不明であるが，死者を座位で納棺したであろうから70

-80cmもあれば事足りよう。棺台は長さ96cm,幅23cm,厚さ2cm程の板4枚を2本の横木に各4箇

所づつ釘留めしたものであり，横木の間隔は50cmである。棺台と棺桶本体は釘留めされておら

ず，ただ乗せているだけであった。通常，棺台はお寺もしくは共同体が所有・保管し，葬儀毎

に使用するものであるが，当墓地では棺台ごと出土しており (1-3・5号墓），これは墓穴が大
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黒褐色土（小礫含み、締りなし）
2 暗茶鳩色土 （寅鳩色上視じる）
3 茶灰色砂質土
4 黄燭色土（砂帖多く含む）
5 黄11i1色上と黄仄色砂の混合土
6 褐色土
7 賀褐色土と茶掲色土の滉合土
8 貧 褐色土と冑灰色帖土と馬色土の視合
9 黄 鳩色土と茶褐色土と黄灰色砂の混合
10 9より貨褐色土多し
11 暗掲色士
12 9より貧灰色砂多し
13 青灰色粘土と賀掲色土の視介±
14 13に暗鳩色土混じる
15 灰白色砂に貨褐色土．青白色粘土i昆じる
16 黒色土に灰白色細砂滉じる
17 16より灰白色細砂多 し
18 黄灰色砂
19 15に黒褐色土混じる

20 1 5より貿鳩色土• 青白色粘土多し
21 青白色帖上
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第 9図 2号墓実測固 (1/60)
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きく深いため棺桶のみを

埋葬するのが困難なため

であろう 。 また，棺台は

1号硲同様，束西方向に

埋葬されている。

2・3は底板で， 心持ち

の柾目材を厚さ2cm程に

裁断して用いる。表面は

それ程でもないが，裏面

は腐食が著 しい。2は長

さ58.0cm,幅22.7cmで，

3は長さ57.6cm,幅19.2cm

残存する。2・3とも上面

に釘を打った形跡はみられない。 なお，実測因の網掛けの部分は，木材の樹種同定に使用した

部位を示す。

＼
 

8
 lm 

第 11図 2号墓数珠玉出土状態実測図 (1/20;

4は南側， 5は西側， 6は北側の側板である。共に残存状態は悪いものの，長さ60cm, 福25cm

に復原できる。7は側板を内側から支える角材で，北西コーナーの出土 である。 残存長は

11.7cmであり，下位に釘穴がみられる。

8-11は棺台横板で，何れも心持ちの柾目材を厄さ2cm程に裁断して使用する。表裏面とも腐

食が著 しいが，比較的残りのよい8から長さ96cm,幅23cmに復原可能である。上方と下方に各2

箇所づつ釘及び釘穴がある。

12は北側.13は南側の担ぎ棒である。丸木の表皮 ・枝葉を調整カッ トして担ぎ棒と したもの

で，両端から30cmの部分は担ぐために丸く調整し，中央の板を乗せる部分は方形に面取りして

いる。12は長さ153cm,径7cmで， 13は長さ163cm,径7cmである。釘が8箇所にみられ，その間

隔は15-18cmである。両端が反り返っているのは，乾燥したためであり，当初からではない。

墓 石 （固版6-1,第10図） 盛土の中央には涎石 A (第15図）が立てられているが，墓穴の

規模に比して墓石は小さく， また下半部が欠損していることから当慕に伴うものではなく， 2

号墓の墓石としては品穴の北西側に横転している墓石 Iが妥当である。偏平な花尚岩の自然石

で，長さ238cm,幅118cm,厄さ42cmを測る。墓碑銘は粗く研磨された一面に，

享保五庚子年

阪箕繹養菊霊位

十一月廿五日 俗名高杏八郎右衛門尉常直

行年四十五去
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とあり，戒名は赤く塗った上で金箔

（粉）を入れた痕跡があり，他の銘に

もみられる。

墓石Aは頭部に稜を有する角石塔形

で，凝灰岩製である。下半部を欠損し

ていたが，後日下半部が見つかり銘が

判読できた。一段彫り窪めた正面に，

貞享五戊辰年

帰箕繹春月臭位

二月二十七日

とあり，左側面に

高松□□□五歳卒
曰

とある。過去帳には元禄八年以前の法名は記載されてお

らず，名前は判らなかった。

出土遺物（図版42-1・43, 第17・22・26図）

陶 器 (11) 11は体部小片で，外面に花弁状の文様

゜
50cm 

第 15図墓石A実測図 (1/20,拓影1/10)

が青く描かれ，内面には貫入がみられる。胎土は灰白色

を呈す。墓穴埋土中の出土である。

数珠玉 (1-18) 棺桶埋土下位より出土した数珠玉で，

1と2,3と4,5と6,7と8,9と10で各々対をなす。 1・2

はガラス製で，濃赤褐色を呈する。径は1が7.8mm,2が

8.0mmである。 3・4は璃瑞製で赤褐色を呈する。径は3が

8.0mm, 4が9.0mmである。 1-4で四天珠を成すのであろ

う。 5・6はガラス製で，色調はコバルトブルーである。

径は5が7.8mm,6が7.5mmである。 7・8はT字状に穴が開

く母珠で，水晶製である。 7の径は9.0mm, 8の径は

12.8mmで，中央に稜が走る。 9.・10は水滴形をした記子

留（露）で，水晶製である。

11-18は木製で，成珠と考えられる。 11以外は土圧の

ためか偏平である。 11は径8.0mm,厚さ2.4mmを測る。

鉄釘 (1)棺材の残りが良かった割には， 1点の出土

しかない。 1は両端部を欠損し，残長は1.2cmである。
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第 16図数珠玉模式図
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第 17図 1・2・5・6号墓出土数珠玉実測図 (1/1)

3号墓（図版8・9, 第18閑）

2号墓の0.8m西側に位置し，墓穴の北辺を7号墓に切られる。盛土は殆ど残存していなかっ

たが，中央には砂利石が残っていた。墓穴は長方形を呈し，長軸3.6m,短軸3.0m,深さ2.24m
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1 暗褐色土（小円礫含み締りがない）

2 暗褐色土

3 貿褐色土と灰白色砂との混合土

4 黄褐色土と黒褐色土との混合土

5 黒褐色土（黄褐色土混じり）

6 5に灰白色砂混じる

7 灰白色粘土と灰白色砂との混合土

8 3と5の混合土（ポソポソで締りな し）
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第 18図 3号墓実測図 (1/60)
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と大規模である。墓穴は二段に掘られ，北側と南側に幅30-40cmのステップを底面から60cmの

所に設けている。遺物は埋土中から鉄釘が出土したのみである。

棺 桶（図版9-2・50-1, 第14図） 棺桶は遺存状態が極めて悪いものの，棺台ー担ぎ棒と横

板の一部が出土しているので箱形棺と考えられる。北側の担ぎ棒は長さ120cm, 南側の担ぎ棒

は長さ85cm程度しか残っていないが，底面の長さからして160cm程あったものと考えられる。

箱形棺本体は残存しないが，土層図からみて幅60cm程と推察する。棺台は1・2号墓同様，東西

方向に埋葬されている。

1は北側， 2は南側の担ぎ棒で，共に腐食が著しい。 1は途中で折損しているが，長さ120cm,

径7cmであり，一部に調整痕がみられる。 2は85cm程度残存するのみ。 1・2とも丸木を使用して

いる。両者とも残存部位には，釘を打った形跡はなかった。

墓 石（図版8-1, 第19図） 頭部を西に向け墓城の南西に横転する。墓石は方柱自然石形の

長大なもので，長さ244cm,幅108cm,厚さ77cmを測る。墓碑銘は一段彫り窪めた正面に，

享保十四己酉天

繹賤齊霊位

閏九月十九日

一段彫り窪めた左側面に，俗名高松興太郎直政

行年三十四歳

とあり，銘には赤色顔料を入れた痕跡がある。

出土遣物（図版44-2, 第22図）

鉄 釘 (1-5) 棺桶は箱形棺であるが， 5本しか出土していない。 1は長さ5.0cmの大型品，

2は3.7cmの中型品， 3・4は2.9cmの小型品である。

4号墓（図版10・11, 第20図）

3号墓の0.6m西側に位置する。盛土は完全に流失し，墓石の根石も無かった。墓穴は隅丸長

方形を呈し，上部は摺鉢状に大きく開き，一旦屈曲して底部に移行する。長軸2.4m, 短軸

1.98m, 深さ1.82mを測り，当墓地においては中型の規模である。

棺 桶（図版11-1) 棺桶本体は残存していなかったが，その痕跡が円形であったため当初

桶棺（早桶）と思われたが，鉄釘が十数本出土していることから箱形棺と考えられる。

墓石（図版10-1, 第21図） 頭部を西に向け墓穴の中央に横転していた。長さ 120cm, 幅

54cm, 厚さ50cmを測る花岡岩の自然石である。墓碑銘は一段彫り窪めた正面に，

享保三戌年

蹄真繹空西霊位

二月十四日
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第 20図 4・8号墓実測図 (1/40) 
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第 21図 4 (F)・5号墓墓石(J)実測図 (1/20,拓影1/10)
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第 22図 1-4号墓出土鉄釘実測図 (1/2)

左側面に高松長蔵童子二歳去とある。

出土遺物（図版44-3, 第22図）

墓穴埋土下位より棺桶に使用していた鉄釘が出土した。

鉄釘 (1-17) 1・5は木質部が銹着しているが，釘そのものの長さは3cm前後であろう。 13

はL字形に折れ曲がっている。大半が先端部を欠失し，頭部のみ残す。
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5号墓（図版12・13, 第23図）

1号墓の北辺を切って位置する。盛土は40cm程残っており， 10cm大の根石がみられた。長さ

は南北軸3.84m,東西軸3.52mで，南北軸がやや長い方形を呈する。深さは2.5mで， 2号墓に

次ぐ深さを有する。北西と南西のコーナ一部には底面からlm前後の所に幅30-50cm, 奥行き

20-25cmの足掛り穴が掘られている。また，東西の両壁面が扶れているのは，担ぎ棒が長すぎ

て墓穴に入りきらなかったためである。出土遺物には，数珠玉・灯明皿・磁器片がある。

棺桶（図版13-2・51-2, 第14・24・25図） 箱形棺の側板・底板，棺台の担ぎ棒・ 横板が

出土した。箱形棺は側板から復原すると一辺56cm程になる。棺台の横板は残りが悪かったが，

横板1が原位置を留めているものとして80cmに復原できる。横木の間隔は36cmである。また，

棺台は2・3号墓同様，東西方向に埋葬している。

1・2は棺台の横板で，腐食が著しい。 3は横板1の上に乗っており，両端面が生きているよう

に思えたので箱形棺の底板としたが，横木に釘留めしているので棺台の横板の可能性もある。

しかし，棺台ごと埋葬するものなら釘留めした方が棺桶が安定し，運搬・埋葬に都合が良かろ

う。現存値で長さ55.8cm,幅13.9cm,厚さ1.5cmを測る。 4は箱形棺の側板であり，残存長50.8cm,

最大幅11.2cm,厚さ1.8cmを測る。小口側に釘が1本打付けてあり，側面には釘穴が3箇所みられ

ることから最下段に使用したものである。板材は何れも心持ちの柾目材を使用している。

5は北側， 6は南側の担ぎ棒である。丸木の表皮・枝葉を調整カットして担ぎ棒としたもので

あるが，面取りを施しておらず加工は雑である。 5は長さ211cm,径7.5cmで， 13は長さ216cm,

径7.5cmである。釘及び釘穴が8箇所にみられ，その間隔は7-18cmである。 1・2の横板は中央

に釘穴があることから，棺台は幅13-20cmの横板を5枚釘留めしていたものと考えられる。

墓石（図版12-1, 第21図） 笠石は落とされ，塔身も斜めを向いているが，墓穴の中央に

あることから原位置を留めていると考えられる。墓石は凝灰岩製の基壇・基礎・ 塔身・笠石か

ら成る。基壇は10cm大の根石の上に高さ20cmの方柱4本を組み合わせており，その中央には石

はない。基礎は高さ29cm,幅59cm,奥行き49cmで，その上に高さ95cm, 幅35cm,奥行き28cmの

塔身を乗せている。笠石は高さ21cm,幅63cmで，その先端部は折損している。宝珠も先端部を

折損し，残高17cm,幅18cm,奥行き16cmで，笠石頂部を方形に彫り窪め挿入している。

墓碑銘は塔身を一段彫り窪めた中に，

販元繹尼妙西霊位

とあり，左側面に

享保十二丁未年

高松八郎兵衛妻

十一月升四日 行歳七十一

と刻銘している。
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1 黒色土（締りなし）

2 Jに灰白色砂混じる

3 黄褐色土と灰白色砂の混合土

4 3より黄掲色土多し

5 黄褐色土 ・灰臼色砂 ・黒褐色土の視合土

(2cm大の円礫多し）

6 5より灰白色砂少ない

7 黒褐色土と黄褐色土の混合土

8 黒褐色土

9 7よりも黄褐色土多し （円礫多し）

10 暗褐色土 （ポソポ‘ノの土）
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第 23図 5号墓実測図 (1/60)
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第 24図 5号認数珠玉出土状態実測図 (1/20)

「('―-7 I I eごご一三

I it 一 --d—

「,',,-…16"7

3 

ー---―::::___I 

~ 四 I
4
 

゜
40cm 

2
 

第 25図 5号墓棺材実測屈 (1/8)
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第 26図 墓地出土土器実測図 (1/2)
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出土遣物（図版42-1・43-1, 第17・26図）

土師器 (1) 器高1.6cm, ロ径7.0cm, 底径4.6cmを測る土師器の小皿で，口縁部を若干欠く。

ロ唇部2箇所に煤が濃く付着しており，灯明皿として使用されたもの。底部には糸切り痕がみ

られる。胎土は石英・雲母を含むものの精良で，色調は内面灰白色，外面黄灰色を呈する。墓

穴埋土下位の出土である。

磁 器 (12) 磁器碗の口縁部小片である。口唇部は若干外方に屈曲する。内面に花弁状文

様外面に横線が青く描かれる。胎土は精良で，灰白色を呈す。墓穴埋土中の出土である。

数珠玉 (1-5) 1-3は棺材に密着して出土した数珠玉である。 1・2はガラス製で，淡赤褐

色を呈す。 3は形がやや歪で，田馬瑞製。 4は水色を呈し，ガラス製である。 5は中空の金属製で，

半球を二つ合わせたもの。鉛色を呈し，錫製であろうか。母珠と成珠はみられないが，木製

だったのであろう。 1-3が四天珠， 4は記子と考えられる。

また，棺材がある程度残存しているのに，鉄釘は出土しておらず，鉄製品は腐朽しやすいの

であろう。六道銭もみられない。

6号墓（図版14・15, 第27図）

当墓地のほぽ中央に位置し， 2号墓の北辺を切り， 11号墓に切られる。盛土はかなり流失し

ていたが，現状で20cmの高まりを残している。墓穴の中央には，根石としてはかなり大きな石

が二つあり，墓石の押えとして使用したものか。墓穴は東西軸3.52m, 南北軸3.16mで，東西

軸がやや長い方形を呈する。深さは2.22mで， 3号墓とほぼ同じである。墓穴は二段に掘られ，

底面から60cmの所に幅30cmのステップを設けている。 6号墓も墓群中大きな墓穴を有する部類

に入る。出土遺物には，数珠玉・灯明皿・鉄釘がある。六道銭の出土はなかった。

棺桶（図版15-1) 遺存状態は極めて悪く，長さ5-14cm, 幅1-1.5cmの棺材片13点を残す

のみであるが，鉄釘が相当数出土しているので，箱形棺と考えられる。

墓石（図版14-1, 第28図） 頭部を西に向け墓穴の北西隅に横転していた。長さ200cm, 幅

78cm, 厚さ50cmを測る花尚岩の自然石である。左側面には石を切り出した際の矢痕を残す。

墓碑銘は正面に，

とあり，左側面に

寛保二壬戌年

阪元繹妙蒟霊位

八月升二日

高松八郎右衛門

妻六十七去

と刻銘されている。また，法名の下には線彫りの蓮華文様があり，法名は墨を入れた後で赤く
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第 27図 6・7号墓実測因 (1/60)
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第 28図 6号墓墓石(M)実測図 (1/20,拓影1/10)

塗られている。他の銘は墨を入れたのみである。

出土遺物（図版42-1・43-1・45・46-1.2,第17・26・29・30図）

土師器 (2・3) 2は器高1.7cm, 口径7.4c~, 底径3.8cmを測る小皿で，口縁部を若干欠く。

口唇部に煤が付着しており，灯明皿として使用されたもの。底部には糸切り痕がみられる。胎

土は石英・雲母を含むものの精良で，色調は内外面とも黄白色を呈する。 3は小皿の底部破片

で，底径は4.0cmである。胎土は雲母・白色粒を含む。焼成はやや軟質で，色調は内外とも灰

褐色を呈する。共に，墓穴埋土下位の出土である。

数珠玉 (1-13) 棺桶埋土下位より出土した数珠玉である。 1-4の色調はライトグリーンを

呈し，径はすべて5.5mmであることから四天珠になろう。 5・6は濃赤褐色を呈し，瑶瑞製である。

-44-



7
 

旦

16e
 

6
 

5
 

邑

ー

＼

伯

5
 

14 

n9 

苅
晶
虐
昌
＠

4
 

9
,
1
3
 

目

2
 

O

3

[

冑げ＼心ー

•9[ @
2

冒
二
亨
曹
邑

10，
 

＠
 

1

F

サ
9
北
ぜ
ハ
哨
廿
日
_
|

n
 

8
 

⑫
 

~ 
¥]}, 

~ 

17 
@~ 

18 19 
20~ 

郎 ~r;;, @ 26 
22 23 24 25 

2t 

7
 

-

3

6

 

ぃ

1

げ
川
ツ

IZI
6
 

m
 

3
 

c
 ゜

，ロリ＠

ー

昌
四

354
 

3
 

ぃヽ＠
3
 

3
 

＇いり固
2
 

3
 

り
り
~
淵
川

U
"＂

g
o

31 

,99園
゜

-

3

 

け
蝕
闘
閻
け
闘
5

日

，
 

讐
冒
鼠
＠

8
 

璽＇：
7
 

2
 

9° 
第 29図 6号墓出土鉄釘実測図① (1/2) 
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第 30図 6号墓出土鉄釘実測図② (1/2) 

7-10は透明なガラス玉で，径が小さいことから記子になろう。 12・13はガラス製の母珠で，

色調はライトグリーンを呈す。径は11mmである。

鉄釘 (1-81) 箱形棺に使用していた鉄釘で，総数82本数える。 1は釘2本を L字形に打ち

込んだもので，コーナ一部に使用していたもの。 2-16は長さ6cm前後の大型品で， 3・4は頭部

の形状が判る資料である。 17-29は長さ4.5-5cmの中型品， 51-59は長さ3cm前後の小型品で

ある。 60-65は長さ2cm前後の細小型である。棺材を留めるには短すぎて用を成さず，横方向

の木目しかみられないので，棺桶ではなく別の物に使用されていたのであろう。

7号墓（図版16・17, 第27図）

3号墓の北辺を切って位置する。盛土は殆ど流失しているが， 6号墓同様墓穴中央には大き目

の根石がある。墓穴は東西軸2.82m, 南北軸2.42m, 深さは2.24mを測り，東西軸がやや長い
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方形を呈するが， 1-3・5・6号墓の一群よりは一回

り小さい。墓穴は二段に掘られ，底面から40cmの所

に幅20cmのステップを設けている。また， 5号墓同

様南西と南東のコーナ一部にはステップから50-

80cmの所に幅20-30cm, 奥行き10cm前後の足掛り穴

が掘られている。遺物は甕棺内より数珠玉，陶器片

が出土した。

甕棺（図版17-2・42-2, 第32・33図）墓穴底

面のやや北側よりに埋置される甕棺で，蓋は完全に

腐朽していた。甕棺の中には土砂が流入していたが，

底部より 15-30cm浮いた状態で人骨が検出された。

中橋先生の鑑定によると，身長140cm前後の華奢な

熟年女性で，お歯黒をしていたということであった。

年齢・性別は，墓碑銘とも矛盾がない。

器高66.0cm, ロ径は焼け歪のため長径50.8cm・短 参多彦老？謬彦彦参診乏珍彦 llsocm 

径42.4cm, 底径25.0cmを測る甕である。口縁部は内

側に折曲げたもので，肥厚する。頸部は短く立ち， 第 32図 7号墓人骨出土状態実測図 (1/20)

I ; ヘー
16.90m 

゜

撫肩の肩部から緩やかに底部に移行する。底部は上

底である。器高の割に底部の締りが悪いため寸胴な感がある。肩部に3条・胴下半部に3-4条

のヘラ先による沈線，肩部沈線と頸部の間には矢の文様が2本線刻される。調整は外面が斜格

子目タタキをヘギ板状工具でナデ消し，内面は格子目タタキ→ハケ目をナデ消したもので，部

分的にハケ目が残る。内底部は格子目タタキのままである。釉は茶褐色を呈し，その上に淡緑

色の釉を波状に掛けている。焼成は堅緻で，叩くと金属的な音がする。

墓石（図版1、6-1, 第31図） 頭部を西に向け墓穴の南側に横転していた。長さ182cm, 幅

74cm, 厚さ48cmを測る花尚岩の自然石であり，下端部断面はく字形をなす。墓碑銘は一段彫り

窪め研磨した右側面・ 正面・左側面の3面に，

（右側面） 寛延元龍集

戊辰八月朔日

繹尼妙齊霊（正面）

（左側面）

と刻銘される。

出土遺物（図版42-1・43, 第26・34図）

陶 器 (13) 碗の口縁部小片で，口径8.8cmに復原したが，自信はない。口唇部は丸く納め

高松輿太郎妻壽五十歳
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第 34図 7号墓出土数珠玉実測図 (1/1)

る。灰黄色の胎に淡緑灰色の釉掛かり。内外面とも貫入がみられる。混入したものか。

数珠至 (1~63) 甕棺埋土下位より出土した数珠玉で， 1~37がガラス製， 38~63は木製で

ある。 1・2は淡緑色を呈し，横方向の筋・気泡がみられる。 3~6は灰白色を呈し，風化が著し

い。 8~11も灰白色を呈し， 3~6より小粒である。四天珠になろう。 12~37は淡緑色を呈し，

径は3.5mmと小さく，記子になるか。 38-61は木製の成珠で，やや縦長である。すべて柾目方
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向に穿孔している。 62・63は母珠で，径は10mm前後である。また，木製の数珠玉は樹種同定に

6個使用したので，甕棺内からは70数個の数珠玉が出土したことになる。

被葬者は女性であり，甕棺内から柄鏡・舒・ 櫛等の副葬品の出土が期待されたが，意に反し

て数珠玉のみであった。また，六道銭もみられない。

8号墓（図版18・19,第20図）

墓地群の西端部に位置し， 23・24号墓を切る。墓穴は長軸2.0m,短軸1.92m,深さ1.78mを

測り，方形を呈する。当墓地においては中型の規模である。墓穴は直線的に掘られ，底面から

30cmの所に幅10-25cmのステップを有する。出土遺物は皆無であった。

棺 桶（図版19) 棺桶本体は残存していないが，その痕跡は円形（短軸で約65cm)を呈す

る。また，鉄釘の出土は1点も見られないことから桶棺（早桶）と思われる。

墓石（図版18~1, 第35図） 墓穴の中央に位置し，原位置を留めていると考えられる。墓

石は凝灰岩製の塔身と基壇から成る。塔身は高さ44cm, 幅27cm,奥行き19cmを測る丸石塔形を

呈し，基壇の高さは12cmである。また，現状で塔身は西側を向いている。

墓碑銘は一段彫り窪めた正面に繹妙誓信女とあり，

（右側面） 天明元丑年

四月十日卒

（左側面） 高松八右衛門妻

と刻銘されている。

9号墓（図版20, 第36図）

5号墓のすぐ北側に位置し， 10号墓に西辺を切られる。盛土は30cm程残存し， 4-lOcm大の砂

利石が一面にみられる。墓穴は長方形を呈し，長軸2.42m,短軸2.12m, 深さ1.74mを測る。

墓穴からの遺物の出土はなかった。

棺 桶（圏版20-2) 棺桶本体は残存していないが，その痕跡は円形（短軸で約60cm)を呈

する。また， 8号墓同様，鉄釘の出土は1点も見られないので桶棺（早桶）と思われる。

墓石塔身はなく，凝灰岩製の基壇（高さ21cm,幅46cm)が盛土の中央に残存するのみ。

10号墓は寛保二 (1742)年に作られており， 9号墓はそれ以前の造墓ということになる。

10号墓（図版21・22, 第37図）

5号墓の0.6m北側に位置し， 11・22号墓に切られる。盛土はかなり流失しているものの20cm

程残存し，盛土の中央には20-50crn大の根石が7個据えられている。墓穴の規模は長軸2.9m,

短軸2.7m, 深さ2.02mで，南北軸がやや長い方形を呈する。墓穴は二段に掘られ，底面から
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第 35図 8 (P)・10 (N)・11 (Q)号墓墓石実測図 (1/20, 拓影 1/10) 
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第 37図 10・15号墓実測固 (1/60)

50cmの所に20~40cmのステ ップを設けている。10号墓は7号墓に次ぐ大きさで，当墓地におい

ては大型の部類に属する。埋土下位より数珠王 ・鉄釘が出土した。

棺 桶 （図版22-1) 棺桶本体は殆ど腐朽しており，長さ19cm.厚さ1cm程の担ぎ棒状の棺材
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片を残すのみであった。棺材に使用していた鉄釘が4本ではあるが出土しており， Bタイプの

木目を有する釘が存すること。また，大• 特大型の墓は箱形棺を多用していること等から考え

て，大型に属する当墓も箱形棺を埋葬していたものと推察する。

墓石（図版21-1, 第35図） 頭部を北に向け，左側面を上向きにして墓穴の中央に横転し

ていた。長さ165cm, 幅67cm,厚さ54cmを測る花尚岩の自然石である。

墓碑銘は研磨した正面に，

寛保二壬戌年

繹妙融尼位

十一月二日

とあり，左側面に

高松氏直秀女

くに寡

六十四玄

と刻銘されている。また，法名の下には線彫りの蓮華文様があり，墨を入れている。

出土遺物（図版43-1・46-3,第38・43図）

数珠玉 (1-25) 1-25は墓穴埋土下位出土のガラス製数珠玉である。 1-20は成珠で，径4.5

-6.0mmを測る。 3・11-18・20には緑色の塗料が遺存する。 21-23の色調はダークグリーンを

@R  R@)R. R R R R R ◎ 

直）直）⑪ ⑪ ⑪ 直）⑪ R ⑪ (]D ⑪ 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

R@RR@RRR  R ⑨ R 

CID CID CID OD ⑪ R R ⑪ GDRCID 
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第 38図 10• 20号墓出土数珠玉実測図 (1/1)
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第 39図 11・13号墓実測図 (1/40)
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呈し， 1-20よりも径が小さいことから四天珠になろう。 24は水滴形の記子留であり，もう片

方を欠く。 25は母珠で，かなり風化している。

鉄釘 (1-4) 埋土下位より4本出土した。 1は4.2cmを測る中型の完形品で， 2-4は先端部

を欠く。

11号墓（図版23, 第39図）

当墓地のほぼ中央にあり， 6号墓の北辺と10号墓の南西コーナーを切って位置する。墓穴の

規模は長軸1.94m,短軸1.8mで，南北軸が若干長い方形を呈する。当墓地においては中型の

規模である。墓穴は直線的に掘られ，深さは1.92mを測る。出土遺物は皆無であった。

棺 桶（図版23-3)_棺桶本体は全く残存していないが，その痕跡は円形（短軸で約60cm)

を呈すること。また， 8・9号墓同様，鉄釘の出土は1点も見られないことから桶棺（早桶）を

使用していたものと思われる。

墓石（図版23-1,第35図） 墓穴の東辺寄りに位置する。基壇は無く，凝灰岩製の塔身の

みである。また，根石も存在しない。塔身は丸石塔形を呈し，高さ44cm,幅28cm,奥行き19cm

を測り， 8号墓墓石と同規模（両者は夫婦関係にある）である。また，現状で塔身は西側を向

いているが，それが原位置を示すものかは不明。

墓碑銘は一段彫り窪めた正面に繹空山信士とあり，

（右側面） 寛政十午年

五月十一卒

（左側面） 高松八右衛門

と刻銘されている。法名も8号墓のそれに類似している。

12号墓（図版24・25, 第36図）

11号墓の0.4m北側に位置するが，他の墓との切合いはない。盛土は20cm程あり，その中央

には根石として転用した石臼・ 古瓦片が据えられている。墓穴は長軸2.02m,短軸1.74m, 深

さ1.68mを測り，東西軸が若干長い方形を呈する。当墓地においては中型の規模である。遺物

は墓穴埋土下位より鉄釘が出土したのみ。

棺 桶（図版25-1) 当墓も棺桶本体は残存せず，棺桶の痕跡のみである。当初，棺桶の痕

跡が円形（約60cm)を呈していたため桶棺（早桶）と思われたが，鉄釘が十数本出土している

ことから箱形棺と考えるに至った。

墓石（図版24-1,第40図） 墓穴の中央に位置する。塔身の上部は打ち欠かれ，基壇は木

の根により動いてはいるが，ほぼ原位置を呈するものと思われる。墓石は凝灰岩製の基壇・基

礎・塔身から成る。基壇は5号墓同様，高さ17cmの方柱を4本組合わせたもので，その中央部に

-57-



12 

13 

゜
1m 

第 40図 12 (K)・13号墓墓石(C)実測図 (1/20,拓影1/10)
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は石はない。基礎は二重で，下部基礎は高さ20cm, 幅48cm,奥行き40cmであり，上部基礎は高

さ15cm, 幅38cm,奥行き34cmで，その上に塔身が乗る。しかし，塔身と上部基礎とは不釣合い

で，上部基礎は11号墓基壇を後世積んだものではなかろうか。また，基壇・基礎・塔身・ 笠

石・宝珠から成る5号墓墓石が本来の形状を呈するのであろう。

塔身は上部を打ち欠かれており， 52cm残るのみ。幅30cm,奥行き20cmで5号墓のそれより一

回り小さい。現状で塔身は西側を向いている。

墓碑銘は一段彫り窪めた正面に，

口空壽臭位

（左側面）

秤

ロロロロ戊申年
亨保十三

高松徳太郎

口口月十四日 二歳卒
十一

と刻銘されている。

出土遺物（図版47-1, 第43図）

鉄釘 (1-10) 墓穴埋土下位より 10本出土した。 1は長さ4.2cmの中型品。 2は先端部を欠

く。 3は先端部を故意に曲げており，箱形棺の支柱を打付けたもの。 4-10は頭・先端部を欠く。

D類の釘の存在からも棺桶は箱形棺であったと言えよう。

13号墓（図版26・27, 第39図）

墓地の西側にあり， 7号墓のl.lm北側に位置する。他の墓との切合いはない。盛土は20cm程

あり， 10-20cm大の根石が16個程円形に配される。墓穴の規模は長軸2.04m,短軸1.84m,深

さ1.8mで，南北軸が若干長い方形を呈する。当墓地においては中型の規模である。墓穴埋土

下位より鉄釘が出土した。

棺 桶（図版27-1) 棺桶本体は残存していないが，その痕跡は方形（一辺約58cm)を呈し，

鉄釘が数本出土していることから箱形棺と考えられる。

墓石（図版26-1,第40図） 盛土の中央に位置し，若干北側に傾斜するものの原位置を留

めていると考えられる。墓石は花尚岩の自然石を丸石塔状に加工したもので，基壇は存在しな

い。塔身は長さ153cm,幅54cm,厚さ27cmを測る。

墓碑銘は一段彫り窪めた一面に，

賓永四丁亥年

蹄奨繹香西霊位

五月升九日

高松平六五歳卒

とあり，法名の一部に金箔（粉）を入れた痕跡がある。
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第 41図 14・16号墓実測図 (1/40)
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第 42図 14 (D)・15号墓墓石(E)実測図 (1/20,拓影1/10)
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出土遺物（図版46-4, 第43図）

鉄 釘 (1・2) 1・2は墓穴埋土下位より出土した鉄釘である。 1・2共に先端部を欠く。 2は

欠損品であるが， E類になるか。

14号墓（図版28・29, 第41図）

墓地の北西端部に位置する。盛土は30cm程で，その中央には10cm大の礫・古瓦を30個程置い

て根石としている。墓穴は長さ1.86m, 幅1.44m, 深さ1.4mを測る長方形を呈し，当墓地にお

いては小型の部類に属す。遺物は埋土下位より鉄釘が出土したのみである。

， 棺 桶（図版29-2) 棺桶本体は全く残存していないが，その痕跡は方形（一辺約50cm) を

呈する。鉄釘が1本のみ出土しているが， Bタイプを呈することから箱形棺を埋葬していた可

能性が高い。

墓石（図版28-1, 第42図） 頭部を西に向け，墓穴の南西隅に横転していた。長さ127cm,

幅64cm, 厚さ38cmを測る花尚岩の自然石である。

墓碑銘は一段彫り窪めた一面に，

賓永四丁亥年

蹄箕繹月西霊位

五月晦日

高松輿茂作二歳卒

とあり，法名は赤く塗られている。

出土遣物（図版46-4, 第43図）

鉄 釘 (1) 1は墓穴埋土下位より出土した鉄釘で，長さ3.8cmの中型品。

15号墓（図版30・31,第37図）

墓地の北端に位置し， 19・20号墓と接するが両者は切合っていない。盛土はみられるものの

根石は存在せず，墓穴の中央に墓石のみを立てる。墓穴は長軸2.62m, 短軸2.42m, 深さ

1.64mを測り，東西側がやや長い隅丸方形を呈する。当墓地においては中型の規模である。遺

物は埋土下位より鉄釘が出土したのみである。

棺 桶（図版31-1) 当墓も棺桶本体は残存せず，棺桶の痕跡のみである。当初，棺桶の痕

跡が円形（約70cm)を呈していたため桶棺（早桶）と考えたが，埋土下位より鉄釘が30本程出

土したので箱形棺と判明した。

墓石（図版30-1, 第42図） 墓穴の中央に立てられてはいるが，墓石の下に根石はなく，

当時の状況を呈するものか不明。現状では西側を向いている。墓石は長さ112cm, 幅59cm, 厚

さ36cmを測る花尚岩の自然石である。
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墓碑銘は一段彫り窪めた一面に，

享保二丁酉年

販元繹妙西臭位

十月五日 高松八三郎娘くん営歳

と刻銘している。

出土遺物（図版47-2, 第43図）

鉄釘 (1-31) 1-14は長さ4cm前後の中型品， 15・16・20-23は3cm前後の小型品で，

24・25は2cmの細小型品である。棺材の厚さは残存する木質部により 1cm程と推定される。使

用している釘が3-4cmの中・小型品であり，棺材の厚さも 1cm位なので，それほど大きくない

箱形棺を埋葬したのであろう。

16号墓（図版32・33, 第41図）

12号墓の0.5m北側に位置する。盛土は流失し，根石もみられない。墓穴は長軸2.22m, 短

軸1.64m, 深さ1.48mを測る長方形を呈する。当墓地においては中型の規模である。遺物は埋

土下位より鉄釘が出土したのみ。

棺 桶（図版33-1) 当墓も棺桶本体は残存せず，棺桶の痕跡のみである。当初，棺桶の痕

跡が円形（径60cm)を呈していたため桶棺（早桶）と思われたが，埋土下位より鉄釘が50本近

く出土したので箱形棺と考えるに至った。

墓石（図版32-1, 第45図） 頭部を北に向け，墓穴の北辺に横転していた。長さ147cm, 幅

35cm, 厚さ43cmを測る花尚岩の自然石である。

墓碑銘は一段彫り窪めた一面に，

享保五庚子年

阪元繹道春臭位

正月十五日高松丑之助三歳

と刻銘している。

出土遺物（図版48,第44図）

鉄釘 (1-47) 墓穴埋土下位より47本の鉄釘が出土した。 1-10・12-16・24・25は長さ

4cm前後の中型品， 11・17・22・32は3cm程の小型品で， 40-42は2cm前後の細小型品である。

21・27・30・32・38はL字形に曲がっている。

棺材の厚さは残存する木質部により 1cm程と推定される。また，使用している釘が3-4cmの

中・小型品であり，棺材の厚さも 1cm位なので15号墓同様，それほど大きくない箱形棺を埋葬

したのであろう。 40-42の細小型品は棺材ではなく，何か別のものに使用したものと思われる。
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第 45図， 16(H)・17号墓墓石(B)実測固 (1/20,拓影1/10)
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17号墓（図版34, 第46図）

13号墓の1.4m北側に位置し，他の墓とは切合っていない。盛土は20cm程あり，墓穴のほぽ

中央に5-lOcm大の礫を18個円形に配して根石としている。墓穴は長方形を呈し，長軸2.56m,

短軸1.72m, 深さ1.4mで，当墓地においては中型の規模を有する。墓穴の東側に幅20cmのス

テップを床面から40cmの所に設けている。灯明皿，鉄釘が出土した。

棺桶 当墓も棺桶本体は全く残存しない。棺桶の痕跡は方形（一辺40cm) を呈し，埋土下

位より鉄釘が30本近く出土しているので箱形棺と考えられる。

墓 石（図版34-1, 第45図） 頭部を北側に向け，墓穴の東辺に横転していた。長さ153cm,

幅57cm, 厚さ3、6cmを測る花尚岩の自然石である。

墓碑銘は研磨した一面に，

賓永二乙酉年

蹄箕繹西路霊位

閏四月升九日

高松輿七郎二歳卒

と刻銘されている。

出土遺物（図版42-1・49-1, 第26・48図）

土師器 (4) 器高1.4cm, 口径7.4cm, 底径5.2cmを測る土師器の小皿で，口縁部を若干欠く。

ロ唇部2ケ所に煤が濃く付着しており，灯明皿として使用されたもの。底部にはヘラ切り痕が

みられる。胎土は石英・雲母・白色粒を含む。焼成は良く，暗灰褐色を呈する。

鉄 釘 (1-28) 1-28は埋土下位出土の鉄釘である。 1・2・5は先端部を欠損するものの大

型品になろう。 6・11は長さ4cm前後の中型品で， 11は先端部を故意に曲げている。 12-14・

20・21・28は長さ3cm弱の小型品である。 22・23は2cm前後の細小型である。 D類釘の存在から

も棺桶は箱形棺といえよう。

18号墓（図版35, 第47図）

4号墓のすぐ西側に位置するが，両者は切合っていない。墓石は無く，根石・盛土も存在し

ない。墓穴は一辺2.4mの方形を呈し，深さは1.34mであり，当墓地においては中型の規模を

有する。ステップは設けていないものの二段気味に掘られ，底面から60cmの所に稜を有する。

遺物の出土は皆無であった。

棺 桶（図版35-2) 当墓も棺桶本体は全く残存せず，円形の痕跡（径80cm)がみられるの

み。棺桶の痕跡が80cmと大きいのは，棺桶が腐って空洞化し，内側から徐々に崩れていったた

めであろう。鉄釘は出土しておらず桶棺（早桶）の可能性もあるが，棺の痕跡のみでは判別に

苦しむ。
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第 46図 17・19号墓実測図 (1/40)
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1 茶褐色土（黄褐色土混じる）

2 茶灰色土（砂粒多し）

3 黒色土と黄褐色土の混合土

4 3よりも黄褐色土多し

5 2と3の混合土

6 黄褐色土（砂粒混じる）

7 茶灰色土と黄褐色土の混合土

20 

゜

18 

第 47図 18・20号墓実測図 (1/40)
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第 48図 17・19号墓出土鉄釘実測図 (1/2)
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19号墓（図版36, 第46図）

15号墓のすぐ西側に位置し， 20号墓の北辺を切る。墓石は無く＇，根石・盛土も存在しない。

墓穴は直線的に掘られ，長軸1.28m, 短軸1.06mの東西軸が若干長い方形を呈する。小規模な

割には1.28mと深目である。埋土中より陶器片，埋土下位より鉄釘が出土した。

棺 桶（図版36-2) 当墓も棺桶本体は残存せず，棺桶の痕跡のみである。当初，棺桶の痕

跡が円形（径40cm)を呈していたため桶棺（早桶）と思われたが，埋土下位より鉄釘が20数本

出土したので箱形棺と考えられる。

出土遺物（図版42-1・.49-2, 第26・48図）

陶 器 (14) 埋土中より出土した陶器碗の底部破片である。高台径は5cmに復原される。内

外面とも明灰色の釉掛かり。胎土は砂粒をかなり含んでいる。

鉄 釘 (1-25) 埋土下位より 25本出土した。 1・13を除き小型ないしは細小型の鉄釘で，

棺材の厚さは残存する木質部により 1cm程と推定される。使用している釘は小型品であり，墓

穴の規模も小さいことから小型の箱形棺を埋葬したのであろう。

20号墓（図版36-1,第47回）

15号墓と16号墓の間に位置し， 19号墓に北辺を切られる。墓石は無く，根石・盛土も存在し

ない。墓穴は東西軸1.46m, 南北軸1.38m, 深さ1.02mを測り，東西軸がやや長い方形を呈す

る。遺物は甕棺内より数珠玉，埋土中より鉄釘が出土した。

甕棺（図版37-1・42-3, 第33図） 墓穴底面の中央に埋置される小型の甕棺で，蓋は完全

に腐朽していた。甕棺内には土砂が流入しており，人骨は遺存していなかった。

器高42.9cm, ロ径33.1(短径32.6)cm, 底径37.4cmを測る小型の甕である。口縁部は内側に

折曲げ，突出させている。頸部は短く立ち，撫肩の肩部から緩やかに底部へ移行する。器高に

比し底径が大きいため安定感がある。肩部にはヘラ先による沈線が2段あり，その間を連弧文

で充填している。内面は格子目タタキをハケでナデ消しているが，内底面にはタタキ目が残る。

釉は茶褐色を呈し，その上に波状に黄褐色の釉を内外面とも掛けている。また，外面の2箇所

には明黄褐色の釉が掛けられ，一部は底部付近まで垂れている。焼成は堅緻である。また，口

縁部平坦面には目土の痕が11箇所みられる。

出土遺物（図版43-1・49-3, 第38・52図）

数珠玉 (1・2) 1・2は甕棺内出土の数珠玉で，ガラス製である。共に径5mmで，色調はダー

クグリーンを呈する。

鉄釘 (1) 墓穴埋土出土の鉄釘で，両端部をかく。 L字形に曲がっており，蓋に使用した

ものであろう。
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21号墓（図版37-2, 第49図）

13・14・17号墓の間に位置す

る。墓漿は長軸52cm, 短軸42cm,

深さ19cmを測る長円形を呈し，

その中央に骨蔵器を埋置してい

る。蓋は割れて身の中に落込ん

でおり，土砂が流入していた。

土はふるいに掛けたが，何も出

てこなかった。墓堀が小規模で

あるため，本来，墓石を有して

いたかは不明。

骨蔵器（図版37-3, 第50図）

蓋と身から成る。蓋は器高

3.2cm, ロ径22.9cmで，中央に

径2.4cmの撮みを付しているが，

重さのためにへたばっている。

調整は口縁部ヨコナデ，天井部

回転ナデ，内面は回転ハケ目

(6-7条/cm)を施す。胎土は

1-2mm大の雲母・長石を多く含

む。焼成は良好で，内外面とも暗褐色を呈する。

身は器高19.Bm, ロ径19.lm,底径17.0~を測る。口t部は三角に肥厚し，短い頸部からや

や張りをみせ上底の底部に移行する。体部は粘土帯二つ 張り合わせて成形しており，内外面

に縦方向の粘土帯接合痕がみられる。調整は口縁部ヨコナデ，内外面はエ具によるナデを施す。

胎土は1-2mm大の雲母・長石を多く含む。焼成は良好で，内外面とも褐色を呈する。また，体

／
＼
一

゜
18.30m 

50cm 

第 49図 21号墓実測図 (1/10)

部外面にはノ（ナ？）カキヌと墨書されるものの意味不詳。

骨蔵器としたが火葬骨は納められておらず，或は胎盤を埋納したものか。甘木市鬼の枕古墳

石室埋土中からも同様な容器が発見されている（註3)。

22号墓（図版38-1, 第51図）

10号墓の北辺を切って位置する。墓石は無く，根石・ 盛土も存在しない。墓穴は東西軸

1.7m, 南北軸1.62m, 深さ1.46mを測り，東西軸がやや長い方形を呈する。当墓地においては

小型の部類に属する。墓穴は直線的に掘られ，底面中央が盛上っている。埋土下位より歯が入
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第 50図 21号墓骨蔵器実測図 (1/3)

れられた小皿が出土した（圏版38-2-4)。

10cm 

棺 桶 当墓も棺桶本体は全く残存せず，円形の痕跡（径50cm) を留めるのみ。鉄釘の出土

も見られないので桶棺（早桶）と推察する。

出土遺物（図版42-1, 第26図）

土師器 (5-7) 墓穴埋土を掘下げている途中で出土した。 5-7は入子になっており， 7に歯

を入れ6で蓋をし，更に5で二重に蓋をしていた。

5・6は器高1.1cmの小皿で，底部の締りは悪い。口径は5が7.Ocm, 6は6.7cmである。調整は

回転ナデで，底部切り離しは糸切りによる。胎土は精良で，色調は淡黄褐色を呈する。 7は器

高2.8cm, ロ径7.5cm, 底径5.3cmを測る深目の皿で，口縁部は内傾し，体部外面に稜をもつ。

調整は回転ナデで，底部外面には糸切り痕がみられる。胎土は石英・雲母を含むものの良好で，

色調は淡灰青色を呈する。

22号墓は墓石が残存せず被葬者等については不明で，また皿に入れられていた歯も残りが悪

く，性別・年齢を特定できないとのことであり，両者の関係は不詳。

23号墓（図版39, 第51図）

墓地の西端部に位置し， 8号墓に南東コーナーを切られる。墓石は無く，根石・盛土も存在
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しない。墓穴は南北軸1.5m, 東西軸1.46m, 深

さ1.4mを測り，南北軸が僅かに長い方形を呈し，

当墓地においては小型の部類に属する。墓穴は直

線的に掘られている。遺物は埋土下位より鉄釘が

出土したのみ。

棺桶（図版39-1) 当墓も棺桶本体は残存せ

ず，その痕跡は円形（径50cm)を呈する。埋葬主

体に甕を有する20号墓からは，蓋に使用したと考

えられる Dタイプの鉄釘が出土しているが，当墓

からも同タイプの鉄釘が出土しており，或は桶棺

の蓋を留めるのに使用したのかも知れない。

出土遺物（図版49-3, 第52図）

鉄釘 (1-3) 1はDタイプの釘で先端部は故
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第 52図 20・23・25号墓出土

鉄釘実測図 (1/2)

意に曲げている。残存する木質部により厚さ1.3cmの板材を棺桶として使用している。 2は細小

型の釘で， 3は先端部を欠損する。

24号墓（図版40, 第53図）

23号墓のすぐ南側に位置し， 8号墓に東辺を切られる。墓石はなく，根石・盛土も残存しな

い。墓穴は東西軸1.66m,南北軸1.5m,深さ1.56mを測り，東西軸が若干長い方形を呈し，直

線的に掘られている。遺物の出土は皆無であった。

棺 桶（図版40-1) 棺桶は残存しないが，その痕跡が円形（径65cm)を呈すること，また

鉄釘は出土していないことから桶棺（早桶）と推定される。

25号墓（図版41-1, 第53図）

墓地の調査が一段落し，下層遺構検出のため掘り下げていたところ墓穴が2基発見され，南

から25・26号墓と番号を追加した。墓石は全く不明。

25号墓は4号墓のすぐ北側で検出された。墓穴は東西軸1.38m,南北軸1.26m,深さ1.14mを

測る隅丸方形を呈する。当墓地においては，小型の部類に属する。遺物は埋土下位より鉄釘が

数本出土したのみである。

棺桶棺桶の痕跡さえも判然としない。鉄釘が4本出土しているが，棺桶の形状は不明。

出土遺物（図版49-3, 第52図）

鉄釘 (1-4) 1-4は墓穴埋土下位出土の鉄釘で，何れも欠損品である。
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表2 数 珠 玉 計測表① （単位mm,g) 

墓番号 No 径 厚さ 重さ 色 調 材質 類別 、備 考

1 7.0 6.0 0.6 灰白色 ガラス
1号墓 2 7.0 6.5 0.35 ,,. ,., 

3 6.5 5.0 0.4 コバルトブルー ,,. 気泡あり

1 7.8 6.7 0.25 濃赤褐色 ガラス 四天珠
2 8.0 6.7 0.25 ，， ,,. ケ

3 8.0 8.0 0.7 赤褐色 甥瑞 ❖ 

4 9.0 8.0 0.85 ，，， ，，， ケ

5 7.8 6.7 0.8 コバルトブルー ガラス
6 7.5 6.7 0.75 ，，， ，， 

7 9.0 8.0 1.2 透 明 水晶 母珠 T字形に穿孔
8 12.8 11.5 2.8 ❖ ~ ，，， ，，， 

2号墓
， 5.8 8.0 0.45 ，，， ，， 記子留
10 5.7 8.3 0.45 ❖ ，， ，，， 

11 8.0 2.4 木製 成珠
12 7.0 0.4 ，' ，， 

13 6.0 0.3 ,,,. ，， 

14 6.0 0.9 ，，， ，， 

15 7.0 0.8 ,,. ，，， 

16 6.0 0.8 ，，， ，，， 欠 損
17 6.0 0.4 ，，， ，， ,,. 
18 6.1 0.5 ,, ❖ ケ

1 10.0 8.5 0.5 淡赤褐色 ガラス 四天珠 細かいヒビあり
2 10.0 8.5 0.45 ❖ ，，， ,,. ，，， 

5号墓 3 8.0 8.0 0.7 ,,. 甥瑞 ,,. 
4 5.0 4.0 0.2 羞 魯 ガラス 記子
5 8.0 7.5 0.75 錫？ 中 空

1 5.5 4.5 0.3 ライトグリーン ガラス 四天珠
2 5.5 4.5 0.3 ,, ，，， ，， 

'3 5.5 4.5 0.3 ，， ，， ~ 

4 5.5 4.5 0.25 クヽ ,,. ，，， 

5 6.5 5.0 0.3 濃赤褐色 瑶璃
6 6.5 5.5 0.32 ，' ，，， 

6号墓 7 5.0 4.0 0.17 透 明 ガラス 記子
8 4.5 4.0 0.1 ，， ，， ；' ， 4.5 4.0 0.19 ，， ,, ❖ 

10 6.0 4.5 0.23 ，， ,, ケ

11 6.0 4.0 0.2 灰イ白ト色
，， 

風化字著形しい
12 11.0 9.5 2.15 ラ グリーン ，，， 母：珠 T に穿孔
13 11.0 9.5 2.2 ,,. ,,. ❖ ❖ 

1 6.0 4.5 0.35 ライトグリーン ガラス 気泡多し
2 5.5 5.0 0.3 ，， I,, // 

3 5.5 4.8 0.26 灰 色 ，，， 縞状のスジあり
4 5.5 4.0 0.25 ，，， ,,. 
5 5.5 5.0 0.25 

灰灰青白 色色
,,. 

6 5.5 5.5 0.3 ，， 風化著しい
7 6.0 5.5 0.35 灰ダーク色グリーン ，' 

8 4.5 3.0 0.11 I,, 四天珠 縞状のスジあり， 4.5 3.0 0.1 ，，， ク、 ，，， ,,. 
10 4.5 3.0 0.1 ，， ,,. ,(, ，，， 

11 4.0 3.5 0.1 ，，， ，' ❖ 
,,. 

7号墓 12 3.5 3.0 0.05 ライトグリーン I,, 記 子 気泡あり
13 3.5 2.5 0.05 ，， ・，， ,,,. ，， 

14 3.5 2.5 0.05 ，，， ,,. ,,. ,, 
15 3.5 2.5 0.05 .(, I,, ，， ，， 

16 3.5 2.5 0.06 ，，， ❖ ，， I,, 

17 3.5 2.5 0.05 ，，， ，，， ，， ，， 

18 3.5 2.5 0.05 ,,. ,, ❖ ，， 

19 3.5 3.0 0.06 ，，， ，，， ，， ，' 

20 3.5 2.5 0.05 ，，， ，，， ，，， ，， 

21 3.0 2.5 0.03 ❖ 
,,. ，，， ケ

22 2.5 2.0 0.03 ，， ❖ ，， I,, 

23 2.5 2.0 0.04 ❖ ケ ,, ，， 

24 2.5 2.0 0.03 ,, ,, ，， ，， 
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表 3 数珠玉 計 測 表 ② （単位mm,g) 

墓番号 No 径 厚さ 重さ 色 調 材質 類別 備 考

25 3.0 2.0 0.04 ライトグリーン ガラス 記子 気泡あり
26 3.0 2.5 0.03 .,. 

"' 
，， ❖ 

27 3.5 2.5 0.03 ，， ，，， ，， .,. 
28 3.0 2.0 0.02 ,:, ，， ，， ，， 
29 3.0 2.5 0.01 ，， ，， ヽ 4ヽ

30 3.5 2.5 0.01 ，，， ,,. ，， 
‘’ 31 3.5 2.5 0.02 ，， ,,. ，， ,,. 

32 3.0 2.5 0.02 ，，， ,,. ，， ，， 
33 3.0 2.3 0.01 ，， ，， ，， ，， 
34 3.1 2.4 0.01 ，， ，，， ，，， ，， 
35 3.0 2.0 0.01 ，， ，， .,. ,, 
36 3.0 2.0 0.01 ，，， .,. ，， ，， 
37 3.0 3.0 0.01 ，，， 

‘’ 
，， ，，， 

38 4.0 4.0 木製 成珠
39 5.0 5.0 ，， ，， 
40 4.0 4.5 ,, ,, 
41 4.0 4.5 ，， ，， 
42 4.0 4.5 ,, ，， 
43 3.5 5.0 ，，， ,, 

7号墓 44 5.0 5.0 ，， ，，， 

45 5.5 4.5 ，， ，， 
46 4.5 5.0 ，， ，，， 

47 3.5 4.5 ，， ，， 
48 4.0 4.5 ,,. ,,. 
49 4.5 4.0 ，， ケ

50 4.5 4.0 ，， .,. 
51 4.0 4.5 、', ，， 
52 5.0 5.0 ，，， ，，， 

53 4.0 4.0 ，， .,. 
54 4.0 4.5 ，， ，， 

55 4.5 5.0 .,. ，， 
56 4.5 5.0 .,. ,,. 
57 3.5 4.5 ，， ，， 

58 4.0 4.5 .,. ，， 
59 3.5 4.5 ，， ，， 

60 4.5 4.5 ，，， ，，， 

61 4.0 4.5 ,,. 
‘’ 62 10.5 7.0 ，，， 母 珠 T字形に穿孔

63 10.0 7.5 ，，， 
"' 

，，， 

1 6.0 5.0 0.35 透 明 ガラス 成珠
2 5.6 4,7 0.32 ，， ，， ，，， 

3 5.0 4.5 0.2 ,., ，， ，，， 

4 5.5 4.7 0.3 ，， ，， 
"' 

5 5.7 5.0 0.32 ，，， ，，， ，， 
6 5.5 4.0 0.25 ，，， ，，，， ，， 
7 5.5 5.0 0.3 ,,. ,, ，， 
8 5.5 4.5 0.27 ，， ,, ,, ， 5.4 4.5 0.25 .,. ，， ，， 
10 5.5 4.7 0.27 ，， ,, ,, 
11 5.5 4.5 0.3 ，，， 

‘’ 
，， 

12 5.5 4.5 0.3 .. ,., 
‘’ 10号墓 13 5.5 5.0 0.25 ，，， ，， ，， 

14 5.5 4.5 0.25 "' 
,,. ，， 

15 5.5 4.5 0.28 ❖ ，，， ,,. 
16 5.5 4.5 0.3 ，， ，，， ，，， 

17 5.5 4.5 0.28 ，，， ,,. ❖ 

18 4.5 5.5 0.26 ,, ，，， ，，， 

19 4.5 5.2 0.2 ，，， ,,. ，， 
20 5.5 5.2 0.35 ，， ，，， 

"' 
21 4.6 3.5 0.15 ダークグリーン ，，， 四天珠
22 5.0 3.5 0.15 ，，， ，， ，，， 

23 4.7 3.5 0.15 ,, ❖ ，， 
24 5.0 8.0 0.35 透 明 ,, 記子留
25 8.0 7.0 0.34 ライトイエロー ，， 母珠 T字形に穿孔

20号墓 1 5.0 5.0 0.25 ダークグリーン ガラス 気泡有り
2 5.0 5.0 0.15 ，， ~ ，， 
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表4 鉄釘計測表① （単位はcm,※は完形品）

墓番号 No 現 存長頭下幅 型 木目の組合せ 板の厚さ 類別 備 考

1 ※6.2 0.5 大 横＋縦 2.5 A 
2 2.9 0.4 小 ,,. 2.5 ，， 

3 3.5 ，， ，， 頭部欠損
4 3.4 0.6 横＋（横） 2.2 B 先端部欠損
5 3.1 0.7 ，， 1.2 ，， ，， 

6 3.5 横 ＋ 縦 A 頭部欠損
1号墓 7 2.6 小 ケ ，， ，，， 

8 ※3.2 0.5 ，，， 横＋横 1.6 C ， 2.6 両端部欠損
10 2.3 横 E? 先端部欠損
11 2.4 横＋横 1.3 C ケ

12 1.8 0.7 頭部のみ
13 1. 7 ，，， 

2号墓 1 1.2 両端部欠損

1 ※5.0 0.6 大 横 ＋ 縦 1.5 A 
2 ※3.7 0.5 中 横＋横 1.1 C 

3号墓 3 2.9 小 ,,,. 1.0 1, 

4 ※2.9 0.3 ，， 横＋縦 1.0 A 屈曲する
5 1.4 ＋横 両端部欠損

1 ※3.2 0.4 小 横＋縦 1.8 A 
2 3.3 0.4 ~ 1.8 ❖ 先端部欠損
3 3.3 0.4 ，， 1.4 ,,. ，， 

4 3.4 横＋（横） 2.0 B ケ

5 ※3.0 0.4 小 I,, 1.6 ❖ 

6 ※2.1 0.4 細小 横＋縦 1.4 A 
7 1.6 0.5 1.4 先端部欠損
8 1.6 0.3 1.8 ，， 

4号墓 ， 2.1 0.4 ，， 

10 2.9 1. 7 A ，， 

11 3.0 横 ＋ 縦 ，， 両端部欠損
12 2.9 ❖ 

13 3.0 0.4 小 1.1 D L字状に屈曲，先端部欠損
14 1.5 0.4 頭部のみ
15 1.1 0.4 ❖ 

16 1.4 0.4 ，， 

17 1.3 0.5 ,,. 

1 ※4.7 0.6 中 横＋縦 1.6 A 釘 2本あり
※4.8 0.6 ,,. 横＋（横） 1.8 B 

2 ※6.0 0.6 大 横 ＋ 縦 1.9 A 
3 ※6.4 0.7 ケ ，，， ,,. 
4 ※6.2 0.5 ，' ，， 2.3 ,,. 
5 ※6.2 0.5 ，， ，，， 2.0 ，， 

6 ※5.9 0.5 ,, ，， 1.9 ，，， 

7 ※5.9 0.6 ,, I,, 1. 9 ,,. 
8 ※5.8 0.5 ，， ❖ 2.2 I,, 

6号墓 ， ※4.5 0.6 中 ,,,. 2.1 ，，， 

10 ※5.8 0.5 大 横＋横 1. 9 C 
11 ※4.5 0.4 中 横 ＋ 縦 2.5 A 
12 ※5.6 0.5 大 横＋（横） 2.2 B 
13 ※5.6 0.4 ❖ ，， 2.1 ,, 
14 ※5.3 0.4 ❖ ，' 1.4 ,, 
15 ※5.2 0.4 ,,. ，， 2.0 ，， 

16 5.4 0.5 ，，， 横 ＋ 縦 2.1 D 先端部は L字形に屈曲
17 ※4.9 0.5 中 横＋（横） 2.0 B 
18 ※4.5 0.5 ,,,. ,, 2.2 ，， 
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表 5 鉄釘計測 表② （単位はcm,※は完形品）

墓番号 No 現存長頭下幅 型 木目の組合せ 板の厚さ 類別 備 考

19 ※4.4 0.4 中 横＋（横） 2.0 B 
20 ※4.9 0.4 ，' 横 ＋ 縦 2.1 A 
21 4.6 0.5 ，， ，，， 1.6 ，， 先端部欠損
22 ※4.8 0.4 ，， ，， 1.5 A? 
23 ※4.9 0.5 ,lo 横＋横 2.0 C? 
24 ※4.9 0.5 ,,. 横 ＋ 縦 2.1 A 
25 4.$ 0.4 ❖ ，，， 1.6 ~ 

26 4.2 0.5 ，， ，，， 2.0 ，，， 先端部欠損
27 ※4.4 0.4 ,, ❖ 1.3 ケ

28 ※4.3 0.4 ，，， 横＋（横） 2.3 B 
29 ※4.2 0.3 I,, ❖ 2.0 ケ

30 4.2 ＋縦 A 頭部欠損
31 3.5 ＋横 両端部欠損
32 3.6 横 ＋ 縦 A ❖ 

33 3.2 0.5 横＋（横） 2.3 B 先端部欠損
34 2.9 0.5 横 ＋ 縦 2.2 A ，，， 

35 2.4 0.6 2.2 ❖ 

36 2.7 0.5 横＋横 1.9 C ，，， 

37 3.0 ＋ 縦 A 頭部欠損
38 3.0 0.3 横 ＋ 縦 1.9 ，， 先端部欠損
39 3.9 横＋横 C 頭部欠損
40 3.2 横＋（横） B ,, 
41 3.3 ＋横 ，，， 

42 3.0 ＋ 縦 A 両端部欠損
43 3.1 ＋横 ,, 
44 2.5 ,,. ,,. 
45 2.6 I,, ケ

46 2.1 横 ＋ 縦 A ，， 

6号墓
47 2.4 横＋（横） B ❖ 

48 3.8 横？ J字状に屈曲，両端部欠損
49 2.9 横＋縦 A 両端部欠損
50 ※3.5 0.4 中 横＋横 1.5 C 
51 ※3.0 0.4 小 横＋（横） 1. 7 B 
52 ※3.0 0.4 ，， ，，， 1.8 ケ

53 ※3.0 0.3 ❖ 横＋縦 1.6 A 
54 ※3.1 0.3 ，，， ，，， 1.5 ，，， 

55 ※2.8 0.3 ケ ❖ 1.2 ，， 

56 ※2.6 0.3 ，，， 横＋横 1.2 C 
57 ※2.5 0.3 ，， ，， ,,,. 

58 2.5 0.4 ，， 横＋（横） 1.5 B 先端部欠損
59 2.3 0.3 ,, ，' 1.2 ，，， ，，， 

60 ※2.3 0.3 細小 横 ＋ 縦 1.2 A 
61 ※1.9 0.3 & 横 E 
62 ※2.2 0.3 ，， 横 ＋ 縦 1.3 A 
63 ※1.8 0.2 ~ 横 E 
64 ※2.0 0.2 ，' ，， ，，， 先端部鈎形に屈曲

95 ※1.8 0.2 ,, ~ 
,., 

66 1.8 0.3 1.4 先端部欠損
67 ※2.1 0.2 細小 斜め E 
68 1.4 先端部欠損

69 2.5 ＋横 頭部欠損
70 1.9 ，，， 両端部欠損
71 2.8 ，， ，， 

72 2.0 ~ ，， 

73 1.1 ，， ，，， 

74 0.9 頭部のみ
75 1.0 ,,. 
76 1.3 ＋横 両端部欠損
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表 6 鉄釘計測表③ （単位はcm,※は完形品）

墓番号 No 現存長頭下幅 型 木目の組合せ 板の厚さ 類別 備 考

77 1.5 0.2 横 E 先端部若干欠損
78 1.4 ＋横 ，， 

6号墓 79 1.3 ，，， 頭部欠損
80 1.3 ＋縦 A ，，， 

81 1.2 ＋横 ❖ 

1 ※4.2 0.3 中 横＋縦 1.2 A 

10号墓
2 2.9 0.3 横＋（横） 1.6 B 先端部欠損
3 2.5 0.3 横＋縦 1.4 A ❖ 

4 2.2 0.5 ，， 

1 4.2 0.3 中 横 ＋ 縦 1.6 A 先端部欠損
2 2.7 0.4 小 ケ 1.6 ，， ，， 

3 3.3 ＋横 D 頭部欠損
4 2.4 0.4 横 ＋ 縦 1.1 A ，， 

12号墓
5 1.8 ＋横 両端部欠損
6 1.8 0.3 先端部欠損
7 1.9 0.3 ，，， 

8 1.0 ＋横 両端部欠損， 1.8 ＋縦 A ，， 

10 1.3 ＋横 ，，， 

13号墓
1 3.3 0.4 横 十 縦 1.6 A 先端部欠損
2 1.2 0.2 ,,. 

14号墓 1 ※3.8 0.4 中 横＋（横） 2.4 B 

1 ※4.1 0.3 中 横＋（横） 0.8 B 
2 ※4.1 0.4 ，，， 横＋横 1.2 C 
3 ※4.2 0.4 ，， 横 ＋ 縦 1.1 A 
4 ※4.1 0.3 ~ ,,. 1.3 ケ

5 ※4.2 0.4 ❖ ，，， 1.2 ,,,. 

6 ※3.9 0.3 ,,. ❖ 1.0 ，，， 

7 ※4.0 0.2 ，， ,,,. 1.1 ，，， 

8 ※3.9 0.4 ,, ，，， 0.8 ，，， ， ※3.8 0.3 .,, 横＋（横） 1.5 B 
10 ※3.9 0.3 ,, ，， 1.1 ケ

11 ※3.7 0.3 ❖ 横＋横 1.1 C 
12 ※3.8 0.3 ,, ,,,. 1.0 A 
13 3.5 ，， ，，， ，，， 頭部欠損
14 3.8 ，，， ，， ,,. ，， 

15 3.1 小 ，， 1.0 /,, 先端部欠損
15号墓 16 ※3.1 0.3 ，， ,, 1.0 C 

17 3.3 中 横 ＋ 縦 A 頭部欠損
18 3.4 ，， ，，， ，，， ,, 
19 2.5 小 ,,. ，， I,, 

20 2.8 0.3 ，，， 横＋（横） 1.1 B 先端部欠損
21 2.6 0.3 ,,. ,, 1.0 ❖ ，， 

22 ※3.3 0.3 ，，， 頭部がJ字形に屈曲
23 2.3 0.3 ,,. 横＋（横） 1.0 B 先端部欠損
24 ※2.1 0.3 細小 ,I, 1.1 ~ 

25 ※2.0 0.3 ,, ，，， 1.0 ,,. 
26 1.8 0.3 横＋横 0.7 C 先端部欠損

ヽ

27 1.4 0.4 横＋（横） B ,,. 
28 1.9 横＋横 C 頭部欠損
29 2.3 横＋（横） B I,, 

30 1.0 ＋横 両端部欠損
31 1.8 ，，， 
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表7 鉄釘計測 表④ （単位はcm,※は完形品）

墓番号 No 現存長頭下幅 型 木目の組合せ 板の厚さ 類別 備 考

1 ※4.2 0.5 中 横＋縦 1.0 A 
2 ※4.0 0.4 ,., ，，， 1.0 ，， 

3 ※4.1 0.4 ケ
，，，， 1.1 ，' 

4 ※3.8 0.4 ，，， ❖ 0.9 ，， 

5 ※4.2 0.4 ~ ，，， 0.9 ，， 

6 ※4.0 0.4 ケ ，，， 1.0 ，， 

7 3.8 ,, 横＋横 1.2 C 
8 3.9 ，， 横＋縦 A 頭部欠損， ※4.0 0.4 ，， 2.0 
10 ※4.1 0.4 ,, 横＋横 2.1 C 
11 ※3.3 0.3 小 横＋縦 1.0 A 
12 3.9 0.4 中 ，， 1.0 ，， 先端部若干欠損

13 ※4.2 0.3 ,, ❖ 0.8 ，， ，， 

14 ※3.7 0.5 ,,. 横＋横 C 
15 ※3.9 0.4 ，， 0.9 
16 ※3.6 0.3 ，， 横＋（横） 1.9 B 
17 ※3.3 0.3 小 ，， 2.1 ~ 

18 ※3.6 0.4 中 ，' 1.2 ,., 
19 3.6 ＋縦 A 頭部欠損
20 3.4 0.5 横＋横 1.0 C 先端部欠損

21 4.5 0.4 横 D? L字形に屈曲
22 ※3.3 0.3 小 横＋（横） 1.2 B 
23 3.3 0.4 ，，， 1.1 ，，， 先端部欠損

16号墓 24 ※3.7 0.4 中 横？ E? s字形に屈曲

25 ※4.3 0.4 ，，， 先端部 J字状に屈曲

26 ※3.1 0.4 小 ＋横 1.0 
27 3.3 0.4 中 横 D L字形に屈曲
28 2.5 0.4 屈曲，先端部欠損

29 3.1 ＋縦 A 頭部欠損
30 ※3.9 0.4 中 横＋（横） 0.9 B L字状に屈曲

31 2.1 0.4 先端部欠損
32 3.1 0.4 小 D ，， 

33 2.4 0.3 横十縦 1.0 A ，，， 

34 1.9 0.4 ,, 1.0 ，， ケ

35 1.9 0.3 小 横 屈曲，先端部欠損
36 1.8 0.3 ＋横 先端部欠損

37 2.1 0.3 ，， 

38 2.5 0.3 屈曲，先端部欠損

39 1.9 ＋横 両端部欠損
40 ※2.1 0.3 細小 横 E 
41 1.4 0.3 ，，， ，，， 

42 ※1. 7 0.2 ，， 縦
,,. 

43 1.0 0.4 頭部のみ

44 1.8 0.3 ，，， 

45 0.6 0.4 ，，， 

46 1:2 横 両端部欠損

47 0.9 ❖ ，， 

1 4.9 0.5 先端部欠損
2 4.3 0.3 横＋横？ ，' 

3 4.1 0.4 中
4 ※4.6 0.4 ，，， 先端部L字形に屈曲

17号墓
5 5.1 0.6 大 先端部欠損
6 ※4.6 0.5 中
7 ※3.9 0.3 ~ 

8 ※4.1 0.3 ,,. 横十横 C ， ※3.7 0.3 ~ ，，， ~ 

10 3.5 0.3 ,,. ❖ ，，， 先端部欠損
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表 8 鉄釘計測表⑤ （単位はcm,※は完形品）

墓番号 No 現存長頭下幅 型 木目の組合せ 板の厚さ 類別 備 考

11 4.7 0.4 中 横＋横 0.9 D 先端部欠損
12 2.7 0.4 小 ~ 

13 ※2.7 0.2 ，，， 
横＋（横） 1.0 B 

14 ※2.6 0.3 ❖ ，，， ，， 

15 3.6 0.3 ❖ 1.1 ,, 先端部欠損
16 3.7 0.4 中 ，，， 1.1 ，， 屈曲，先端部欠損
17 1.9 0.3 先端部欠損
18 ※2.0 0.3 細小 先端部屈曲

17号墓
19 3.7 0.4 横＋縦 1.5 A 先端部欠損
20 2.6 0.3 小
21 ※2.7 0.2 ，，， 横＋縦 A 
22 2.1 細小 ，，， .(, 

23 ※1.9 0.3 ，， E 
24 2.5 横＋（横） B 頭部欠損
25 1.8 ＋ 縦 A 両端部欠損
26 3.7 0.3 D L字状に屈曲
27 ※2.9 0.3 小 ，， ，' 

28 ※2.0 0.2 細小 横 ，，， ,,. 

1 ※3.5 0.3 中 横＋縦 0.8 A 
2 ※3.1 0.3 小 ,, 1.0 ，， 

3 ※2.8 0.4 ,,. ，，， 0.8 ，' 

4 ※3.1 0.3 ，' ,,,. 0.8 ，， 

5 ※2.7 0.2 ,, ,;. 0.9 ，，， 

6 ※2.6 0.3 ,,. ，，， 0.9 ，， 

7 ※2.6 0.3 ，， ,, 0.8 ,, 
8 2.1 0.3 横十（横） B 先端部欠損， ※2.5 0.4 小 横＋縦 0.7 A 
10 ※2.3 0.3 ，，， 横＋（横） 0.9 B 
11 ※2.5 0.3 ，，， 横＋縦 0.9 A 
12 ※2.5 0.3 ,, ケ 0.8 ❖ 

19号墓 13 2.6 0.6 横＋（横） 1.3 B 先端部欠損
14 2.2 0.3 細小 ，， 1.0 ，， ,, 
15 ※2.3 0.3 ，， 横＋縦 0.8 A 
16 ※1.9 0.2 ，， 横＋（横） 0.8 B 
17 1.9 0.3 ❖ 0.9 ，，， 先端部欠損
18 2.0 0.3 横＋縦 0.9 A ，， 

19 2.3 ＋横 頭部欠損
20 1.5 0.3 横＋横 C 先端部欠損
21 1.8 横＋（横） B 頭部欠損
22 1.3 細小 E 
23 1.2 0.2 0.2 頭部のみ
24 0.7 0.3 ,, 
25 1.2 0.2 ,,. 

20号墓 1 3.2 横 D L字形に屈曲，両端部欠損

1 3.5 0.3 横＋横 1.3 D L字形に屈曲

23号墓 2 1.5 0.2 細小 E 

3 0.8 0.3 先端部欠損

1 2.3 横＋横 C 先端部欠損

25号墓
2 1. 7 ，， I,, 両端部欠損

3 1. 7 ＋横 ，，， 

4 1.5 ,, ~ 
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表 9 高松家墓地一覧表 （単位 cm) 

墓 八占 墓 石

番号 平面形
規 模

棺桶 出 土 遺 物 備 考 記号 形態
規 模

材質 法 名 俗 名 没 年 月 日 享年 西暦 備 考
長軸短軸深さ 長さ幅厚さ

1 長方形
404 360 箱形棺 茶入(1), 数珠玉(3),鉄釘(13) ・茶棺入台に歯を残入存れる G 自然石形 253 92 109 花尚岩 固寂繹道西霊位 高松八郎兵衛尉秀直 享保五庚子年 正月二日 六十九 1720 •横転
208 160 230 ． の一部

2 長方形
434 366 280 箱形棺 数珠玉(18),鉄釘(1) . 棺2段台掘り I 自然石形 238 118 42 花尚岩 坂奨繹養蒟霊位 高恣八郎右衛門尉常直 享保五庚子年 十一月廿五日 四十五 1720 • 横転
230 180 ． の一部残存

3 長方形
360 300 224 箱形棺 鉄釘(5) . 棺2段台掘り L 自然石形 244 108 77 花尚岩 繹娘舞霊位 高松輿太郎直政 享保十四己酉天閏九月十九日 三十四 1729 • 横転
182 190 ． の一部残存

4 長方形
240 198 182 箱形棺 鉄釘(17) F 自然石形 120 54 50 花尚岩 師真繹空西霊位 高松長蔵童子 享保三戌年 二月十四日 1718 • 横転
124 84 

5 方 形
384 352 250 箱形棺 数珠玉(5),土師器小皿(1) . ．棺1号台墓の一を切部残る存 J 笠石塔形 85 35 28 凝灰岩 阪元精尼妙西霊位 高松八郎兵衛妻 享保十二丁未年十一月汁四日 七十一 1727 ・・立笠位石は落ちていた220 216 

6 方形
352 316 222 箱形棺 数土珠師玉器小(13皿),(2鉄)釘(82) . 2段号墓を切る M 自然石形 200 78 50 花尚岩 坂元秤妙蒟霊位 高松八郎右衛門妻 寛保二壬戌年 八月汁二日 六十七 1742 • ・横法転名の下に蓮華文142 156 . 2 掘り

7 方形
282 242 224 甕棺 数珠玉(69) • • 32段号掘墓をり切る

゜
自然石形 182 74 48 花尚岩 繹尼妙黍霊 高松輿太郎妻壽 寛延元戊辰 八月朔日 五十 1748 • 横転

166 146 

8 方形
200 192 178 桶棺？ ・23・2掘4号り墓を切る p 丸石塔形 44 27 19 凝灰岩 繹妙誓信女 高松八右衛門妻 天明元年丑年 四月十日 1781 
90 102 . 2段

， 長方形
242 212 174 桶棺？ R 22 41 34 凝灰岩 ・基壇のみ
146 124 

10 方形
290 270 202 箱形棺 数珠玉(25),鉄釘(4) . . 92号段掘墓をり切る N 自然石形 165 67 54 花尚岩 秤妙融尼位 高松氏直秀女くに寡 寛保二壬戌年 十一月二日 六十四 1742 ・法名に下に蓮華文
152 140 

11 方 形
194 180 192 桶棺？ ・6・10号墓を切る ， Q 丸石塔形 44 28 19 凝灰岩 繹空山信士 高松八右衛門 寛政十午年 五月十一日 1798 ・基壇無し
116 118 

12 長方形
202 174 

箱形棺 鉄釘(lo) K 笠石？塔形 53 30 19 凝灰岩 繹［コ空壽哭位 高松徳太郎 □享保□□十□三戊申年 □十□一月十四日 1728 ・塔身欠損
108 102 168 

13 長方形
204 184 180 箱形棺 鉄釘(2) C 自然石形 153 54 27 花商岩 蹄慎秤香西霊位 高松平六 賓永四丁亥年 五月汁九日 五 1707 
124 108 

14 長方形
186 144 140 箱形？棺 鉄釘(1) D 自然石形 127 64 38 花尚岩 蹄慎繹月西霊位 高松興茂作 賓永四丁亥年 五月晦日 1707 ・横転
99 66 

15 方形
262 242 164 箱形棺 鉄釘(31) E 自然石形 112 59 36 花尚岩 阪元秤妙西天位 高松八三郎娘くん 享保二丁酉年 十月五日 嘗 1717 ・立位
120 170 

16 長方形
222 164 148 箱形棺 鉄釘(47) H 自然石形 147 35 43 花尚岩 飯元秤道春哭立 高松丑之助 享保五庚子年 正月十五日 1720 • 横転
130 80 

17 長方形
256 172 140 箱形棺 鉄釘(28),土師器小皿(1) B 自然石形 153 57 36 花尚岩 蹄慎繹西硲霊位 高松輿七郎 賓永二乙酉年 閏四月升九日 1705 • 横転
126 78 

18 方形
240 239 134 桶棺？
114 126 

19 方 形
128 106 128 箱形棺 鉄釘(25) ・20号墓を切る
74 80 

20 方形
146 138 102 甕棺 数珠玉(2).鉄釘(1)
76 72 

21 長円形
52 42 19 骨蔵器
44 36 

22 方形
170 162 146 桶棺？ 土師器小皿(3) ・小皿の中たに歯を入
114 120 れてい

23 方形
150 146 140 桶棺？ 鉄釘(3)
112 118 

24 方形
166 150 156 桶棺？llO 112 

25 方 形
138 126 114 ？ 鉄釘(4)76 72 

26 方 形
130 110 

90 桶棺？ 土師器小皿(1)102 96 

A 角石塔形 63 26 17 凝灰岩 帰奨繹春月哭位 高松□□□ 貞享五戊辰年 二月二十七日
五

1688 （三）



3. 被葬者について

前項では，被葬者についてはふれなかったので，ここでは被葬者と墓穴の配置状態について

墓碑銘と憶想寺過去帳から述べることとする。

当墓地は溝34・35号に囲まれた範囲で，それに一部切られる墓が存在するものの溝よりは伸

展しない。総数26基の墓穴を検出し，墓碑銘により 16名の被葬者が判明している。

当墓地において，最も古い墓碑銘を有するのは貞享五 (1688)年銘の墓石Aであるが，憶想

寺に置いてあったのを住職さんが墓地に返したとのことであり，本来当墓地に立てられていた

ものかは不明。

当墓地では南側第一列に高松家累代家長を

埋葬し，二列目に各家長の配偶者を埋葬し，

その北側に夭逝した子供達を埋葬している。

先ず，宝永二年墓地の北西側に輿七郎，同

四年平六・輿茂作が埋葬される。三人は八郎

右衛門の子供で， 2-5歳で夭逝している。

次の享保年間には，享保2年にくんが埋葬

されたのに始まり 8名が埋葬されている。

墓地の北端部には松崎町（小郡市松崎）の

高松八三郎の娘くんと弟の丑之助が埋葬され

ている。八三郎とその妻は別の墓地に埋葬さ

れたものか，また当墓地に埋葬されたとして

も墓石がなく墓を特定できないが，子供が当

墓地に埋葬されているところをみると八三郎

は井上の高松家と深い血縁関係にあった人物

と考えられる。しかし．，八三郎の子供はどの

様な経過で当墓地に埋葬されたのか不詳。

墓地の南端部には，享保三年に輿太郎の息

子の長蔵，同五年に八郎兵衛とその息子の八

墓番号

墓石A

17号墓

13号墓

14号墓

15号墓

4号墓

1号墓

16号墓

2号墓

5号墓

12号墓

3号墓

6号墓

1婦墓

7号墓

8号墓

11号墓

表10 高松家墓地被葬者一覧表

没年 西暦 名前 享年

貞享五 1688 ロロロ 5(3) 

賓永二 1705 輿七郎 2 

賓永四 1707 平六 5 

賓永四 1707 奥茂作 2 

享保二 1717 くん 常

享保三 1718 長蔵 2 

享保五 1720 八郎兵衛 69 

享保五 1720 丑之助 3 

享保五 1720 八郎右衛門 45 

享保十二 1727 八郎兵衛妻 71 

享保十三 1728 徳太郎 2 

享保十四 1729 輿太郎 34 

寛保二 1742 八郎右衛門妻 67 

寛保二 1742 くに 64 

寛延元 1748 百二一 50 

天明元 1781 八右衛門妻 ？ 

寛政十 1798 八右衛門 ？ 

郎右衛門が埋葬されている。八郎兵衛と八郎右衛門の墓は当墓地において一二を争う大規模な

もので，八郎右衛門の息子奥太郎（享保十四年没）の親子三代に渡る高松家累代家長が埋葬さ

れている。

本来，南側前列は高松家家長を埋葬するための空間であるが，長蔵のみ前列一家長と同格一

に埋葬されている。輿太郎には判っているだけで八郎兵衛（宝暦一揆で刑死） • 長蔵・徳太郎
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゜
5m 

第 54図 高松家墓地被葬者配置図 (1/160)

．輿五郎の四人の息子がおり，恐らく長蔵が輿太郎の長男で，本来高松家の家督を継ぐべき者

であったのが，親より早くそれも僅か2歳で夭逝したこと。また，八郎兵衛・八郎右衛門に

とっては可愛い曾孫・孫にあたることから親達が哀れみ第一列に埋葬したのではなかろうか。

先述したように，南側第二列には高松家三代家長の各配偶者が埋葬されている。享保十二年

に八郎兵衛の妻（名前不詳）が，寛保二年には八郎右衛門の妻（名前不詳）が，寛延元年には

興太郎妻の壽が各々の伴侶に寄り添う様に埋葬されている。

寛保二年64歳で埋葬されたくには，過去帳では八郎兵衛秀直娘くにと記されているが，墓碑

銘には高松氏直秀女くに寡（第37図）とある。「女」は成人した娘としての意味で，「寡」は独

り者或は寡婦の意味であり，当墓地に埋葬されているところをみても未婚であった可能性が高

い。また，直秀とあるのは，単純に墓碑銘の誤りとしてよいものか頭を悩ます所である。

宝暦四年に刑死した八郎兵衛の墓は不明であるが，一揆の重罪人ということで墓は存在しな

かった可能性が高い。また，妻子の墓も不明。八郎兵衛刑死27年後の天明元年に用丸村（小郡

市用丸）八右衛門妻，寛政十年に八右衛門が埋葬されているが，松崎町八三郎と同様井上高松

家と血縁関係にあったものと推察する。この八右衛門墓をもって当墓地は終焉する。 （小田）
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4 ． lJ ヽ 結

当墓地は，江戸時代中頃に御原郡井上村の大庄屋職を勤めた高松家累代家長とその配偶者及

び夭逝した子供達を埋葬した高松家一門の墓所であるが，宝暦四年に刑死した八郎兵衛の墓は

不明である。しかし，歴代の大庄屋を埋葬した墓地であるため墓の規模が大きく，茶入や小皿

に歯が入れられていたこと，棺桶がある程度遺存していたこと等は江戸期の墓制を考える上で

考古学のみならず文献史学・民俗学・形質人類学においても貴重な遺跡と言えよう。

ここでは，考古学の側面から他の遺跡と比較・検討するに留め，文献・民俗・ 人骨等につい

ては次章で詳述したい。

(1) 墓穴

墓穴の掘方は長方形もしくは方形を呈し，長方形を呈するものは大半が南北側に長軸を有す

る。その規模により，特大・大・中・小型墓の四類に大別できる。

特大墓•…••長軸3.5m, 短軸3.0m,深さ2.2m以上を測る墓 (1-3・5・6号墓）。

大型墓……長軸2.8-2.9m, 短軸2.4-2.7m, 深さ2-2.2mを測る墓 (7・10号墓）。

中型墓……長軸2-2.6m,短軸l.6-2.4m,深さl.3-l.9mを測る墓で，当墓地の1/3がこ

れに該当する (4・8・9・11-13・15-18号墓）。

小型墓•…••長軸l.3-l.8m, 短軸l-l.6m,深さ0.9-l.6mを測る墓で，当墓地の1/3がこ

れに該当する (14・19・20・22-26号墓）。

特大墓は当墓地の南側第一・ニ列を占め，高松家累代家長及びその配偶者が埋葬される。棺

桶は何れも箱形棺で， 6号墓を除き棺台ごと埋めている。墓穴は5号墓を除き二段に掘られる。

先ず，人の背丈程の深さ (l.5-1.8m)
深さ

に掘下げ，壁面から幅0.Z-0.4mをス 3m 

テップとして残し，更に棺桶が丁度納ま

る深さ (0.6-0.9m)掘下げている。

この様な長大な墓穴を掘る必要性の存

否は別として，棺桶を棺台ごと埋葬する

という前提のもとに墓穴を掘ったため，

結果的に長大にならざるを得なかったの

であろう。

5号墓にはステップを設けていない代

わりに北西と南西の両隅に足掛かりの穴

を掘っている。また，担ぎ棒が長くて墓

2
 

゜
2
 

3
 

四箱形棺（棺台あり）

ロ箱形棺

〇桶棺

△ 甕棺

4m 長軸長

第 55図 墓穴の規模と棺桶の相関図
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穴に入りきれず壁面を扶る等苦労が偲ばれる。棺台は何れも東西方向で，被葬者は西向きに埋

葬されたものと推測される。 7·10号墓の2基は，規模的に中型•特大型と一線を画したため大

型墓とした（第55図）。墓穴は特大墓同様二段に掘られるが， 7号墓には甕棺， 10号墓には箱形

棺のみが埋葬される。また， 7号墓には足掛かりの穴もみられる。

中型墓としたものは10基を数え，当墓地の1/3以上の墓がこれに属する。墓穴は4・8・17号

墓を除き素掘りで，箱形棺．桶棺（早桶）を埋葬するが，箱形棺の占める割合が大きい。

小型墓としたものは墓地の北・西縁部に位置し， 8基数える。墓穴は方形の素掘りで，棺桶

は箱形棺・桶棺（早桶） ・甕棺とバラエティに富んでいる。小型墓の大半が墓石を欠くため被

葬者は不明であるが，墓穴が小規模であることから小児が埋葬されたものであろう。ちなみに，

特大墓と小型墓の容積を比較してみると，当墓地最大規模の2号墓が25.75m',最小規模の26号

墓は1.22m'であり， 2号墓は26号墓の21倍もの容積を有している。

次に県内の調査例と比較してみると，久留米市下見遺跡では42基の近世墓が調査されており，

その規模は長軸0.9-1.5m, 短軸0.9-1.2m, 深さ0.5-1.2m程であり（註1), 当墓地の小型

墓と等しい大きさである。春日市門田遺跡辻田地区では，寛政から明治にかけての近世墓41基

が調査された。墓穴は円形を呈し，径0.8-1.4m, 深さ1.5-1.9m程で甕．桶？を埋葬してい

た（註2)。瀬高町堀切寺屋敷遺跡では，延宝三 (1675)年から文化七 (1810)年にかけての近

世墓30基が調査された（註3)。墓穴は方形・長方形・円形を呈し，その規模は高松家墓地の小

墓と同等もしくはやや小振りである。

また，横断道第8地点の大刀洗町山隈の春園遺跡では， 80基余りの近世墓が調査された。墓

穴は長方形を呈し，その規模は長軸1.2-2.lm, 短軸0.5-1.5m,深さ0.6-2.0m程であった

（註4)。筑紫野市原田地区遺跡第40地点BH2615・2628地区では，正徳四 (1714)年から明治

期にかけての近世墓が160基程調査された。調査担当者の森山氏によると，墓穴は1.l-1.5m

の方形であるが，深さは異常な程深く 3mを越す墓も存在するということであった（註5)。

以上のように，高松家墓地の大型墓は他の近世墓と比較してかなり大規模といえる。

(2) 棺桶

棺には箱形棺・桶棺（早桶） ・甕棺それに骨蔵器があるが，箱形棺が多用されており全体の

5割強を占める。箱形棺の遺存状態は悪かったものの1-3・5号墓からは底板・側板の一部，ま

た他では類を見ない棺台が箱形棺と一緒に出土した。

箱形棺は一辺60cmの方形で，高さは側板が一枚しか残っていないため不明であるが，死者を

座位で納棺したであろうから70-80cm程と思われる。 2号墓は底板に幅20-23cm,厚さ2cmの板

材を2枚使用しており，同規模の板材を側板に使用したとして側板は3枚になろう（第56図）。 2

号墓の棺台は4枚の横板を2本の担ぎ棒に釘留めしたもので， 5号墓のそれも同様な形態を成す。
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棺桶が遺存していない墓については，棺の痕跡と鉄釘の有無により箱形棺・桶棺の別を判断

した。鉄釘は総数243本出土しており，多いものでは6号墓ー82本， 15号墓ー31本， 16号墓ー47

本， 17号墓ー28本， 19号墓ー25本出土した。逆に，棺材がある程度残っていた2・3・5号墓で

は少な <'2号墓ー1本， 3号墓ー5本， 5号墓では1本も出土していない。これは，水位と関係が

あり，湧水のみられた大型墓では棺材が残り，湧水層まで達していない中・小型墓においては

棺材は腐朽して鉄釘が残ったものと考えられる。

鉄釘には木質部が遺存しており，木質部の観察により棺材の厚さ及び使用部位を推定するこ

とができる。 A-Eの5類に分類可能で（第56囮），以下説明を加える。

A 類………木目方向が横十縦のもので，側板を留めるのに使用。

B 類………木目方向が横＋横のもので，蓋ないしは底板の側板側を留めるのに使用。

c 類………木目方向は横＋横であるが，先端側が90゚ 横を向くもので，蓋ないしは底板

の小口側を留めるのに使用。

D 類………先端部を L字形に曲げたもので，側板と支柱ないしは蓋の取っ手を留めるの

に使用。

E 類………木目が横方向のみの小型品で，棺とは別なものに使用したと考えられる。

また，釘の頭部側の木質部がそのまま板材の厚さを示す。

桶棺（早桶）は全く遺存していないが，棺の痕跡が円形を呈し，鉄釘の出土が見られないも

のを桶棺と判断した。しかし，桶棺も蓋留めに鉄釘を使用した可能性もあり，鉄釘が数本出土

したのみでは箱形棺と即断できない。

棺に甕を使用したのは7・20号墓の2基であった。 7号墓は高松家三代目当主輿太郎の妻 (50

歳）を埋葬したもので， 20号墓は墓碑銘がなく不明であるが，器高43cm程の小型甕なので小児

を埋葬したのであろう。疑問に思われるのは，特大・大型墓は箱形棺を埋葬しているなか7号

墓のみは甕を埋葬しており，箱形棺を製作する時間的余裕が無かったのであろうか。

このての甕は一般的にハンドガメと呼ばれ，江戸時代以降，伊万里市・武雄市・相知町を中

心とする肥前一帯で製作された（註7)。桶と同様，水・穀物等の貯蔵，酒・味噌等の醸造容器，

また，埋葬用の棺として多用された。近辺に桶屋が無く急死人が出たときなど桶・甕等の日常

容器の転用で済ませる場合もままあったのであろう。

(3) 墓石

墓石は18基 (1基は基壇のみ）現存するが，その大半が横転し原位置を留めるものは少ない。

これは，久留米藩の所行と伝えられている。こうした死者を冒漬する行為は，古くは顕宗天皇

が父の市辺之忍歯王を殺害した雄略天皇の陵を壊そう＇としたこと，大和朝廷が磐井の墓に立て

てあった石人・石馬を打ち壊したことが『記』 ・『紀』 ・『風土記』にみられ（註8), 時の権

-90-



力者は敵対するものや邪魔なものは破壊するようである。また，原位置を留めていると考えら

れる5・12号墓墓石は，基壇以上は後世に積み直された可能性がある。
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第 57図 墓石分類図 (1/40)

-91-



墓石はその形状により 5類に分類した（第57図）。

自然石形A………花尚岩の自然石を使用し，銘を彫込む箇所のみ研磨した墓石。銘は一面

のみ (1・2号墓），正面と左側面に彫っているもの (6・10号墓）がある。

自然石形B………花尚岩の自然石を使用し，一段彫り窪めて刻銘した墓石。銘は一面 (13

-17号墓），二面 (3・4号墓），三面 (7号墓）に彫っている。

笠石塔形…………凝灰岩製の切石で，笠石を有する墓石。塔身を一段彫り窪めた正面に法

名が，左側面に没年・俗名・享年が刻銘されるもの (5・12号墓）。

丸石塔形…………凝灰岩製の切石で，頭部が丸い墓石。三面に刻銘される (8・11号墓）。

角石塔形…………凝灰岩製の切石で，頭部に稜を有するもの（墓石A)。

特大墓とした1-3・6号墓は，長さが2mを越える長大な自然石形墓石を有し，小型墓とした

ものは長さ1.2-1.5mの墓石を有しており，墓石と墓穴は均衡がとれている。

法名については，繹西僻．繹香西・繹月西・繹空西という様に「西」字を多く用い，夭逝し

た子供には殆どみられる。夫婦においては一文字同じ文字を付けており，繹道酋 (1号墓）一

繹尼妙酋 (5号墓），繹養詞 (2号墓）一繹妙命 (6号墓），繹猿齊 (3号墓）一繹尼妙齊 (7号墓）

といった具合いである。

また，没年が近接している1・2号墓， 6・10号墓， 13'・14・17号墓， 15・16号墓墓石相互は，

字面・銘の彫り方に共通性がみられ同一職人の腕によるものと考えられる。しかし， 1・2号墓

墓石と15・16号墓墓石及び4号墓墓石は，製作年代が享保二～五年と近接するのに手法が異な

り，複数の墓石職人の製作によるものであろう。

(4) 遺物

当墓地からは茶入・陶磁器碗・土師器小皿・数珠玉・鉄釘が出土した。茶入・土師器小皿は

骨蔵器として使用され，陶磁器碗は小破片で混入品とみられ，副葬品と言えるのは数珠玉のみ

である。墓穴は大規模で大庄屋の墓としてふさわしいが，副葬品は数珠玉だけという貧弱なも

のであった。また，六道銭は一点もみられず，当地では六道銭を入れる風習が無かったものか，

或は紙製の模造銭のため腐朽したのであろうか。

1号墓の盛土中より出土した茶入は器高7cm程で，中には老年男性の歯が入っていた。 1号墓

は高松八郎兵衛尉秀直の墓で， 69歳で歿している。中橋先生によると，被葬者の歯として矛盾

は無いと言うことであるが，死人の歯を抜いて別に埋葬したとは考え難く，また，盛土中の出

土であるため墓を改葬した際に埋めたのであろう。

22号墓の場合は，墓の底面ではなく浮いた状態で，入子にした小皿の中から歯が出てきた。

墓石は無く被葬者は不明で，また棺は痕跡のみで一応桶棺（早桶）と推測したが，改葬の可能

性を否定できない。
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数珠玉は1・2・5-7・10・20号墓から出土した。材質は水晶.J. 馬瑞・ガラス・錫?. 木製と

多種類である。子供の墓には副葬されておらず，ただ小児とした20号墓の甕には副葬されてい

た。数珠玉は108個を基本とするが，当墓地では7号墓の70個が最高である。これは甕の中に入

れられていたから残りが良<, 他の墓では2-3個から20数個出土した。

鉄釘は棺桶に使用したものである。

長さにより細小型 (1.5-2. 5cm), 小 本

型 (3cm前後），中型 (3.5-4.6cm), 6 

大型 (5cm以上）品がある。身は断面

方形・ 長方形を呈し，頭部は折返しに

よる。一寸釘（小型品）と一寸五分釘

（中型品）が多用される。

当墓地は副葬品が貧弱で生前の愛用

品はおろか六道銭すら見られなかった。
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第 58図鉄釘頻度グラフ

註 1 久留米市教育委員会 1981 東部土地区画整理事業関係埋蔵文化財調査報告書第1集（久留米市文

化財調査報告書第29集）

註 2 福岡県教育委員会 1978 山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告第9集

註 3 瀬高町教育委員会 1989 藤の尾垣添遺跡II(瀬高町文化財調査報告害第5集）

註 4 1984年に福岡県教育委員会が発掘調査を実施。調査担当者の木下・伊崎• 平嶋氏の御教示による。

註 5 1989年に筑紫野市教育委員会が発掘調査を実施。調査担当者の森山栄一氏の御教示による。

註 6 有田町歴史民俗資料館の尾崎葉子氏の御教示によるもので，棺台を実見させて頂いた。棺台は，担

ぎ棒（長さ3.2m) ・ニ段の台座（下段一幅1.2・上段一幅0.82m) ・化粧箱（高さ0.45m) ・蓋か

ら成る。下段台座は横板を5枚組合わせ，中央に径0.3mの穴を空ける。上段台座は板4枚を組合わ

せ，中に納める棺を安定さすため径0.6mの穴を空けている。桶，甕それに高さ0.6m・ 幅0.7m程度

の箱形棺なら十分納めきれる大きさであるが，通常は桶棺を運んだとのことである。

註 7 東中川忠美 1988 肥前における近世の大甕「東アジアの考古と歴史」岡崎先生退官記念論集

大橋氏の御教示によると，「施釉方法等からみて伊万里・武雄・相知の佐賀県内産ではなく，福岡

県内の窯で焼かれた可能性がある」とのことであった。

註 8 小学館 1973 古事記 上代歌謡（日本古典文学全集1)

岩波書店 1967 日本書紀 上（日本古典文学体系67)

岩波書店 1958 風土記（日本古典文学体系2)
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w 各 論

1 . 高松家の歴史

(1) 高松家の家系

宝暦四 (1754)年に起こった久留米藩百姓騒動の責任を問われ処刑（打首）された井上の大

庄屋高松八郎兵衛一門の歴史を，高松家墓地並びに憶想寺（真宗大谷派，小郡市大字井上所

在）の過去法名帳より推定したい。

井上の大庄屋としての高松家第一代は高松八郎兵衛尉秀直で，法名は圃寂繹道西霊位，享保

五庚子 (1720)年正月二日行年六十九歳で歿している。八郎兵衛の妻の名前は不詳であるが，

法名は阪元繹尼妙西霊位，享保十二丁未 (1727)年十一月廿四日行年七十一歳で歿している。

第二代は高松八郎右衛門尉常直で，法名は販慎繹養蒟霊位，享保五庚子 (1720)年十一月廿

五日行年四十五歳で歿している。八郎右衛門の妻の名前は不詳であるが，法名は販元繹妙蒟霊

位，寛保二壬戌 (1742)年八月廿二日行年六十七歳で歿している。八郎右衛門の妹にくにがお

り，法名は繹妙融尼位で，寛保二壬戌 (1742)年十一月二日六十四歳で歿している。

第三代は高松輿太郎直政で，法名は秤養齊霊位，享保十四己酉天 (1729)閏九月十九日行年

三十四歳で歿している。輿太郎の妻は褥で，法名は繹尼妙齊霊，寛延元龍集戊辰 (1748)八月

朔日五十歳で歿している。輿太郎には弟が三人おり，平六（蹄慎繹香西霊位，賓永四丁亥年五

月廿九日五歳卒）と輿七郎（蹄慎繹西蒔霊位，賓永二乙酉年閏四月廿九日二歳卒）と輿茂作

（腕演繹月西霊位，賓永四丁亥年五月晦日二歳卒）である。

第四代が高松八郎兵衛である。墓地に墓石は見当たらないが，過去帳には法名繹養月，賓暦

四戌 (1754)年八月廿七日死刑，井上高松八郎兵衛とある。過去帳に繹妙莉，寛保二年八月廿

二日歿，井上高松八郎兵衛祖母とある。これは第二代高松八郎右衛門の妻に当たる。また，繹

尼妙齊，寛延元年八月朔日歿，井上村高松八郎兵衛母とある。これは，第三代高松奥太郎の妻

壽に当たるので間違いなく大庄屋第四代は刑死した高松八郎兵衛である。八郎兵衛の兄弟が三

人確認でき，長蔵（蹄真繹空西霊位，享保三戌年二月十四日二歳去）と徳太郎（繹空褥，享保

十三戊申年十一月十四日二歳卒）と奥五郎（過去帳に繹教西，享保十一年四月廿三日，高松典

太郎男子とある）である。

次に，松綺町（小郡市松峙）高松八三郎娘くん（飯元繹妙西，享保二丁酉年十月五日雷歳）

と丑之助（販元繹道春，享保五庚子年正月十五日，八三郎男子三歳）の墓石があり，松崎にも

高松家の姻戚があったと思われる。
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次に，高松八右衛門（繹空山信士，寛政十午年五月十一日卒）であるが，過去帳には用丸村

（小郡市用丸）仁右門父とある。また，高松八右衛門妻（原睾妙誓信女，天明元丑年四月十日

卒）の墓石があり，過去帳には用丸村とある。両者は井上の高松家の墓地に埋葬されており，

夫婦と思われる。

また，過去帳には用丸村輿蔵の父八郎右門（繹養春，賓暦十四年二月六日），高松惣八の子

伝五郎（繹西念，文政二年七月廿二日）等

の記載があり，用丸村にも縁者がいたと思

われる。特に高松八右衛門とその妻につい

ては，井上の高松家とは縁の深いもので，

用丸村で歿してもあえて井上の墓地に埋葬

されており，井上高松家の直系の子孫では

あるまいか。

以上，井上の大庄屋高松家の家系を推定

した訳であるが，墓地には他に帰箕秤春月，

貞享五戊辰 (1688)年二月二十七日，高松

口口口五歳卒とある。それが高松家の先代

であるかどうか，憶想寺の過去帳は元禄八

年以前のものが残っておらず，確認するこ

とはできない。また，八郎兵衛刑死後は，

墓地・過去帳に用丸の八右衛門夫婦を除い

て井上高松家の記録は一切見ることが無く，

一家は離散したものと思われる。

近年，高松家墓地を訪れる人は多いが，

縁者の方は無いまま現在に至っている。
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第59図 高松八郎兵衛家系図

(2) 宝暦の一揆と高松八郎兵衛

井上先の大庄屋八郎兵衛の儀，組中より追々銀米を取り込み，私欲紛れ無く候。組百姓共かね

がね憤りこれあり，今般彼れ是れ申し募り候の儀顕然の事に候。大庄屋役は農家の長，組中不

埒の筋これ無き様に廉直に心掛け，専ら農業出し候様教導致すべく役儀に候処，却って本意を

失い候。これに依り郡中騒敷様に致し出し候段，重々不届きに付き死刑行われ候。御郡中の大

庄屋共えこの旨申し聞かせ，向後随分と心掛け，百姓共疑心これ無き様に正直に万端取り量ら

い相勤むべき旨，尚又申し聞かせ置くべき事。

戌八月廿七日
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御原郡井上先大庄屋八郎兵衛

連々私曲の仕形これ有り，当春百姓共申し出候に付き吟味遂げ候処，其の紛れこれに無く，役

儀をも相勤め，右身本の條，重々不届の至りに候。これに依り死刑行われ候。

戌八月廿七日 （『賓暦四甲戌歳騒御制詞』）

以上は，宝暦四戌 (1754)年八月廿七日，久留米藩宝暦一揆で藩内25人の大庄屋の中でただ

一人，騒動の責任により刑死した井上の大庄屋高松八郎兵衛の罪科判決文である。

八郎兵衛は，組中より銀米を取り込み，私欲をほしいままにしていたのは紛れもなく，かね

て百姓どもが憤激しており，今般百姓共があれこれ申し募ったのは当然の事である。これに

よって郡中が騒動するに至った責任により死刑にするというのである。判決の同日に庄屋3名，

百姓14名と共に打首になっている。封建社会の支配権力による厳しい処断である。大庄屋では

ただ一人処刑されたのだが，何故八郎兵衛だけが処刑されたのか，その必然性はあったのか，

その処分には疑問点が多く，以下考えてみたい。

1)農民の諸要求の中に大庄屋・庄屋の罷免要求があること

これは，久留米藩内農民の全藩的要求であって，御原郡とか井上組に限ったことではない。

「三瀦郡惣百姓中」願文では，これが最重点要求となっている。一揆の願文に現れた諸要求を

みると，

大庄屋の事

右の者，耕業の長と立て置かれ候えども，耕作の法，上納余分の考えを存ぜず，剰え御物成御

免あい極め，百姓零落困窮仕り候。作物の養いをも自由成り難く，弥増し実法鮮なく候儀は，

眼前の儀に候。第一我が相勤むべき役儀の元を失い，御上よりとして，却って御政道の妨げに

相成り候儀を申し上げ，少しこの御役儀を募り，権威に及ばぬ儀を相立て，我意に誇り，且つ

御奉行に対し御機嫌を取り，言葉を飾り候儀，申し究め難く候。御上より仰せ付けられ候たり

とも，百性中難俄に及び，手及ばずの儀は，実正を申し上げ，御嘆き申し上げるはずの処，近

年の行跡は私欲得方の埒なく申すばかり，只今迄は御上え恐れ奉り，相凌ぎ候えども，ますま

す我意を斗り候儀，最早や止める事を得ず申し上げ候。伯って大庄屋御取り揚げ願い上げ奉り＇

候。 （『石原家記』）

農民側の願文や藩回答から要求事項を整理してみると，およそ次の5項目にまとまる。

1. 検見に関するものを含めて，物成の減免と御囲い米や撰米等の撤廃要求

（生産物地代に関する要求）

2. 人別出銀はじめ諸運上銀，庄屋寄合の入用銀等の減免要求

（貨幣形態による収穫に関する要求）
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3. 穀物・紅花・藍等の移出入の自由，紅花染藍問屋の廃止要求

（商品流通の自由化に関する要求）

4. 藩庁の財政支出についての批判，大庄屋・庄屋罷免要求や村役人批判

（政治的要求）

5. 夫役，肥料，牛馬飼料用の下草刈り，用水などについての要求

特に，「御役所出銀の儀，憚りながら筋々御吟味遊ばされ」という藩庁の財政支出の監査や

出費制限の要求を打ち出す様な農民の政治的要求が，大庄屋罷免の要求となって現れている。

「三瀦郡惣百姓中」願文では，これが最重点要求となっており，上三郡（山本・竹野• 生葉），

両郡（御原・御井）の願文でも独立した形で提出されている。大庄屋に対しては，その他に種

々の要求が出されているが，同時に庄屋ゃその他の村役人層にも批判・追求が向けられている。

「大庄屋小庄屋近年威勢強く百姓中困窮に及び，願い事等も難儀に御座候条，御吟味の上御

引き替え下され候様願い上げ候」（「両郡惣百姓中」願文）とか，「近年大庄屋の事，御上より

御懇意仰せ付けなされ候に付き，何れも甚だ威光募り権柄剰割賦物も心侭に仕り候へば庄屋杯

は恐れ畏みの身本に見え申し候。この節大庄屋中残らず御引き替え下され候様願い候」（「三瀦郡

惣百姓中」願文）等にみる強い怒りは，一揆の中で13軒に及ぶ大庄屋宅を打ち崩し， 12軒の小

庄屋宅を打ち崩すと言う形になって現れる（以上『久留米市史』より）。

2)一揆の原因は溜の悪政にあること

一揆勃発の直接の要因は，七代瑞主有馬頼憧の賓暦四年閏二月廿二日に人別銀の新税を決定

したことによる。「連々御勝手向き手操れずに付き」，「今般重き御差し支えに付き」，「今般御

参勤御用銀御手当少しも相見えず，御大切至極の御差し支えに付き」，「一両年より米下直，殊

更去る冬以来，格段の下直故」等と徴収の理由を述べ，領民の理解と協力を取り付けようとし

た。

藩は極度の財政難の打開策として人別出銀令を出したのであるが，このために毎年の厳しい

上納や諸税の重圧と重なり，農民の一揆が勃発したのである。行政改革等きめ細かな対策もせ

ず，安直に財政の立て直しを新税にたよる如き，人権無視の支配者たる湘の悪政がもたらした

ものであり，一揆の原因は藩にある。

3)一揆の震源地・中心地は上三郡であること

農民一揆の発端は，三月二十日，竹野郡松門寺村印若での農民の集会や吉井若宮八幡宮での

集会に始まる。三月下旬には，上三郡の農民三万人が八幡河原に集結し，二十六日には御井・

御原両郡の農民が合流し，八幡河原での総数は六万人と言われる。

『塩足文書』には，「其の晩は直に八幡河原と申す所へ，生葉・竹野・山本三郡の惣百姓中
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寄合い，願の筋等相談致し，同晩より御井御原郡の百姓中追々村々の印の旗をおし立て，揚げ

提灯，太鼓を鳴らし，人数を揃え段々右の河原へ相集まり候へば，凡五郡にては五，六万人も

有る可き哉と相見え，村々着当て改め一ヶ村宛誓詞を調へ，惣会所へ罷出で願の趣相談致す，

翌二十七日には久留米より，又々御郡奉行其他諸役人中相見へ御書渡を以って読聞をされ，静

め申され候処，大勢百姓の内より，一人ほふ包を致し罷出で奉行中へ申し候は，中々左様成書

渡にしては，何れも百姓中得意致さず，……•••はや同音に関を咄と揚げ，河原の石を手んでに

荒雨の降る如く拗げ掛け候処，諸役人中残らず引取申さる………田主丸町綿屋方は………残ら

ず入込み，家財蔵迄打崩し，夫より吉井へ罷通り，布屋家財道具慈く右同打崩し，質物の衣服，

諸道具，残らず切崩し，井の内へ打込み，上より大石を余慶なげ込み，………吉井町の酒屋中

より大釜十三取り寄せ，塗居へ茶をせんじ，土居筋の松木或は竹木を切り，薪且小屋掛の諸道

具に用い，一夜の内に小屋数凡七百余軒仕立て，商或は蓑等にて葺く立」とその様子を生々し

く記している。

一揆の発頭人は『賓暦四年甲戌歳騒御制詞』によると，竹野郡野中村百姓九兵衛で，同郡高

木村百姓丹四郎・同郡立野村百姓長右衛門の二人が発頭人に次ぐ者とされており，三人とも刑

死している。また，十月二十七日には，竹野郡高木村百姓清左衛門と同郡吉田村百姓弥三郎は，

一揆主導者として処刑されている。上三郡にて死刑になった庄屋は4名，百姓13名で，藩全体

の7人中の半数に近い。処罰された者の数も96人と際だって多い。まさに，上三郡が一揆の震

源地・中心地であり，一揆闘争の拠点であった。

4)打ち崩しは下三郡に集中していること

一揆の全藩的闘争の中では，大庄屋・庄屋・商人の居宅等が多数打ち崩されている。

『米府年表』にはその状況を，「其の行装，蓑笠に鎌を持ち，関を上げて大庄屋，庄屋，用

達の者等を打ち崩す」と述べ，『石原家記』は「家財，諸道具，天井，板敷打ち砕き，其の音

すさまじ」，『塩足文書』には「三瀦，江口大庄屋，田中次郎左衛門右に同じく，打ち崩す。柱

切り折申候に付，家ふらふら致し居り申し候由。外に隠宅一軒，道具預りし医者一軒，城島大

庄屋大石甚次が家財残らず切り崩し，川に流す」等と記す。

打ち崩された家数は，全八郡中66軒にも及び，如何に激しかったか想像できる。特に，下三

郡に多く，上妻郡19軒・下妻郡3軒・ 三瀦郡35軒である。その他は，竹野郡2軒•生葉郡1軒で，

山本郡・御井郡・御原郡では皆無である。一揆の闘争である激しい打ち崩しの破壊的行動は下

三郡，特に三瀦郡に集中する。

5)大庄屋の刑死は高松八郎兵衛一人であること

一揆後の糾弾により多数の犠牲者が出た。死刑者は大庄屋1名・庄屋6名・百姓27名，その他
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3名の計37名である。大庄屋1名は御原郡井上先の大庄屋高松八郎兵衛である。死刑者が多いの

は，竹野郡の11名，御原郡の7名，上妻郡6名，三瀦郡6名である。また，処刑者の中で庄屋が

多いのは御原郡の6名が多く，竹野郡3名である。処罰された者の数は，生葉郡34名・竹野郡48

名・山本郡11名で上三郡の合計は96名，御井郡11名・御原郡14名で両郡で25名，上妻郡17名・

下妻郡1名・三瀦郡10名で下三郡合計28名となっている。

処罰された者の大多数は百姓であるが，殊に御原郡で庄屋6名，大庄屋1名の処分が目立ち，

死刑者の数も多いのは何故か。他郡では農民が中心となっているのに対し，御原郡では庄屋も

一揆に協力したのではないかと考えられる。『賓暦四年甲戌歳騒御制詞』をみると，御原郡干

潟村庄屋三郎右衛門一揆荷担，役務放棄。同吹上村市郎吉，一揆荷担。他に，庄屋五郎兵衛・

九郎右衛門・五郎八・小兵衛も役務放棄，一揆荷担等と記されている。

(3) まとめ

久留米藩宝暦一揆は多数の犠牲者を出して終ったが，死刑になった御原郡井上の大庄屋高松

八郎兵衛については，その処分についての決定的な理由が無い。一揆の拠点になった上三郡の

大庄屋や，激しい破壊行動があった下三郡の大庄屋は何故処刑されなかったのであろうか。

脱藩した福島の大庄屋大石勘次九敬の『地方凡例録』に，「賓暦三年に領内の農民が，大庄

屋・豪農・用達等を対象に一揆を起こしている。その結果，藩は幕府の譴責を恐れて大庄屋達

に閉門を命じて，なかんずく九敬ら五人の大庄屋に責があるとして，内一人を処刑することと

し，九敬ら五人にくじ引きで受刑者を決めるように命じた。九敬はこの様な不当な処置を受け

る事は出来ぬと，親戚と相談の上夜ひそかに逃亡した。結局井上八郎兵衛という大庄屋が不幸

くじに当たって刑死した」とある。

この伝をみると賓暦三年とか井上八郎兵衛とか誤りもみられ， くじ引き処刑の真偽はともか

く，藩は幕府のおとがめを恐れて藩の悪政が招いた一揆の責任を大庄屋に押し付け，高松八郎

兵衛を処刑したと考えられる。八郎兵衛は一揆の責任を背負って死んでいった犠牲者であった。

藩主以下，幕府の上層部の者は誰一人として責任を取っていない。

高松家の巨大な墓石は，全て法名を下にして西方に向かってなぎ倒されていた。墓石を倒し

たのは権力者か，農民か。『吉田秀文抄写本』には，「高松八郎兵衛は，大庄屋にて勤め候由の

咎故，死刑と申すはやや軽く候由申し伝い候也」と死刑では軽過ぎると言う。藩の命令で倒さ

れたのではあるまいか。墓石は一揆の象徴として残っている。

地元の人々には，八郎兵衛を悪く言う人はいない。むしろ，農民一揆で犠牲になった人で，

「大切な人」だと言い伝えている。墓地の近くに，八竜天神社という石碑があり，墓を作るこ

とができなかった八郎兵衛を祭ったものと伝承されている。
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2. 宝暦一揆とその背景

(1) はじめに

高松家墓地は，宝暦四 (1754)年に久留米全藩を巻込んだ，全国的に見ても屈指の規模を有

する農民一揆の責を問われ，刑死した御原郡先の大庄屋高松八郎兵衛ー系の墓所である。井上

の高松家は，八郎兵衛尉秀直一八郎右衛門尉常直一輿太郎直政と代が続くが，典太郎の子であ

る八郎兵衛の代になり家系は断絶する。墓碑銘を見ても寛延元 (1748)年に，八郎兵衛の母で

奥太郎の妻である壽を埋葬したのを最後としている。

『石原家記』（以下『家記』と略）には，「連々私曲之仕形有之，常春百姓共申出候二付，遂

吟味候虐其紛無之，役儀をも相勤右骰之儀重々不届之至候，依之死刑被行候」とある。また，

『吉田秀文抄葛本』（以下『吉田本』と略）には，「右高松八郎兵衛ハ，大庄屋ニテ勤メ候由咎

故，死刑卜申ハヤヤ軽ク候由申伝候也」とある様に，死刑でもその罪は軽すぎると記されてお

り，当墓地の墓石が横転しているのはこの事と関係があるのかも知れない。

井上の高松家を断絶に追いやった宝暦の農民一揆とはどの様なものであったか，以下愚考を

展開してみたい。

(2) 一揆発生の要因

一揆発端の直接的な要因は，賓暦四年閏二月廿二日に七代藩主有馬頼憧が藩士及びその召使

の男女，農・エ・商人，僧侶，神官，浪人にまで「人別銀」という新税の賦課を決定したこと

による。その内訳は，藩士は高100俵に付き銀札10匁（約38g)で，その召使男女8歳以上は銀

札6匁，寄付のある社寺は100俵に付き銀札10匁で，その召使も家中の者と同様，浪人は上下の

差別なく銀札6匁，在町の男女8歳以上は銀札6匁である。

人別銀徴収の理由は，「連々御勝手向不手操二付」，「江戸上方御才覚，色々被相究，可也二

御入用相済」，「一両年米下直，殊更去冬以来より，格段之下直故，…•••御仕送方も差問」（『家

記』）等として藩の台所事情が苦しくなった旨を挙げている。

これに対して，三月七日に寺町徳雲寺の隠居虎堂は願書を差し出して，人別銀の非道を指摘

すると共に「当寺出家弟子別当出銀高之儀は拙僧に被仰付被下候様」と訴えている。

人別銀新税の発令から一月程経った3月19・20日頃領内の百姓が騒動し始め，ここに宝暦の

一揆が発生する。一揆発生の直接的な要因は，上でみた様に人別銀の賦課決定によるものであ

るが，間接的には干魃・大雨．冷害・ 虫害等の天災による農作物収穫量の低下が，農村の疲

弊・困窮を招き，また飢饉の引金ともなる。困窮の度合が増大すると，困窮二飢饉と言う悪循
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環を繰返し，一揆発生の誘引となっている。全国においても，享保・天明・天保の大飢饉の前

後には，一揆が多発している。

『浮羽町史』所収の「久留米藩天災・ 災害年表」をみると，享保17年に大凶作・飢饉が発生

し，続いで洪水・暴風雨・大霜等の天災に見舞われ，延享3年から寛延元年には再び大凶作・

飢饉が発生し，藩は救済米を出している。また，宝暦一揆の発生2年前，藩は救済米としてニ

万俵供出している（註1)。この様に，享保の一揆後も農山村は疲弊・困窮状態に置かれていた。

凶作であろうと一定の年貢は納めなければならず，小作人・水呑百姓等の貧農においては家

族数が増えた分個人の食する量が減少し，間引・身売・姥捨等の人口制限がなされ，貧苦の度

合を強め没落していった。これとは逆に，大庄屋・庄屋等の富農は，紅花・藍．櫨等の商品作

物を作って利益を上げると共に没落農民の土地を吸収・成長し，その格差を広げていった。

また，年貢納税の強化一蔵米上納の際の撰米・俵栴え等が厳しくなり，年貢の増徴がなされ

た。肥沃な両筑平野を擁する久留米藩ではあったが，極度の藩財政難の打開策として登場した

人別銀の賦課決定が，積年の疲弊・ 強い規制と重複し，ついに一揆が勃発するに至る。

以上，宝暦一揆の発生要因を要約すると，

1. 人別銀の賦課決定

2. 年貢納税の強化

3. 農村内の階層分離

4. 天災・飢饉等による農山村の疲弊・困窮

ということになる。

(3) 一揆の経過と要求内容

一揆の経過に入る前に，百姓一揆の形態分類に付いてふれておきたい。

戦前の一揆研究の代表的なものとしては，黒正厳氏の「百姓一揆年代表」があり，その中で

1240件もの百姓一揆を調査・分類され，一揆は逃散・愁訴・越訴・強訴・暴動に分類でき，そ

の前段階のものとして屯集（大勢たむろする状態），嗚集（大勢集まって騒ぐ状態）を加えら

れている（註2)。

戦後のものとしては，青木虹二氏の「百姓一揆の年次的研究」が代表的なものであり，黒正

氏の分類を踏襲しつつ，不穏・強訴未遂を加えられている（註3)。

一揆の経過を『米府年表』（以下『年表』と略） ・『家記』 ・『吉田本』等から追いながら，

青木氏の分類に従うと，

1)不 穏………一揆の準備段階

-102-



不穏とは，一揆に発展する可能性を芋んだ状態であり，一揆に移行する前段階・準備段階と

して捉えられる。

「十九日廿日頃より御郡中より騒動初め，生葉郡より起り竹野山本御原三瀦に及ぶ。吉井若

宮八幡宮森の内に一村集り」（『年表』），『吉田本』では「生葉郡ヨリ起リ，竹野郡，山本郡，

且御井，御原，上妻，下妻，三瀦に及ブ……」とある。

「三月廿日夜，竹野郡松門寺付近いんやく（印若）と申す野原へ何方より相集まり候共知ら

ず，時の間に百姓七八百人程相集まり，諸品願之相談す。同廿二日石垣の宮へ千人余り相集ま

り」（『家記』）とあるように生葉郡の吉井若宮八幡宮境内（吉井町若宮）に農民700-800人が

集合し，願書の相談等を行った。これは，青木氏の言う不穏に当り，一揆の準備段階と考えら

れる。前回の享保一揆においても，生葉郡若宮の森に数度となく集まり，夏秋物成上納の嘆願

に付いて相談等の下準備を行っている。

2)蜂 起…••…•広範囲からの参集段階

隆起とは，一揆参加者が目的地（集合場所）に各地から参集すること。

「廿三日竹野郡を合て一萬三千人，廿四日山本郡を合て三萬人に及ふ……八幡河原に寄御井

御原三萬餘人都合十萬餘人」（『年表』），「生葉山本竹野比三郡出會二万人程二成」（『家記』）と

第 60図一揆行程図
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あり，藩内各抽か に，群がる様に 々と八幡河原 は

のの（

表11

ま

J 

I 

I 'I/ぷi,,μぃi

ど、3日 4策郡・田i丸糾'fi:10110人， 古井町

241l 1 , ド触I
i卸閲［料り111農村 l糾の者集会
御屈郡占飯村に天狗状がliljり，

2(i日 Iii し崩す

ばれる に同 こ郡八幡;11p1;(へ集帖16000~・17()()()人
•/fj 丸

れ 2711 御廿 御原より4000人八幡叩息へ参集 I,
総数211100,--22000人しなる

:f,Jr(:11じi/);jヽ 白姓藤四郎，

八幅刈I見ての給薮10/J人（米III年}z)

る（）
I 」紅郡古田111・l't蔵塚て2000人

鉗島町の銀札リI杵場を打［崩す

28 II 
悩I

古井町へ出役

屑り郡白炉j蜂起し 夜明人ill尋ぐ1,;31軒打ち!iiiす

り れてい I争
Lt郡古田IIJSIIOO,6()00人参集

四11
3011 
:3111 

A !1 r: ! l 

った I 地
的

闘

ほ I 争1 ?8「I

か り はり

104 



類まで，斧なた段切鋸二て残所なくすたす

た二なし，屋敷内外諸木を伐倒し，踏折，

或ば燒捨候，下民ヶ様二騒乱あばれ候儀，

前代未聞の無き事二候」と打壊の物凄さを

記している。

今回は，大庄屋・庄屋・商人の居宅を打

壊すという実力行使に出ており，貧農と富

農（大庄屋・ 庄屋等）との確執が深まった

結果とも取れよう。また，打こわしは上

¥ 種別

大庄屋

庄屋

長百姓

商人層

印錢方

芝居所

その他

計

表12 打ち壊された家数一覧表

全藩的闘争段階 局地的

生葉竹野山本御井御原上妻下妻三瀦計 闘争段階

I 6 I 5 13 

4 2 3 ， 3 

12 12 3 

I I 6 6 14 

4 4 

1 I 

3 4 7 

I 2 

゜゚ ゜
19 3 35 60 6 

妻・下妻・三瀦の下三郡，特に三瀦郡 (35軒）に多発しており，一揆発生の根源地である生

葉・ 竹野・山本の上三郡においては大庄屋宅1軒・商人宅2軒に過ぎず，御井・御原の両郡にお

いては一軒の打こわしもなかった。

4)強 訴………訴状の強要

訴状は願文形式を取るが，数にものを言わせて領主に強引に訴えや要求内容を認めさせよう

とすること。また，正規の誓願手続きを踏まず，より上位の領主や役所に訴え出ることを越訴

と言い，これには直訴も含まれる。

以上，不穏・蜂起・暴動・強訴の4段階において当一揆の経過を概観してきたが，必ずしも

段階を経て起こるものではなく，様々な要因により種々のパターンが想定でき，例えば打こわ

しと強訴は同時に起こる場合もあり，また，不穏と蜂起の線引きも明確にすることは難しい。

次に，一揆の目的である要求内容についてみていくことにしょう。

『高橋音門筆記』によると，「小江濱堤筋へ罷出，書付相々改受取候，生葉，山本，御井，

御原，箇條ヲ以相願候書付六通井小書付等二十五通都テ三十ー通也」と記され，上三郡・両郡

の願書6通，小書付等が25通の合計31通が提出されたとある。

『久留米市史』によると，農民側が提出した訴状には，現在7通が知られており，その内2通

には藩回答が付いているとして，農民の要求事項を

1. 人別銀，諸運上銀等の減免

2. 物成りの減免，御囲米・撰米等の撤廃

3. 穀物・紅花・藍等の移出入の自由化，紅花・染藍問屋の廃止

4. 大庄屋・ 庄屋の罷免

5. 夫役，肥料・牛馬飼料の下草刈り，用水等に関して

以上の， 5項目に整理されており（註6), 詳細は同書を参照されたい。
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今回の百姓一揆は，直接的には「人別銀」に反対して起こしたものなので，要求事項の第一

義に置かれるものである。御囲米・撰米等の撤廃要求に関しては，藩の厳しい撰米や俵掠らえ

の結果，「一俵四斗餘にも相嘗」（『年表』）するとして，本来の上納米の分量（一俵三斗三升）

よりも1.2割の増徴になった事を理由としている。

前回の享保一揆では見られなかった要求事項として，大庄屋・ 庄屋の罷免要求がある。『年

表』には，「大庄屋事耕作之長に被立置候へ共耕作御上納餘分を考も不仕剰御物成御免相極百

姓中零落困窮…•••近年行跡私慾得方……」と大庄屋を非難している。大庄屋は農民にあっても

苗字・帯刀・給米等の特権を有し，藩と農村との橋渡し的存在であったのが，藩との繋りが強

固になり農村支配機構の一環を担うものに変容し，貧農と富農の格差が開いた結果が，大庄

屋・庄屋の罷免要求として具現化したものと考えられる。

(4) 宝暦一揆の特色とその意義

宝暦一揆は，前回の享保一揆とは質・ 量共に大きく異なる。両者の比較検討において，宝暦

一揆の持つ特色と意義をまとめてみる。

1. 全藩的規模の一揆

前回の一揆は，上三郡中心の5700人程度の決起であったのが，今回は久留米藩内全域に及ぶ

10万人規模の決起となった。前回の経験を踏まえ，組織的な行動を起こしている。宝暦の一揆

は， 3月20日の竹野郡いんやくにおける農民集会から三月末の藩回答までを全藩的闘争とみな

せ， 4月4日から5月末までの村役人層の不正を追求する闘争を局地的闘争と言え，頻繁に打ち

こわしがなされた。

2. 闘争方法の変化

前回の一揆が奉行に直訴するという越訴形態を取っていたのに対し，今回は打こわし・家財

没収等の暴力行為に及んでいる。また，『久留米騒動記』では，農民と鎖圧に当たった城兵と

の間に激しい戦闘があったと記しているが，向江

氏は言下に否定されている（註7)。

3. 指導者層の変化

先にも述べたように，天災・飢饉等により農村

の疲弊・ 困窮化が進む中，没落農民の富農による

吸収や特産商品作物の流通は，富農の肥大化に拍

車をかけ両者の確執を深めたと考えられ，大庄

屋・庄屋の居宅が打ちこわしにあったのも首肯で

きよう。
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表13 処罰者数一覧表

第一次 (8月27日） 第二次

百 姓 大 庄 屋 庄 屋 そ の 他 合 計 死 刑 死刑

33 I 34 4 I 

45 3 48 7 4 

14 14 I ， I I 11 I 

6 I 6 1 14 4 3 

16 I 17 I 5 

I I 

8 2 10 I 5 

132 11 4 149 18 19 



また，『石原家記』や『賓暦四年甲戌歳騒御誓詞』で処罰された者をみると，圧倒的に農民

が多く，処罰された大庄屋・庄屋は農民の1/10程度に過ぎない。前回では農民とほぼ同一な路

線を走っていたが，今回は鉾先が大庄屋・小庄屋に向けられ，闘争を指導したのは下層農民と

考えられる。

4. 獲得項目

全藩的一揆の結果，農民側は人別銀の廃止，諸運上銀の減免，御囲米・撰米・大庄屋増給米

等の廃止を獲得した。しかし，穀物・ 紅花・藍等の移出入の自由化，紅花・ 染藍問屋の廃止，

大庄屋・庄屋の罷免等の要求に付いては叶わなかった。

(5) おわりに

宝暦一揆は，久留米藩内を震撼させた大規模な一揆であり，闘争の結果多くの犠牲者を出し

たが，人別銀の廃止をはじめとして多くの要求を勝ち得た。一揆後は，一揆の後半にみられた

局地的闘争形態が，文化・文政・天保年間の村方騒動へ受け継がれていく。

農民は武士を頂点とした封建社会の身分制度上においては，武士に次ぐ位でありながら，そ

の実態は一握りの特権階級が大多数の農民の上に君臨するもので，常にヒエラルキーの底辺に

おいて厳しい年貢徴収・様々な規制の枠内での生活を余儀なくされた農民の怒りが一揆という

形で噴出したと言えよう。 （田中康信・小田和利）

註 1 浮羽町 1988 浮羽町史上巻

註 2 黒正厳 1938 百姓一揆年代表経済史研究第17巻3号

註 3 青木虹二 1966 百姓一揆の年次的研究

註 4 向江強氏は5万人程と推測されている。「宝暦四年久留米藩の農民闘争」（九州近世研究叢書9所収）

註 5 久留米市 1981 久留米市史第二巻

註 6 註5文献に同じ

註 7 註4文献に同じ

米府年表（久留米市役所 1932 久留米市史下巻所収）

石原家記（福岡縣 1933 福岡縣史資料第二輯所収）

吉田秀文抄葛本（福岡縣 1932 旧久留米藩百姓一揆二関スル調査所収）

高橋音門筆記 （福岡縣 1932 旧久留米藩百姓一揆二関スル調査所収）
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3 . 長崎県鷹島町における葬送儀礼

(1) はじめに

近年，衛生・土地事情等の問題上，火葬が一般化し，土葬が見られる地域は，離島・山間部

等の所謂僻地と呼ばれる地域を残す所となっている。高松家墓地において近世の土葬墓を調査

する機会に恵まれ，土葬の遺風を留める鷹島は筆者の故郷ということもあって，今回報告する

機会を得た。

元冦の島として著名な鷹島町は，農水産業を生業の主体とする人口4000人足らずの離島で，

伊万里湾に浮かぶ。町内唯一の産業として石工業があり，島内において良質の玄武岩を産する

ことから，古く永禄年間 (1560)頃より石工業がおこり，墓石・燈篭等が製作され現在に至っ

ている（註1)。また，墓石の製作に関しても若干ふれたい。

(2) 葬送儀礼

人間一生の儀礼は，出産儀礼に始まり葬送儀礼に終る。出産・ 葬送は強い禁忌（タブー）を

伴い，地域により様々な展開をみせる。ここでは，死人が出て墓地に埋葬するまでを，通夜・

葬式・葬列・埋葬の葬送儀礼と埋葬後の供養とに分けて，儀礼・禁忌をみていく。

1)通夜

：死人が出ると先ず北枕に寝かせ，その上に機織のカセを乗せておく。

カセを乗せておかないと，死人の前を猫が通った場合，猫の魂が死人に入り込み災いを起

こすという（註2)。また，妊婦は死人を見るものではない，見ると子供に黒ぽやけ（血の

塊）ができるといっている（註3)。

：寺案内をする。

親戚で死者と近い血縁関係にある者二名が，寺に坊主を呼びに行ったり，役場に死亡届を

出しにいく。この時，寄り道をしてはならない。これは，死人が道に迷うからと言っている

が，死の稿を他所にまき散らすのを最小限にするためか（註4)。

：通夜は友引• 仏滅・ 丑日は避ける。

牛はよく水を飲むので，死人の分が無くなるという。

2)葬式

：葬式は通夜の翌日に行い，翌日が友引であると一日延ばす。
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の前の日に参る。

：墓参り

墓参りは彼岸とお盆に参る。墓石は三・七・十七・ニ十五・三十三・三十七• 四十九回忌

の何れかに，経済力の見合ったところで建てる。

：位牌

位牌は白木の物で，戒名は葬式前に坊主に書いてもらう。 1年後には塗り物の位牌（黒漆

塗りで，銘には金箔押し）に代えて，一つを寺に納め，一つは仏壇に飾る。お盆には仏壇か

ら出し，寺からもらってきたシュロの葉で編んだござを下に敷き，線香・ ろうそ<. ご飯・

お茶・果物等を供える。ご飯には小枝で作った一本箸を立て，日によってダンゴ• そうめん

を供える。

：精霊流し

初盆の家のみ精霊船を作り，線香・ろうそく・果物等の供え物と一緒に，午前12時を過ぎ

てから海に流す。精霊トンボ（アカトンボ）は，たましいを運ぶものだから捕まえてはいけ

ないと子供の頃によく言われたものである。

(3) 墓石の製作

アオ

阿翁地区は良質の玄武岩（阿翁石）を産出することから，永禄年間 (1560年代）より石工業

が興り，慶長14(1609)年黒田長政が寄進した箱崎神宮の大鳥居は阿翁石で以って造られたと

いう。その後平戸・伊万里・唐津各藩の御用採石場として栄えてきた。平戸城の石垣や常灯

鼻の石垣（平戸市）等は阿翁石で築かれ，今も昔の姿を留めている（註10)。

石の切り出しは昭和40年頃まで行われていたが，石材の減少により近年は韓国から輸入して

いるとの事である。また，機械力の導入により手作業は，墓碑銘を彫る作業と細部のミガキ作

業になっているという。

1)石の切り出し

石切り場は阿翁地区のかまぶたと言う所にあった。

切り出しの方法は，ノミで矢（石を割る鉄製の楔）穴を数箇所空け，矢を挿入し，玄ノウで

矢を叩き込み石を割る。割って出来たひび割れを金てこで広げて切り出す。

2)あら切り

切り出した石を製作する物に合わせて粗く切ること。現在では電動ノコで切断する。

3)みがき

あら切りした石を研磨することで，あら磨きと手磨きがある。あら磨きは機械で研磨し，機

械で研磨できない部分を手作業によって磨く。手磨きに使う砥石は目の粗い物から細かい物の
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順に8-10種類使用する。

4)銘彫り

坊主に戒名を書いてもらった紙を石に貼り，ノミで文字を彫る。通常，正面に戒名，右側面

に没年，裏面に施主等を彫る。

(4) おわりに

以上，鷹島の葬送の有様をみてきたが，人は誰しもこの世に生を受けたら，「死」は必ず訪

れる。医学がどの様に発達しようが，それは延命にしか過ぎず，「死」からは逃れられない。

埋葬形態が土葬から火葬に変容するなか，葬送儀礼もまた略式化・忘失していく運命にあり，

こうした遺風の発掘は大変重要なものと言えよう。また，当地の石工業については，詳細な調

査がなされておらず，今後の研究課題としたい。

以上は，筆者の両親からの聞き取りによるもので， 日頃の御無沙汰ともども深謝したい。

（小田和利）

註 1 鷹島町 1975 鷹島町郷土誌

註 2 井之口章次「猫のたましい」（日本の葬式 1977 筑摩書房）には，「死者の枕もとや胸の上には，

刃物を横たえて防ぎ，びょうぶを立てまわして死体をまもり，たえず猫の行動に注意して近づけな

いようにする」として，猫と死者にまつわる種々の説話を紹介されている。

註 3 「妊婦は死人を見てはいけない」とするのは，死人は強い稿を伴うものであり，かつ妊娠は普通の

状態ではないから，通常の人より死の様に負けやすいと考えていたためで，火事の禁忌例と同類の

禁忌と考えられる（新谷尚紀「火の禁忌」『生と死の民俗史』 1986 木耳社）。

註 4 野口長義「二人使いのこと」（葬送墓制研究集成第二巻 1979 名著出版）には，「とむらい飛脚に

は猶色々の作法が伴っていた。その最も顕著なる一つは，必ず二人で行かねばならぬとされている

ことである。••…•それは何れも忌の伝播を防ぎ， もしくは感染を恐れたがためであった」とされて

いる。鈴木重光「神奈川県津久井郡地方の葬制」（葬送墓制研究集成第一巻 1979 名著出版）に

も，「訃報の使者は二人当てるのが普通になっている」とある。

註 5 二人で行うのは寺案内と同じであるが，直接死者に触れる本守は死の稿を強く被るので，神棚を

触ってはならないという強い禁忌が存在する

註 6 当町には桶屋・船大工がおり，甕が無いときには船大工が棺桶の製作に当たり，ガンブタ・オトマ

ャの製作は大工・船大工がおこな｀った。

註 7 長崎県下県郡厳原町曲地区では，スヤと呼ばれる墓上部施設にツバメ形木製品を立てる風習があり，

魂を運ぶものとされている（立平進「死者の鳥」考古学ジャーナル No166)。

註 8 6箇所は六道を意味するが，井之口氏は忌火の移動ということを説かれている（註4文献所収）。

註 9 佐藤米司「穴掘り」（註4文献所収）には，「穴掘りの時には，そばで焚火する土地が多い。その理

由は魔よけだとするところが多い」，また大分県国東地方の例として「酒一升に豆腐の肴と握り飯

四個がとどけられる」と報告されており，当町の例と共通するものである。

何故酒の肴が豆腐か不明であるが，豆腐は大豆の加工品であり，豆は邪気を祓うもの（節分の豆

まき）とする考えによるものか。

註10 註1に同じ。

付 当町の漁師の間では，水死体が網にかかると大漁になると言っており，壱岐郡勝本町例と同様であ

る（池波恵美子「ケガレの構造」 1988 青土社）。
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V 自然科学的分析

1 . 福岡県小郡市高松家墓地出土の江戸時代人骨

九州大学医学部 中 橋 孝 博

(1) はじめに

近年の様々な開発事業の進展に伴って，先史時代の人骨のみならず，中世や近世の資料もま

たこのところ急速にその数を増やしつつあるが，それらの中には徳川将軍家を筆頭とした各地

の名家や，古文書等でその血縁を辿ることができる由緒ある家系の資料も一部含まれている。

北部九州ではかって福岡藩家老であった九世家の墓地が調査され，詳しい研究がなされたこと

もあったが，その後永くそうした資料の出土を見なかった。

しかし，九州横断自動車道建設に伴う一連の調査の中で，今回新たに福岡県小郡市から江戸

時代の中頃に大庄屋を勤めた高松家一族の遺骨が出土した。残念なことに，人骨の保存状態が

悪く，形質面から人類学的に詳しい分析を加えることはできなかったが，貴重な資料ではあり，

詳しく検討した結果，若干の興味ある知見も得られたので，以下，その結果を報告する。

(2) 調査結果

1号墓人骨

墓穴上部の土餞頭中より，歯のみが茶入に入れられた状態で検出された。その下の，棺内の

の人骨は全て消失している。残存歯は下記の歯式に示すように14本が同定され，その他歯根の

みのものが4本存在する。

/ / / / / C 12 11 I / 12 C / / M1 / / 

/ / M1 / P1 C l2 / l1 l2 / P1 P2 / / / （／：欠損）

歯は何れもサイズが大き<. また咬耗が著しいので，男性でかなり高齢人骨であることを示

している。墓石には高松八郎兵衛尉秀直と刻銘され， 1720年1月2日に69歳で亡くなっているこ

とから，墓石銘に記載された個人のものと考えても矛盾は無い。
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/ / M1'P2 P1 C 12 11 I 11 12 C P1 P2 M1 M2 / 

MaM2M1 P2 P1 C l2 / I l1 l2 C P1 P2 M1 M2/ （／：欠損）

なお， この遺骨の歯冠頬側面には，所謂お歯黒（鉄漿）の痕跡が認められた。

く計測結果＞

A. 頭蓋骨

殆ど計測値が得られなかったが，僅かに下記の項目だけは計測し得た。

頭蓋最大長 約180mm 正中矢状頭頂弧長 136mm 

頭蓋最大幅 125-130mm 正中矢状頭頂弦長 120mm 

下顎体厚（右） 12mm 

これらの数値の中で先ず気付くのは，頭蓋冠の長さと幅の狭さである。眉間部が破損してい

るので正確な値ではないが， 180mm前後という長さは日本人の歴史上最も長頭性が顕著であっ

た中世人の平均（材木座ー177.9mm, 鈴木1956) を上回っており，一方，頭幅の著しい狭さと

相まって（材木座ー130.8mm, 現代人134mm), その頭長幅示数 (69.4-72. 2)は強度の長頭傾

向を示している。

B. 四肢骨

撓骨・尺骨及び大腿骨の計測結果を比較群と共に表16に示す。

前腕骨は福岡市の天福寺江戸時代人（中橋1987)を初めとする比較群に遜色ない骨幹諸径を

持ち，特に尺骨は骨間縁の発達も良好で比較群を上回る傾向を見せる。一方，下肢の大腿骨は

前腕骨とは対象的にひどく華奢で，その周径 (67mm)は他の同時代人等の平均値に比べ大幅に

下回っている。なお，骨体断面形に柱状性は見られない。

推定身長は，何れの骨でも最大長を計測し得なかったので不明とする他ないが，比較的残り

のよい右大腿骨から判断する限り，恐らく 140cm大前半位の身長しかなかったと推察される。

以上，限られた知見ではあるが，残存部位から知り得た所では，当女性は強度の頭長型の頭

を持ち，背が低い華奢な体付きの人で，歯にはお歯黒をしていたと言うことになろう。

表14 高松家出土の江戸時代人骨一覧表

番号 性 名 前 年齢 死亡年月日 残存部位 棺桶 副葬品 I 備 考

1 J' 高松八郎兵衛尉秀直 69 1720・1・2 歯のみ 箱形棺 数珠玉 I歯は茶入より検出

7 辛 高松輿太郎妻壽 50 1748・8・1 ほぽ全身 甕 数珠玉

22 歯のみ 桶？ 1歯は小皿より検出
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22号墓人骨

墓穴埋土中位出土の小皿の中に歯だけ入れられた状態で検出されたものであるが，墓石が無

いため1・7号墓のような正確な個人同定は不可能である。なお，その下の棺桶内の人骨は腐朽

していた。

下記に歯式を示すが，細片化が著しく，同定し得たのは上顎歯3本・下顎歯4本の計7本に留

まり，少なくともあと4-5本分の歯片が存在する。

/ / / / / / 12 / I 11 / / pl / / / / 

/ / / / P1 C / / / / / / P2 M1 / / （／：欠損）

何れも咬耗の程度が弱く，象牙質にまで達している歯はない。従ってまだかなり若い人で，

或は未成年の可能性を否定できないが，殆どが細片化し，歯根も存在しないので，その確認は

困難である。また，性別も歯のサイズがやや小さい様であり，或は女性である可能性も伺われ

るが，歯冠の計測値が殆ど得られなかったこともあって，この点も確定は困難である。

(3) 考察

今回，高松家墓地から得られた人骨資料は計3体分で，それも2体は歯のみ残り， 1体分も保

存状態が不良で，残念ながらこうした記録を伴う資料での課題，例えばその人骨形成の地域

性・時代性は元より，形質の遺伝性や所謂貴族性の顕現の有無等，何れも詳しい検討は不可能

であった。ただ， 7号の女性が著しい長頭性を示したことは，北部九州地域でこれまで明らか

になっている中世以降の人骨形質（脇1970, 内藤1973,佐熊1986, 中橋1987) と軌を一にする

ものと言え，低身長で華奢な四肢を持つ点もある程度その時代性を現したものと考えることも

できよう。ただ，上肢に比べて足の細さが際だっている事については，当人骨の生活等と関連

した個人的特徴なのか，或はこの地域の江戸時代人の形質的特徴と何等かの関連を持ったもの

なのか詳細は不明である。

また当資料で興味深い点として，その埋葬状況を挙げることができる。 1・22号人骨でみら

れたように，歯だけを棺内ではなく別容器に入れて埋葬している訳であるが，ここで先ず問題

となるのは，その歯が墓石に刻銘されている個人かどうかと！いうことであろう。残念ながら棺

内の人骨が腐朽・消失していたため，はっきり確認はできなかったが，これに関連した風習と

して例えば，夫が死んだ場合に妻がその髪を棺の中に入れて埋葬する様な事がかって為されて

いたと聞く。しかし，今回の歯の事例については，そうした行為は先ず考え難い。
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遺存歯は奥歯の大臼歯も含めてほぼ全歯に及んでおり，例え 表15 高松家死亡年齢構成表

肉親であっても，少なくとも生きている人の全歯を抜く様な行

為を想定することには無理があろう。可能性としては死んだ別

人の歯とも考えられるが，回収された歯の観察結果もまた，少

なくとも 1号人骨については墓石に記された性・年齢にほぽ合

致するものであった。

従って，ここはやはり本人の歯とするのが妥当と考えるが，

死んだ本人のものとしても，その全歯を抜くにはかなりの労力

を要する仕事であったろうと思われ，どの様な謂れがあってこ

の様な風習がなさていたのか，その起源・ 理由・具体的な手順

等には大いに興味がもたれる。追加例での検討が望まれる。

年齢（歳）

乳 幼 児 1 
2 
3 
5 

5(3) 

成 年 34 

熟 年 45 
50 

老 年 64 
67 
69 
71 

基数

1 
4 
1 
1 
1 

1 

1 
1 

1 
1 
1 
1 

その他，当墓地について興味深く思われることとしてもう一点，その死亡年齢構成について

ふれておきたい。墓石銘からその死亡年齢が明らかなのは全部で15基あるが，その内8基が幼

児以下のもので占められ，また成人の7基のうち4基が老年期 (60歳以上）のもので，後は30・

40・50歳代がそれぞれ1体づつという構成になっている。

乳幼児期の死亡者が多いことは，戦前の日本でも広くみられた現象であるが，当墓地でも表

15に示した様に2歳児の4例を筆頭に，この時期の死亡者だけで過半数を占めるに至っており，

日本の近泄期の厳しい現状を如実に現す結果となっている。ただここでは， 2歳児の4例に対し

て1歳児の墓が1基しか見当たらないが，子供の死亡率が大きく減少した現代でもなお，生まれ

て間もない頃の乳幼児期の死亡率が最も高く， しかもその率は過去に遡るほど高くなって行く

ことが知られている。

年齢の数え方が，所謂数えによるものなので， 2歳児の中に1歳未満の乳児が幾らか含まれて

はいようが，そうした一般概念からすれば，ここにみる比率はやや不自然である。まだ名も無

く生まれて間もない頃に死亡した子供は，この墓地にきっちりした形では埋葬されなかったの

か。それとも，ここで検出された26基の墓のうち墓石がない幾つかの墓がそれであろうか。

何れにしても，そうした新生児の死亡者も含めれば，より平均寿命の短い当時の厳しい死亡

状況が明瞭に浮かんでくるように思われる。但し，成人中老年死亡者が過半数を占めているこ

とからみて，子供の頃を何とか生き延びれば，ある程度の長生きも可能であったと言えよう。

元より，当高松家はこの地の大庄屋であり，一般農民と同一視できないことは当然であるが，

同傾向は他地の江戸時代社会でも報告されており（小林1956), さほど当時の一般社会の実状

から外れている訳ではなかろう。

ともあれ，寿命の長短はその人の生きた社会環境と密接に関係した問題であり，江戸社会の

復原にこの方面からの視点がもたらす知見もまた，少なからず寄与する所があろうかと考える。

-117-



今後とも小数づつでも，こうした資料の蓄積が継続されて行くことを期待したい。

当人骨資料を研究する機会を与えられ，色々と御教示頂いた福岡県教育委員会の諸先生・諸

氏に感謝致します。

表16 上・下肢骨計測表（女性）

高（近松世家） 天（近福世寺）※ 1 （桑近世島） ※2 

※3 ※4 ※5 

（江近戸世） （吉中母世） （現九代州） 

7 N M N M N M N M N M 

撓骨
3 最小周 35 16 35. 7 - - - 34.5 27 34.6 12 34.7 
4 骨体横径 15 16 15.3 - - - 14.4 27 15.1 12 14.5 
5 骨体矢状径 10 16 10.3 - - 9.8 27 10.1 12 9.7 

5/4 骨体断面示数 66.7 15 67.4 - - - 68 .4 27 67. 3 10 68. 3 

尺骨

3 最小周 35 12 32.4 - - - 31. 5 25 32. 5 12 32 .1 
11 矢状径 11 17 11.2 - - - 10.5 28 10.8 12 10.9 
12 横 径 17 17 14.3 - - - 14.1 28 14.9 12 13.9 

11/12 骨体断面示数 64.7 17 79.0 - - - 75 .1 28 72. 8 12 77. 5 

大腿骨

6 中央矢状径 21 21 23.6 7 24.5 - 24.8 28 23.3 13 23.6 
7 中央横径 21 21 24.0 7 23.4 - 24.1 28 24.8 13 23.2 
8 中央周 67 21 75.2 7 75.8 - 76.9 28 76.1 13 74.2 ， 骨体上横径 26 17 27.7 7 26 . 9 - 26 . 5 28 29 . 1 13 27. 5 
10 骨体上矢状径 19 17 22. 7 7 20.8 - 25.5 28 20.9 13 21.3 

6/7 中央断面示数 100 21 98.7 7 104.6 - 103.1 28 94.5 13 102.0 
10/9 上骨体断面示数 73.1 17 82.3 7 77.9 - 97.3 28 72.0 13 77.1 

(※ 1中橋1987, ※ 2立志1970, ※ 3遠藤他1967, ※4中橋・永井1985, ※ 5溝口1957,阿部1955)

参考文 献
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2. 高松家墓地出土棺材の樹種同定

琉球大学農学部 林弘也

当墓地は26基の墓穴が発見されており，その中の2・3・5号墓から担ぎ棒の付いた棺桶が出

土している。資料は，棺桶の板材と担ぎ棒の7点と2号墓棺桶出土の数珠玉と7号墓甕棺出土の

数珠玉各1点の計9点である。資料の詳細は次表に示した。

表17 棺材・数珠玉樹種一覧表

資料番号 墓番号 部 位 実 測 No 樹 種

No 1 2号墓 棺底板 (2) アスナロ

No 2 ，， 棺台底板 (10) ,,. 

No 3 ，，， ,,. (9) ，， 

No 4 ，， 棺側板 (5) ❖ 

No 5 3号墓 担ぎ棒 (1) ，， 

No 6 ，， ，， (2) ケ

No 7 ❖ 棺台底板 ，，， 

No 8 2号墓 数珠玉

No ， 7号墓 ケ

［同定結果］

資料Nol-7は，同一の樹種であると判定された。これらの資料の主要構成細胞は，仮道管で

あり，針葉樹材である。早材仮道管から晩材仮道管への移行は比較的緩慢であり，晩材幅は狭

い。しかし，早材仮道管と晩材仮道管の寸法は著しく異なる。仮道管の有縁壁孔は単列に配列

する。樹脂細胞が早材から晩材に多数分布し，散在状または数細胞が連続した接線状に分布す

る。樹脂細胞の末端壁は，数珠状の肥厚がある。放射組織は単列であり，高さが1-20細胞高

であるが，多くは10細胞高以下であり，放射柔細胞から構成される。分野壁孔はスギ型であり，

1分野に1-4個分布する。放射柔細胞の水平壁は肥厚しており，インデンチャーが認められる。

以上のような組織観察の結果からアスナロ (Thujopsisdolabrata) と同定した。

資料No8・9は，道管を有する広葉樹材であることは判明したが，資料があまりにも小量であ

り，著しく炭化が進んでいるために同定できなかった。図版52にアスナロ材の顕微鏡写真を示

した。撮影倍率は全図とも100倍である。 1は横断面， 2は放射断面， 3は接線断面である。
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門
方
改
筋
二
付
、
古
格
之
掟
を
猥
り
、
御
國
法
二
背
、

願
寄
合
之
節
令
ー
一
宿
寺
ー
、
彼
是
以
不
居
之
至
外
。
依
レ
之
逼
塞
被
二
仰
付
五
。
戌
十
月
廿
九
日

永

幅

寺

華

峰

嘗
春
一
派
申
合
、
令
1

一
誓
約
一
、
徒
黛
同
然
之
仕
形
、
殊
二
宗
門
方
改
筋
二
付
、
古
格
之
掟
を
猥
り
、
御
國
法
二
背
、

願
寄
合
之
節
令
二
宿
寺
一
、
其
以
後
大
庄
屋
奥
書
之
御
定
法
を
も
、
及
一
眸
難
澁
一
凡
段
、
重
々
不
居
之
至
汎
。
依
レ
之
逼

塞
被
二
仰
付
一
几
。
戌
十
月
廿
九
日

-31-



石原家記

重
々
不
届
之
至
候
。
依
レ
之
戴
里
四
方
村
追
放
被
二
仰
付
1

候
。
戌
八
月
廿
七
日

七
郡
彿
御
原
郡
寺
幅
童
村
庄
屋
五
郎
兵
衛
同
郡
上
岩
田
村
庄
屋
九
郎
右
衛
門
同
郡
下
岩
田
村
庄
屋
五
郎
八

五
郡
彿
同
郡
鵜
木
村
庄
屋
小
兵
衛
竹
野
郡
原
村
小
次
郎
生
葉
郡
東
溝
尻
村
庄
屋
輿
三
兵
衛

右
之
者
共
、
営
春
騒
動
之
節
、
村
方
屹
度
可
二
相
示
一
役
儀
候
虞
、
却
而
令
一
ー
荷
櫓
ー
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得

と
も
、
一
等
を
減
し
、
郡
追
放
被
二
仰
付
ー
候
0

• 

•• 

,
 

七
郡
彿
竹
野
郡
西
小
田
村
百
姓
源
之
丞
同
郡
冠
村
百
姓
藤
次
郎
同
郡
同
村
百
姓
長
右
衛
門
同
郡
野
中
村

百
姓
次
郎
右
衛
門
同
郡
立
野
村
百
姓
平
右
衛
門

五
郡
彿
山
本
郡
矢
作
村
百
姓
善
三
郎
竹
野
郡
行
徳
村
百
姓
次
郎
右
衛
門
御
井
郡
西
原
村
百
姓
辰
右
衛
門

山
本
郡
善
導
寺
門
前
百
姓
櫂
八
竹
野
郡
門
上
村
百
姓
孫
六
山
本
郡
輿
田
村
百
姓
善
蔵

右
之
者
共
、
常
春
騒
動
之
節
、
頭
人
二
差
績
、
御
大
法
を
背
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等

を
減
し
、
郡
追
放
被
二
仰
付
一
候
。

上
妻
郡
北
木
屋
村
百
姓
安
右
衛
門
同
郡
同
村
博
兵
衛
同
郡
北
川
内
村
久
木
原
谷
百
姓
文
右
衛
門
同
郡
同
村

同
所
百
姓
平
七
同
郡
同
村
地
下
谷
百
姓
四
郎
左
衛
門
山
本
郡
勿
骰
嶋
村
百
姓
―
―
一
郎
左
衛
門
御
井
郡
稲
員
村

百
姓
三
左
衛
門
右
之
者
共
、
連
々
人
品
不
レ
宜
、
庄
屋
村
役
人
え
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
掛
、
或
ハ
庄
屋
引
替

之
儀
を
相
エ
ミ
、
頭
取
候
趣
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
五
郡
追
放
被
珈
匹
付
ー
候
。

御
井
郡
下
東
鰺
坂
村
百
姓
清
吉
右
之
者
庄
屋
名
子
二
罷
在
、
連
々
得
↓
1

重
恩
一
候
慮
、
今
般
庄
屋
引
替
之
儀
を
相

エ
ミ
、
令
二
頭
取
ー
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
と
も
、
一
等
を
減
し
、
五
郡
追
放
細
吟
仰
付
一
候
。

御
井
郡
太
郎
原
村
百
姓
林
平
右
之
者
組
大
庄
屋
へ
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
掛
、
奉
行
中
へ
令
＿
一
應
答
一
、
組
中
二

お
ゐ
て
、
頭
取
相
エ
ミ
候
仕
形
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
五
郡
追
二
仰
付
ー
候
。

御
井
郡
高
良
内
村
百
姓
長
右
衛
門
右
之
者
居
村
庄
屋
二
封
し
、
役
儀
引
替
之
儀
を
相
企
、
同
村
百
姓
亦
左
衛
門

召
捕
候
節
、
村
中
之
者
を
召
連
、
役
所
へ
罷
出
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
五

郡
追
放
被
1

一
仰
付
ー
候
。
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五
里
四
方
村
彿

竹
野
郡
西
小
田
村
百
姓
忠
八
同
郡
甕
足
村
百
姓
甚
之
丞

同
郡
冠
村
百
姓
櫂
次
郎
―
―
―
里
四
方
村
彿

竹
野
郡
西
小
田
村
百
姓
段
七
同
郡
東
大
窪
村
百
姓
作
左
衛
門
戴
里
四
方
村
彿

右
之
者
共
春
騒
動
之
節
、
頭
人
二
差
績
、
御
大
法
を
背
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
村
追
放
被
1

一仰

付
底
唸

御
井
郡
北
野
中
村
百
姓
茂
蔵
上
妻
郡
湯
邊
田
村
百
姓
五
右
衛
門
＇
右
之
者
共
人
品
不
宜
候
二
付
、
先
年
村
彿

被
仰
付
置
候
虞
、
嘗
春
騒
之
節
立
蹄
、
御
大
法
を
背
、
重
々
不
居
之
至
候
、
依
レ
之
五
里
四
方
村
追
放
被
一
一
仰

付
底
唸

竹
野
郡
西
牧
村
百
姓
又
六
同
郡
同
村
百
姓
助
之
丞
五
里
四
方
村
彿

山
本
郡
中
泉
村
百
姓
重
次
郎
同
郡
木
塚
村
百
姓
勘
右
衛
門
同
郡
同
村
百
姓
孫
六
上
妻
郡
宅
間
田
村
百
姓
新

右

衛

門

同

郡

同

村

百

姓

喜

三

郎

三

里

四

方

村

彿

．

同
郡
同
村
百
姓
平
六
同
郡
同
村
百
姓
忠
平
御
井
郡
塚
島
村
百
姓
次
右
衛
門
上
妻
郡
北
木
屋
村
百
姓
七
郎
左

衛
門
同
郡
北
川
内
村
上
八
重
谷
名
百
姓
三
里
四
方
村
彿

生
葉
上
妻
十
三
ケ
山
措
平
七
同
郡
北
矢
部
村
随
名
百
姓
又
助
同
郡
同
村
霰
名
百
姓
戴
里
四
方
村
彿

生
葉
上
妻
十
三
ケ
山
構
又
左
衛
門
三
瀦
郡
大
石
村
へ
罷
在
候
又
助
、
壷
里
四
方
村
彿

右
之
者
共
、
常
春
騒
動
之
節
、
大
庄
屋
且
居
村
庄
屋
へ
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
掛
、
或
ハ
庄
屋
役
引
替
之
儀
を
相

企
、
令

I

I

頭
取
、
郡
中
を
騒
し
、
重
々
不
居
之
至
候
、
依
レ
之
村
追
放
被
1

一
仰
付
一
候
。

竹
野
郡
朝
蹄
村
百
姓
輿
右
衛
門
右
之
者
連
々
人
品
不
乞
且
、
植
立
櫨
を
除
之
儀
を
企
、
且
村
方
下
作
等
之
義
二

付
、
相
エ
ミ
候
仕
形
、
重
々
不
届
之
至
候
、
依
レ
之
三
里
四
方
村
追
放
被
ー
一
仰
付
底
唸

御
井
郡
泉
村
百
姓
善
右
衛
門
右
之
者
連
々
人
品
不
レ
宜
、
村
方
二
お
ゐ
て
、
事
を
エ
ミ
候
趣
相
聞
、
営
春
騒
動

之
節
、
近
村
を
引
廻
し
候
仕
形
、
不
届
之
至
候
、
依
レ
之
―
―
―
里
四
方
村
追
放
被

1

1

仰
付
ー
候
。

生
葉
郡
朝
田
村
百
姓
徳
右
衛
門
、
右
之
者
騒
動
之
節
、
御
立
山
え
入
込
、
猥
二
諸
木
伐
り
取
候
段
、
御
大
法
を
背
、
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一
等
被
二
差
許
一
、
過

重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
大
庄
屋
共
よ
り
内
證
申
付
置
謁
有
レ
之
候
付
あ
、

料
と
し
て
拾

1
文
充
可
二
差
出
ー
候
。

生
葉
郡
隈
上
村
百
姓
次
郎
右
衛
門
同
郡
大
石
村
百
姓
金
六
、
右
之
者
共
、
嘗
春
騒
動
之
節
、
彼
是
司
取
候
段
、

不
居
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
へ
共
、
大
庄
屋
共
よ
り
内
證
申
付
置
謁
有
レ
之
候
付
あ
一
等
被
二
差
許
ー
、
過
料
と
し

て
五

1
文
充
可
二
差
出
ー
候
。
戌
八
月
廿
七
日

竹
野
郡
田
主
丸
先
大
庄
屋
勘
之
丞
営
春
騒
動
組
中
よ
り
令
二
登
起
一
候
之
節
、
早
速
可
↓
1

相
示
一
之
虞
、
手
延
二
相

成
、
注
進
及
二
延
引

l‘

剰
へ
百
姓
共
、
非
道
を
申
掛
候
儀
、
畢
党
平
生
示
方
不
レ
委
よ
り
起
り
候
、
依
レ
之
郡
中
及
ニ

騒
動
ー
候
之
段
、
重
々
不
届
之
至
候
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
格
別
之
御
恩
恵
を
以
、
一
等
被
-
―
差
許
一
、
現
存
之
内

屹
度
籠
居
被
仰
仕
候
、
遠
方
之
郡
村
へ
引
取
、
相
憧
可
ー
一
罷
在
ー
候
。
戌
八
月
廿
七
日

山
本
郡
紅
桃
林
村
百
姓
善
六
同
郡
百
姓
善
四
郎
同
郡
同
村
百
姓
重
右
衛
門
同
郡
同
村
百
姓
忠
七
同
郡
龍

泉
寺
村
百
姓
五
郎
兵
衛
右
之
者
共
、
営
春
騒
動
之
節
、
居
村
庄
屋
に
封
し
、
非
道
之
義
を
申
募
、
役
儀
引
替

Z

儀
を
相
企
、
重
々
不
届
之
仕
形
二
付
、
二
里
四
方
村
彿
被
二
仰
付
ー
候
。
戌
八
月
廿
七
日

生
葉
郡
山
北
村
百
姓
久
籠
同
藤
之
丞
同
三
七
同
郡
古
川
村
百
姓
徳
右
衛
門
竹
野
郡
西
小
田
村
百
姓
四
郎

左
衛
門
同
郡
石
垣
村
藤
四
郎
枠
櫂
六
同
郡
松
門
寺
村
百
姓
孫
市
同
郡
石
垣
村
百
姓
仁
左
衛
門
同
郡
野
中

村
百
姓
勘
八
同
郡
同
村
百
姓
六
兵
衛
同
郡
高
木
村
百
姓
甚
左
衛
門
同
郡
同
村
五
郎
兵
衛
、
同
善
次
郎
御

井
郡
府
中
町
三
郎
右
衛
門
御
原
郡
横
隈
村
次
助
―
―
一
瀦
郡
大
坪
村
宇
右
衛
門
右
餃
議
之
筋
相
清
候
二
付
、
出

牢
可
レ
披
申
付
候
。

上
妻
郡
北
河
内
村
久
木
原
名
百
姓
吉
平
三
瀦
郡
北
清
松
村
百
姓
新
平
同
郡
安
武
本
村
百
姓
文
蔵
同
郡
榎
津

町
百
姓
源
次
郎
同
郡
中
古
賀
村
百
姓
八
兵
衛
同
郡
榎
津
町
百
姓
六
次
郎
同
郡
同
町
百
姓
半
三
郎
同
郡
北

古
賀
村
同
善
吉
同
郡
鬼
古
賀
村
同
新
蔵
同
郡
八
丁
牟
田
村
同
孫
兵
衛
同
郡
土
甲
呂
村
百
姓
加
吉
同
郡
大

角
村
百
姓
孫
右
衛
門
同
郡
北
中
牟
田
村
才
市
右
之
者
共
、
餃
議
相
清
候
二
付
あ
、
居
村
え
可
レ
被
二
差
返
底
唸

戌
八
月
廿
七
日
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唐
崎
大
庄
屋
永
松
八
郎
次
嘗
春
騒
動
之
節
、
輿
村
示
方
宜
、
奇
特
之
至
候
、
依
レ
之
為

1

1

御
褒
美
ー
、
銀
子
七
枚

被
1

下
置
候
。
戌
八
月
廿
七
日

御
井
郡
北
野
村
先
大
庄
屋
喜
市
郎
営
春
騒
動
之
節
、
百
姓
共
非
道
を
申
募
候
儀
、
畢
党
連
々
組
村
々
取
斗
不
直

よ
り
起
り
、
役
儀
不
相
應
之
義
、
重
々
不
届
之
至
候
、
依
レ
之
居
村
二
里
四
方
追
放
被

1

1

仰
付

1

候。

戌
八
月
廿
七
日

竹
野
郡
立
野
村
庄
屋
八
次
郎
営
春
村
中
之
百
姓
、
野
中
村
え
相
輿
し
候
節
、
隣
村
へ
罷
在
、
早
速
承
付
、
屹
度

可
相
示
候
虞
其
分
二
差
置
、
剰
へ
注
進
及
二
延
引
1

候
段
、
重
々
不
届
二
付
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減

し
、
＿
―
-
郡
追
放
被
一
一
仰
付
ー
候
o

,

竹
野
郡
高
木
村
庄
屋
源
右
衛
門
嘗
春
村
中
之
百
姓
、
野
中
村
え
相
輿
し
候
節
、
屹
度
可
二
相
示
ー
候
虞
、
手
延
二

相
成
剰
へ
注
進
及
ー
一
延
引
一
候
段
、
重
々
不
居
之
至
候
、
依
レ
之
役
儀
被
二
召
放
1

候
過
料
と
し
て
拾

1
文
可
二
差
出
底
唸

御
原
郡
花
立
村
庄
屋
利
左
衛
門
営
春
騒
動
之
節
同
組
庄
屋
共
之
内
百
姓
へ
令
1

一
荷
擢
一
書
付
等
取
調
之
儀
、
早
速

可
1

一
申
出
一
虞
、
共
分
二
致
置
、
役
儀
不
似
合
仕
方
、
不
届
之
至
候
、
依
レ
之
役
儀
被
二
召
放
一
候
、
過
料
と
し
て
七
貫

文

可

二

差

出

ー

候

，

戌

八

月

廿

七

日

．

生
葉
郡
星
野
村
桁
山
名
百
姓
喜
三
郎
此
者
今
般
同
村
百
姓
七
兵
衛
え
相
輿
し
、
庄
屋
仙
頭
へ
封
し
、
非
道
之
儀

を
相
企
、
村
中
へ
申
遂
御
大
法
に
背
、
敷
日
山
中
を
騒
し
候
段
、
重
々
不
届
之
仕
形
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一

等
を
減
し
、
三
郡
追
放
被
珈
匹
付
一
候
。

生
葉
郡
星
野
村
下
小
野
名
百
姓
孫
市
同
郡
同
村
土
穴
名
百
姓
嘉
平
次
同
郡
同
村
長
尾
名
百
姓
半
平
同
郡
同

村
本
星
野
名
百
姓
五
郎
兵
衛
同
郡
同
村
光
延
名
百
姓
又
市
同
郡
同
村
宮
蔵
名
百
姓
儀
左
衛
門
同
郡
同
村
本

星
野
名
百
姓
七
兵
衛
へ
相
輿
し
庄
屋
仙
頭
へ
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
募
、
御
大
法
に
背
、
敷
日
山
中
を
騒
し
候
段
、

重
々
不
届
之
仕
方
、
死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
生
葉
郡
中
井
上
妻
郡
八
筒
山
追
放
被
二
仰
付
ー
候
。
戌

八

月

廿

七

日

＇

生
葉
郡
吉
井
町
百
姓
伴
之
助

同
郡
包
末
村
百
姓
甚
四
郎
、
右
之
者
共
、
営
春
騒
動
之
節
、
書
付
等
取
調
候
段
、
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死
刑
難
レ
遁
候
得
共
、
一
等
を
減
し
、
助
命
被
二
仰
付
ー
候
、
為
1

一
過
料
1

右
之
通
可
二
差
出
1

候。

過
料
拾
貫
文
充
生
葉
郡
高
田
村
百
姓
小
十
竹
野
郡
西
小
田
村
百
姓
甚
蔵
竹
野
郡
諏
訪
村
百
姓
市
五
郎
過

料
七
メ
文
充
生
葉
郡
橘
田
村
百
姓
新
九
郎
同
郡
菅
村
百
姓
半
七
過
料
戴
メ
文
充
竹
野
郡
東
小
田
村
百
姓

勘
六

右
之
者
共
、
営
春
所
々
山
え
猥
入
込
、
諸
木
伐
取
候
段
、
御
大
法
を
背
、
不
届
二
付
為
二
過
料
一
右
之
通
被
二
仰
付
1

候。

過
料
五
メ
文
充
御
原
郡
松
崎
町
百
姓
八
三
郎
三
瀦
郡
大
石
村
百
姓
櫂
十
過
料
―
―
―
メ
文
上
妻
郡
北
木
屋
村

唐
谷
名
百
姓
六
助

右
之
者
共
常
春
騒
動
之
節
、
百
姓
共
居
村
庄
屋
役
人
え
封
し
、
役
儀
引
替
之
儀
を
相
企
、
或
ハ
非
道
之
儀
を
申

掛
候
、
相
輿
し
、
重
々
不
届
之
至
候
、
依
レ
之
過
料
と
し
て
、
右
之
通
可
至
蓄
巴
候
。

過
料
五
メ
文
、
竹
野
郡
田
主
丸
町
百
姓
嘉
兵
衛
、
右
者
星
野
山
中
騒
動
之
節
、
人
集
り
之
場
所
へ
入
込
、
不
届
之
至

候
、
依
之
過
料
と
し
て
右
之
通
被

1

1

仰
付
一
候
過
料
五
メ
文
充
、
竹
野
郡
高
木
村
住
居
助
左
衛
門
、
右
者
常
春
騒
動

之
時
分
、
野
中
、
立
野
、
高
木
三
ケ
村
之
者
共
、
相
集
候
節
、
宿
い
た
し
、
不
届
二
付
、
過
料
と
し
て
右
之
通
被
―
―
仰

付
ー
候
過
料
戴
メ
文
、
御
井
郡
高
良
内
村
百
姓
又
左
衛
門
、
右
之
者
居
村
庄
屋
引
替
儀
二
付
、
不
ー
一
相
集
ー
候
様
申

付
、
受
書
差
出
置
候
虞
、
相
背
不
ー
一
申
出
ー
候
段
、
不
届
二
付
、
過
料
と
し
て
右
之
通
被
二
仰
付
ー
候
。
戌
八
月
廿
七
日

千
々
谷
名
次
衛
右
衛
門
、
十
籠
名
理
左
衛
門
、
嘗
春
山
中
申
合
、
相
集
り
候
節
、
千
々
谷
、
十
籠
、
古
川
内
、
合
瀬
四

ケ
名
を
別
し
、
穏
便
に
致
さ
せ
、
奇
特
之
至
候
、
依
レ
之
為
一
御
御
褒
美
一
、
太
米
三
俵
充
被
レ
下
レ
之
候
。
戌
八
月
廿
七
日

古
川
内
名
、
十
籠
名
、
千
々
谷
名
、
合
瀬
名
、
嘗
夏
同
村
庄
屋
仙
頭
へ
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
募
り
、
敷
日
相
集

り
、
村
中
を
騒
し
候
節
、
右
四
ケ
村
之
儀
を
引
誘
候
虞
、
曾
あ
同
意
不
レ
致
、
穏
便
二
罷
在
、
奇
特
之
至
候
、
依
レ

之
為
御
褒
美
一
、
今
般
被
召
揚
ー
候
者
共
抱
田
畑
、
不
レ
残
右
名
へ
被
一
一
下
置
＞
之
候
。
戌
八
月
廿
七
日

竹
野
郡
五
名
村
庄
屋
七
兵
衛
、
同
郡
下
森
山
村
庄
屋
安
兵
衛
、
同
郡
大
窪
村
庄
屋
禰
一
＝
右
衛
門
同
郡
西
牧
村
庄

屋
段
助
同
郡
今
村
庄
屋
新
右
衛
門
、
営
春
騒
動
之
節
、
村
方
之
示
宣
、
奇
特
之
至
候
、
依
レ
之
為
二
御
褒
美
一
、

銀
子
一
枚
充
、
被
二
下
置
＞
之
候
。
戌
八
月
廿
七
日
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竹
野
郡
野
中
村
庄
屋
八
郎
右
衛
門

営
春
村
中
之
百
姓
令
二
登
起
一
之
節
、
屹
度
可
二
相
示

1

虞
、
其
分
二
致
置
不
二
申
出
ー
、
郡
中
及
二
騒
動
ー
、
重
々
不
届

之
至
候
、
依
レ
之
死
刑
被
レ
行
侯
゜
戌
八
月
廿
七
日

御
原
郡
井
上
先
大
庄
屋
r

い
ハ
郎
兵
衛

連
々
私
曲
之
仕
形
有
い
之
口
賞
春
百
姓
共
車
幽
侯
〗
五
此
□
遂
訟
吟
吟
味
五g宍
正
其
紛
蕪}
Jべ1役
儀
を
ぶ
相
勤
1口
右
髄

之
儀
＼
＼
雇
悶
不
国
之
至
候
い
躯
之
死
刑
被
丘
行
侯

□

口
戌
入
万
廿
七
圧

過

料

拾

メ

文

充

山

本

郡

中

泉

村

百

姓

文

蔵

竹

野

郡

高

嶋

村

庄

屋

倅

半

平

同

郡

徳

童

村

百

姓

丹

右

衛

門

同

郡

蔵

八

村

百

姓

彦

作

生

葉

郡

西

溝

尻

村

百

姓

善

次

郎

同

郡

橘

田

村

百

姓

庄

七

同

郡

矢

部

村

百

姓

新

左

衛

門

過

料

七

メ

文

充

生

葉

郡

矢

作

村

百

姓

庄

左

衛

門

同

郡

西

溝

尻

村

百

姓

九

郎

兵

衛

過

料

五

メ

文

充

生

葉

郡

金

本

村

百

姓

武

右

衛

門

竹

野

郡

原

村

百

姓

利

三

郎

御

原

郡

本

郷

町

百

姓

市

郎

吉

‘

過
料
―
―
―
メ
文
充
竹
野
郡
高
木
村
百
姓
五
右
衛
門
生
葉
郡
西
溝
尻
村
百
姓
太
右
衛
門
竹
野
郡
上
森
山
村
百
姓

吉
九
郎
御
原
郡
―
―
一
澤
村
百
姓
禰
三
右
衛
門

過
料
戴
メ
文
充
竹
野
郡
今
泉
村
百
姓
久
兵
衛
同
郡
同
村
百
姓
利
右
衛
門
生
葉
郡
包
末
村
百
姓
宇
三
郎
竹

野
郡
立
野
村
百
姓
市
五
郎
同
郡
高
木
村
百
姓
勘
六
同
郡
原
村
百
姓
仁
右
衛
門

右
之
者
共
、
嘗
春
騒
動
之
節
、
書
付
等
相
認
、
或
ハ
場
所
へ
罷
出
、
郡
中
二
申
獨
候
段
、
重
々
不
届
之
至
候
、

依
レ
之
過
料
と
し
て
右
之
通
被
珈
四
付
ー
候
。
~

過
料
七
メ
文
充
三
瀦
郡
榎
津
水
入
町
百
姓
七
平
同
郡
上
牟
田
口
村
百
姓
文
蔵
同
郡
南
酒
見
村
百
姓
安
之
丞

下
妻
郡
志
村
百
姓
善
六
三
瀦
郡
中
村
百
姓
利
助
同
郡
榎
津
水
入
町
百
姓
仁
右
衛
門
同
郡
向
嶋
村
百
姓
又
之

丞右
之
者
共
、
嘗
春
騒
動
之
節
、
大
庄
屋
其
外
所
々
令
ー
ー
破
却
一
、
横
逆
之
仕
形
、
郡
中
を
騒
し
、
重
々
不
届
之
至
候
、

. "・ 
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戌

八

月

廿

七

日

竹

野

郡

立

野

村

百

姓

長

右

衛

門

此
者
常
春
騒
動
之
節
、
登
頭
人
同
郡
野
中
村
久
兵
衛
、
同
郡
高
木
村
丹
四
郎
へ
相
輿
し
、
餘
村
を
か
た
ら
ひ
、
御

大
法
に
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
に
よ
っ
て
、
例
首
被
レ
行
候
。

竹
野
郡
石
垣
村
百
姓
藤
四
郎

此
者
嘗
春
騒
動
之
節
、
八
幡
河
原
に
お
ゐ
て
、
敷
人
之
内
に
抽
、
奉
行
中
へ
壺
人
罷
出
、
令
二
應
答
1

、
剰
へ
相
鎮

候
已
後
、
村
役
人
え
非
道
之
儀
を
申
掛
、
下
作
定
等
之
儀
を
も
頭
取
、
御
大
法
に
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
に
よ

つ
て
、
刻
首
被
レ
行
候
。

竹

野

郡

門

上

村

庄

屋

忠

助

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
村
方
屹
度
可
1

一
相
示
ー
役
儀
虞
、
却
而
書
付
を
取
調
、
令
年
佃
櫓
一
候
重
科
に
よ
っ
て
、

被
レ
行
候
。

此
者
嘗
春
騒
動
之
節
、

行
候
。

例
首

竹

野

郡

東

小

田

村

百

姓

利

七

同
郡
二
お
ゐ
て
、
専
頭
取
、
御
大
法
に
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
に
よ
っ
て
、
剣
首
被
レ

御

原

郡

松

崎

町

百

姓

又

八

此
者
常
春
騒
動
之
節
、
御
井
御
原
雨
郡
百
姓
之
令

1

1

頭
取
ー
、
非
道
之
儀
を
相
工
こ
、
御
大
法
二
背
、
郡
中
を
騒
し

候
重
科
二
依
て
、
刻
首
被
レ
行
侯
゜

生
葉
郡
夏
梅
村
百
姓
勘
右
衛
門

此
者
常
春
騒
動
之
節
、
相
抽
、
父
子
申
合
、
相
工
）
こ
候
書
付
を
認
、
御
大
法
二
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
二
依
あ
、

例
首
被
レ
行
候
。

生
葉
郡
星
野
村
仁
田
原
名
百
姓
七
兵
衛

此
者
連
々
人
品
不
レ
宜
、
今
般
同
村
庄
屋
仙
頭
へ
封
し
、
非
道
之
儀
を
申
募
り
、
役
儀
引
替
之
義
を
、
村
中
へ
申

進
、
別
あ
頭
取
い
た
し
、
御
大
法
二
背
、
敷
日
山
中
を
騒
し
候
重
科
に
よ
っ
て
、
刻
首
被
レ
行
候
。
戌
八
月
廿
七
日
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せ
申
候
重
科
二
よ
っ
て
、
巣
首
被
レ
行
候
。

生

葉

郡

夏

梅

村

百

姓

七

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
同
郡
之
百
姓
を
相
か
た
ら
ひ
、
竹
野
郡
二
お
ゐ
て
、
別
而
頭
取
、
剰
へ
父
子
申
合
、
相
工

ミ
、
書
付
を
認
、
御
大
法
二
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
に
よ
っ
て
、
巣
首
被
レ
行
候
。

御
原
郡
干
潟
村
庄
屋
三
郎
右
衛
門

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
村
方
屹
度
可
二
相
示
ー
役
儀
二
候
虞
、
却
而
同
役
之
者
を
相
か
た
ら
ひ
、
令
↓
ー
荷
撼
一
、
御
大

法
二
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
二
依
あ
、
巣
首
被
レ
行
候
。

生
葉
郡
西
溝
尻
村
百
姓
勘
右
衛
門

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
同
郡
二
お
ゐ
て
、
専
頭
取
、
御
大
法
二
背
、
郡
中
を
騒
し
侯
重
科
二
よ
っ
て
、
巣
首
被
レ

行
候
。

山
本
郡
山
本
村
百
姓
輿
九
郎

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
同
郡
二
お
ゐ
て
、
専
頭
取
、
御
大
法
二
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
二
よ
っ
て
、
巣
首
被
レ

行
候
。

御
原
郡
横
隈
村
百
姓
次
右
衛
門

此
者
嘗
春
騒
動
之
節
、
御
井
御
原
雨
郡
百
姓
之
令
二
頭
取
一
、
非
道
之
儀
を
相
工
）
こ
、
剰
へ
相
鎮
り
候
已
後
、
再
犯

を
企
、
近
村
之
者
を
申
遂
、
重
々
御
大
法
に
背
き
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
二
因
あ
、
巣
首
被
レ
行
候
。

上

妻

郡

宅

間

田

村

百

姓

清

八

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
大
庄
屋
其
外
之
家
を
破
却
し
、
居
村
庄
屋
へ
非
分
之
公
事
を
頭
取
、
剰
へ
騒
に
乗
し
、
衣

類
を
奪
ひ
取
、
御
大
法
に
背
、
郡
中
を
騒
し
候
重
科
二
よ
っ
て
、
巣
首
被
レ
行
候
。

三
瀦
郡
壼
丁
原
村
百
姓
博
次
郎

此
者
常
春
騒
動
之
節
、
別
而
頭
取
、
居
組
大
庄
屋
を
破
却
し
、
餘
村
へ
非
道
之
儀
を
申
遂
、
御
大
法
に
背
、
郡
中

を
騒
し
候
重
科
二
依
る
、
巣
首
被
レ
行
候
。

藤
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右
之
通
可
レ
被
申
渡
一
候
。
戌
五
月

御
領
中
崩
家
附

唐
嶋
大
庄
屋
高
松
八
郎
次
、
吉
井
布
屋
、
田
主
丸
綿
屋
、
夜
明
大
庄
屋
川
原
孫
兵
衛
、
夜
明
輿
才
料
戴
軒
、
城
島

大
庄
屋
大
石
勘
次
、
同
輿
オ
料
市
之
丞
、
三
國
屋
彦
兵
衛
、
三
國
屋
博
五
郎
出
店
一
軒
、
楢
林
庄
屋
、
原
中
牟
田

庄
屋
、
青
木
嶋
酒
場
、
榎
津
町
大
木
屋
兄
弟
、
印
錢
方
元
メ
手
付
共
二
、
江
上
々
村
庄
屋
、
同
組
オ
料
戴
軒
、
生

津
大
庄
屋
藤
吉
五
左
衛
門
、
同
組
オ
料
武
軒
、
田
川
村
三
國
屋
、
地
木
屋
戴
軒
、
妙
光
寺
芝
居
所
、
輻
光
大
庄
屋

内
田
輿
十
郎
、
同
輿
大
針
、
オ
料
武
軒
、
拾
間
橋
米
見
土
甲
呂
町
壼
軒
、
岩
古
賀
一
軒
、
八
丁
牟
田
大
庄
屋
古
賀

利
右
衛
門
、
オ
料
一
軒
、
印
錢
方
手
付
、
矢
加
部
町
武
左
衛
門
、
オ
料
戴
軒
、
大
藪
町
一
軒
、
長
延
大
庄
屋
荻
尾

八
之
丞
、
本
分
大
庄
屋
松
浦
宗
左
衛
門
、
輻
嶋
大
庄
屋
松
延
甚
左
衛
門
、
同
町
札
所
芦
塚
屋
禰
次
郎
、
同
町
堕
屋
、

新
庄
大
庄
屋
矢
加
部
宇
津
平
、
平
村
庄
屋
、
新
庄
村
へ
二
軒
、
中
折
地
大
庄
屋
太
田
黒
武
左
衛
門
、
折
地
村
庄
屋
、

中
折
地
村
庄
屋
、
本
村
大
庄
屋
牛
嶋
次
六
、
江
口
大
庄
屋
田
中
次
郎
右
衛
門
、
同
村
瞥
者
、
若
菜
村
庄
屋
、
富
重

村

庄

屋

、

初

犬

塚

町

庄

屋

、

馬

問

屋

四

軒

。

'

メ
六
拾
軒

北
矢
部
庄
屋
、
若
宮
庄
屋
、
中
和
泉
庄
屋
白
灰
屋
久
五
郎
、
大
石
櫂
十
、
上
の
丁
甚
九
郎
入
牢
゜

五
月
十
八
日
よ
り
渡
屋
六
一
―
一
郎
、
木
屋
忠
右
衛
門
、
松
屋
喜
右
衛
門
、
松
屋
輿
兵
衛
、
閉
戸
九
十
八
日
二
明
。

右
者
大
石
庄
屋
文
蔵
引
替
之
願
い
た
し
度
由
二
あ
、
御
番
所
之
下
松
原
へ
三
十
人
程
寄
合
候
二
付
、
御
咎
被
ー
一
仰

付
ー
候
。

竹
野
郡
野
中
村
百
姓
久
兵
衛

此
者
常
春
騒
動
之
節
、
致
二
登
頭

1

候
段
及
二
白
状
へ
餘
村
を
相
か
た
ひ
ら
、
御
大
法
背
、
郡
中
を
騒
候
重
罪
に
よ

つ
て
、
巣
首
被
レ
行
候
。

竹
野
郡
高
木
村
百
姓
丹
四
郎

此
者
営
春
騒
動
之
節
、
登
頭
人
同
郡
野
中
村
久
兵
衛
令
ー
一
同
意
ー
、
餘
村
を
か
た
ら
ひ
、
御
大
法
に
背
、
郡
中
を
騒
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御
切
紙

夏
御
物
成
之
儀
、
只
今
迄
、
古
銀
八
拾
文
割
合
を
以
、
相
納
来
候
得
共
、
今
般
御
免
被
1

一
仰
付
1

時
々
通
用
銀
二
あ
、

古
銀
高
之
高
上
納
仕
度
旨
、
願
出
候
虞
、
夏
御
物
成
之
儀
ハ
、
十
歩
一
上
納
萎
辛
子
八
拾
文
錢
相
場
直
段
五
ヶ
年

之
間
撫
で
を
以
、
戴
百
七
拾
貫
目
餘
二
相
営
、
右
銀
高
上
納
可
レ
被
二
仰
付
ー
事
二
候
得
共
、
正
徳
四
午
年
よ
り
戴

百
五
拾
貰
目
二
相
極
被
レ
置
候
儀
ハ
、
十
歩
一
上
納
之
内
、
猶
御
容
赦
之
筋
を
以
、
被
二
指
許

l

置
候
慮
、
只
今
ニ

あ
ハ
、
根
元
之
謁
を
取
失
ひ
、
御
恩
澤
を
不
レ
顧
、
又
々
右
之
通
相
願
候
義
、
重
々
不
埒
之
至
候
、
然
者
今
般
之

願
、
難
レ
被
仰
付
ー
事
二
候
へ
共
、
格
別
被
二
相
立

l‘

願
之
通
古
銀
高
文
銀
被
-

1

仰
付
1

候
、
尤
向
後
銀
錢
相
場
、
格

段
之
違
も
有
レ
之
節
ハ
、
萎
辛
子
相
場
直
段
、
前
格
之
通
御
吟
味
之
上
、
撫
し
を
以
、
相
嘗
之
銀
高
上
納
被

I

I

仰

付
一
候
事
。

但
銀
札
通
用
被
二
仰
付
一
置
候
二
付
、
文
銀
之
錢
相
場
営
り
銀
札
を
以
、
上
納
可
レ
仕
事
、

一
諸
運
上
銀
古
銀
高
御
定
之
分
、
右
同
然
二
古
銀
高
、
文
銀
上
納
被
一
一
仰
付
ー
候
、
文
銀
錢
相
場
、
格
別
違
候
節

ハ
、
御
吟
味
之
上
、
可
レ
被
二
仰
付
ー
候
事
。

但
嘗
時
へ
銀
札
通
用
被
i

仰
付
一
置
候
二
付
、
文
銀
錢
相
場
常
銀
札
を
以
、
上
納
可
レ
仕
候
事
。
五
月

御
切
紙
御
書
渡

先
達
あ
よ
り
、
百
姓
共
願
之
筋
、
混
胤
之
時
節
二
付
、
直
二
も
役
人
中
受
込
候
得
共
、
向
後
直
願
御
停
止
被
珈
四

付
1

候
事
。

一
百
姓
共
無
レ
拇
願
之
筋
ハ
、
居
村
庄
屋
へ
差
出
、
受
込
不
レ
申
節
ハ
、
五
ケ
村
組
庄
屋
へ
相
願
、
尚
不

1

1

受
込
1

節

ハ
、
大
庄
屋
え
直
二
差
出
、
大
庄
屋
も
受
込
不
レ
申
、
百
姓
共
及

I
I難
候
底
〖
ハ
ヽ
、
右
之
様
子
相
認
、
御
役
所

へ
直
二
可
二
差
出
ー
候
、
尤
名
印
不
正
之
願
書
ハ
、
兼
々
御
法
も
有
レ
之
候
通
、
燒
捨
二
可
レ
被
1

一
仰
付
ー
候
事
。

覺

候
二
付
、
只
今
迄
之
高
、
半
減
被
二
仰
付
1

候
。
戌
五
月
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候
儀
、
却
あ
令
二
難
儀
↓
之
由
、
他
所
へ
出
直
買
往
来
札
被
1

一
相
止
ー
、
去
る
卯
年
以
前
御
法
之
通
、
被
二
仰
付
―

候
、
尤
在
中
次
井
馬
口
努
之
義
ハ
、
禰
堅
御
停
止
被
1一
仰
付
ー
候
。
~

諸
品
地
通
用
手
形
一
式
被
二
差
許
ー
候
、
依
レ
之
此
已
後
他
領
出
入
二
付
、
紛
敷
儀
仕
間
敷
候
。

今
般
願
筋
農
家
二
か
、
り
た
る
義
ハ
、
願
筋
被
1

和
相
立
ー
候
、
賣
買
方
之
儀
ハ
、
諸
國
其
類
多
く
事
候
條
、
難
レ

及
詮
議
候
得
共
、
尚
又
吟
味
之
上
、
右
之
通
品
二
よ
り
御
免
、
又
者
減
少
被
仰
付
1

候。

印
銀
運
上
之
品
、
古
来
よ
り
有
レ
之
候
儀
も
、
其
節
々
御
詮
議
二
よ
っ
て
、
暫
被

1

1

相
止
ー
、
已
後
如
迄
即
々
細
竺

仰
付
1

候
ヘ
ハ
、
新
規
之
様
二
相
心
得
候
類
も
有
レ
之
候
、
依
レ
之
前
格
之
趣
意
、
一
通
り
今
般
被
1

一
仰
渡
底
広
。

一
麻
苧
他
領
出
入
印
手
形
、
御
免
被
二
仰
付
ー
候
。

一
猪
右
同
晰
被
差
許
候
。
~

一
鹿
蒻
芋
之
義
、
近
来
印
銀
掛
候
品
ニ
ハ
無
レ
之
、
不

1

1

願
出
ー
候
得
共
、
出
産
之
品
二
付
、
被
―
―
差
許
ー
候
。

一
酒
札
運
上
之
義
、
古
束
ハ
造
込
之
石
高
、
御
法
有
レ
之
候
虞
、
其
後
年
々
石
高
相
増
、
過
分
造
込
候
付
、
隣
國

造
酒
運
上
聞
合
を
以
、
存
寄
申
出
候
付
あ
、
隣
國
運
上
之
銀
高
よ
り
ハ
被
レ
減
、
造
込
石
高
掛
運
上
被
二
仰
付
―

候
、
殊
更
在
方
造
酒
之
儀
ハ
、
不
レ
被
-
―
仰
付
一
筋
二
候
へ
共
、
田
畑
高
多
く
相
抱
、
養
修
覆
方
等
難
レ
成
、
造
酒

被
仰
付
候
ハ
＼
糠
糟
を
以
、
養
二
仕
、
酒
之
義
ハ
賣
彿
、
餘
力
を
以
、
家
族
取
績
、
農
業
出
精
可
レ
仕
旨
、

相
願
候
二
付
、
無
レ
撒
謁
を
以
、
御
免
被
1

一
仰
付
ー
候
、
然
る
に
近
年
過
分
之
石
高
造
込
、
他
領
へ
も
賣
出
、
商

賣
専
之
様
二
成
行
候
、
然
虞
今
般
増
運
上
之
儀
申
立
、
相
願
候
輿
も
有
レ
之
、
根
元
を
失
ひ
た
る
事
二
候
、
請

酒
之
義
ハ
、
兼
あ
御
停
止
被
二
仰
付
1

置
、
既
二
御
城
下
町
え
ハ
、
受
酒
札
無
レ
之
、
在
方
隠
受
酒
之
義
、
度
々

厳
敷
被
仰
付
候
得
共
、
一
圃
不
相
止
一
、
隠
商
之
者
多
く
有
レ
之
候
あ
ハ
、
在
方
費
多
有
レ
之
候
二
付
、
耕
作

方
二
不
相
掛
事
二
候
得
共
、
請
酒
札
被
相
渡
ー
、
右
之
者
共
よ
り
、
隠
酒
吟
味
等
可
レ
仕
為
め
、
被
仰
付
ー
、

又
ハ
御
褒
美
二
も
被
仰
付
一
置
候
、
増
運
上
之
儀
二
付
、
勝
手
二
不
二
相
成
1

候
ハ
A

、
商
賣
相
止
可
レ
申
候
。

鎧
物
師
司
店
運
上
之
義
ハ
、
先
年
已
束
、
錆
物
師
共
商
賣
方
及
二
混
雑
ー
、
司
無
レ
之
候
あ
ハ
、
不
メ
り
之
趣
、

相
聞
候
二
付
、
去
年
改
あ
被
1

一
仰
付
一
置
候
、
依
レ
之
運
上
無
レ
之
候
あ
ハ
、
以
後
禰
以
不
/
り
之
筋
も
、
有
レ
之
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可
二
相
減
一
旨
、
存
寄
申
出
、
遂
琴
双
議
1

候
虞
、
一
向
他
領
へ
出
、
御
停
止
二
も
可
レ
被
・
1

仰
付
ー
候
得
共
、
共
通

二
あ
者
、
酒
屋
共
、
及
難
儀
事
も
同
有
乏
候
二
付
、
印
手
形
を
以
、
他
領
出
ハ
被
差
許
＿
置
候
然
と
も
今

般
田
主
丸
組
依
願
、
在
方
油
屋
酒
屋
よ
り
差
出
候
糟
ハ
、
他
領
出
御
停
止
被
仰
付
1

候。

油
船
運
上
被
幸
翠
町
候
。

山
中
掠
茶
之
儀
、
他
領
出
洩
抜
多
く
有
レ
之
候
二
付
、
為
レ
可
レ
被
レ
制
、
招
茶
之
石
高
、
凡
積
を
以
、
賣
元
銀
二

相
定
、
賣
主
よ
り
壺
歩
、
買
主
よ
り
壷
歩
、
印
錢
差
出
、
手
形
者
賣
主
よ
り
差
出
候
様
、
被
一
一
仰
付
一
置
候
慮
、

賣
主
よ
り
今
壷
歩
相
増
、
手
形
者
御
免
之
儀
、
願
出
候
二
付
、
願
之
通
被
仰
付
一
置
候
、
然
共
今
般
願
二
付
、

掠
茶
印
銀
之
儀
ハ
、
被
二
差
許
ー
候
。

一
荷
棒
繰
綿
茶
煙
草
諸
紙
絞
油
゜

右
先
格
之
通
、
被
-

1

仰
付
細
炉
下
候
様
、
田
主
丸
組
よ
り
願
出
候
、
印
銀
運
上
、
近
来
之
増
無
レ
之
候
二
付
、
不
レ
被
レ

及
御
詮
議
候
。

一
晒
蝋
右
同
断
願
出
候
得
共
、
先
格
之
通
、
被
1

一
仰
付
1

置
候
、
尤
地
通
用
手
形
ハ
、
御
免
被
珈
ゅ
付
ー
候
、
晒
蝋

他
領
出
入
印
銀
掛
候
二
付
、
蝋
船
ハ
運
上
等
、
唯
今
迄
不
レ
被
ー
一
仰
付
ー
候
、
櫨
賓
之
義
ハ
、
先
格
之
通
被

1

1

仰

付
l

候
あ
ハ
、
差
支
多
く
、
可
レ
令
1

一
難
儀
1

候
二
付
、
今
般
如
レ
元
油
物
二
被
1

一
差
加
1

只
今
迄
之
改
方
等
、
被
一
一
相

止
ー
候
。

店
札
之
儀
、
代
物
札
近
来
増
運
上
御
免
、
右
同
断
願
出
候
古
来
之
格
を
以
、
銀
拾
匁
づ
、
被
二
仰
付
ー
候
。

牛
馬
直
買
往
来
札
之
義
。
在
方
へ
札
取
他
所
出
馬
口
努
有
レ
之
、
馬
代
銀
差
引
不
埒
多
く
、
過
分
賣
増
を
取
、

百
姓
共
及
難
儀
侯
二
付
、
馬
口
努
御
停
止
被
仰
付
ー
近
國
往
束
之
札
被
相
渡
一
直
買
自
由
二
仕
候
ハ
、
‘

勝
手
二
も
宜
敷
、
差
引
等
の
不
埒
も
有
レ
之
間
敷
趣
二
相
聞
候
二
付
、
重
々
詮
議
之
上
、
上
妻
、
下
妻
郡
大
庄

屋
共
へ
、
役
人
中
よ
り
遂
＝
―
{
翌
眠
候
虞
、
差
支
無
レ
之
趣
、
何
れ
も
存
寄
等
申
出
候
、
左
候
あ
ハ
、
馬
市
不
繁

昌
二
も
可
一
ー
相
成
ー
候
得
共
、
一
統
之
為
二
候
條
、
他
領
出
直
買
往
束
札
被
知
盗
空
馬
口
努
被
二
相
止
一
代
銀
滞

等
無
レ
之
様
二
、
賣
買
致
方
被
ー
一
相
極
一
候
虞
、
甚
難
儀
之
段
、
今
般
願
出
候
、
百
姓
共
差
支
無
レ
之
為
被
二
仰
付
一
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右
者
先
達
あ
御
家
老
中
御
連
印
御
書
付
を
以
、
被
珈
ぼ
餌
候
、
上
三
郡
、
御
井
、
御
原
郡
百
姓
共
、
願
書
重
々
御

吟
味
之
趣
を
以
、
今
般
被
―
―
仰
渡1候
、
頭
書
帳
面
井
別
紙
横
折
帳
一
冊
、
御
覺
書
壷
通
被
二
相
添
一
、
被
-
1仰
渡
底
〖

條
、
右
被
仰
付
一
候
趣
、
無
違
胤
一
可
相
守
一
者
也
~

賓

暦

四

戌

年

五

月

下

村

櫂

蔵

下

村

市

太

夫

池

尻

六

内

覺

一
米
大
豆
雑
穀
類

一
辛
子
、
荏
子
、
胡
麻
、
芥
子
、
木
賓
、
口
賓
、
椿
官
、
椎
賓
、
唐
胡
麻
、
綿
賓
、
櫨
賓
、
銀
杏
、
此
外
何
二
あ

も
油
二
成
候
品
々
、
右
他
領
出
入
之
義
、
承
應
年
中
之
御
掟
、
且
明
暦
元
未
年
、
元
藤
九
子
年
被
珈
悶
庄
候

御
法
有
レ
之
付
あ
、
印
手
形
無
レ
之
候
あ
、
他
領
出
入
候
義
ハ
、
御
免
難
レ
被
↓
1

仰
付
ー
候
、
依
レ
之
山
本
郡
よ
り
願

之
通
、
御
定
法
之
印
手
形
を
以
、
印
銀
上
納
、
他
領
出
入
被
幸
牢
許
底
唸
尤
米
大
豆
之
義
ハ
、
年
々
六
月
よ

り
十
二
月
迄
ハ
、
他
領
出
入
共
二
御
停
止
被
仰
付
ー
候
、
乍
レ
然
無
レ
撒
繹
有
レ
之
候
ハ
ヽ
、
其
節
可
ー
ー
相
願
ー
候
、

疲
議
之
上
、
可
レ
被
珈
江
2
候
、
米
大
豆
雑
穀
共
、
臨
時
之
穀
留
、
被
二
仰
付
1

候
儀
も
可
レ
有
レ
之
候
、
全
罷
穀
物

油
物
之
義
ハ
、
別
あ
往
古
よ
り
重
き
御
法
有
レ
之
候
條
、
諸
事
只
今
迄
之
通
、
可
二
相
守
一
候
。

一
御
領
中
穀
物
取
遣
、
庄
屋
道
手
形
之
儀
、
他
領
出
入
紛
敷
、
抜
荷
有
レ
之
候
二
付
、
被
1

一
仰
付
一
置
候
虞
、
其
後

相
弛
み
、
不
埓
之
致
方
多
く
、
御
法
之
通
相
守
候
様
、
近
年
役
人
中
よ
り
申
渡
候
、
然
共
今
般
御
免
願
出
候

ニ
付
、
願
之
通
御
免
被
―
―
仰
付
ー
候
、
尤
御
城
下
出
入
、
御
堺
目
井
筑
後
川
筋
ハ
、
往
古
よ
り
之
御
法
有
レ
之
、

只
今
迄
之
通
、
被
仰
付
一
置
候
。

一
染
藍
紅
花
之
儀
、
御
用
之
外
、
他
領
へ
差
出
候
義
、
堅
御
制
禁
之
段
、
賓
永
元
申
年
被
珈
ば
巴
置
候
得
共
、

其
後
印
手
形
を
以
、
他
領
出
被
二
差
許
ー
候
、
右
之
通
二
付
、
印
手
形
無
レ
之
候
而
、
他
領
出
之
儀
ハ
、
願
之
通

難
レ
被
仰
付
候
、
尤
地
通
用
手
形
之
義
ハ
、
願
之
通
御
免
被
珈
四
付
一
候
。

絞
油
印
手
形
之
儀
、
辛
子
同
然
之
事
。

油
糟
、
酒
糟
、
近
年
別
あ
他
領
出
多
く
、
在
方
之
為
不
乞
且
候
二
付
、
印
手
形
二
被
二
仰
付
1

候
ハ
ヽ
、
他
領
出
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御
用
竹
木
等
運
之
義
、
作
間
二
被
二
仰
付
1

被
レ
下
度
旨
、
願
出
候
二
付
、
願
之
通
被
珈
匹
付
ー
候
、
併
格
別
之
御

急
用
有
レ
之
節
ハ
、
重
々
吟
味
之
上
、
不
時
に
も
被

1

1

仰
付
1

候
義
、
可
レ
有
レ
之
候
、
但
運
之
品
、
夫
々
二
何
人

夫
と
夫
高
書
記
候
様
、
申
渡
候
間
、
夫
を
以
、
夫
積
り
高
、
可
二
相
極
一
候
事
。

諸
御
大
名
方
、
御
通
候
節
、
人
馬
賃
銀
ハ
、
百
姓
共
へ
直
々
被
レ
下
候
様
、
相
願
候
、
只
今
迄
右
賃
銀
、
會
所

入
用
二
相
成
候
趣
に
相
聞
候
二
付
、
右
直
渡
極
候
ハ
＼
會
所
入
用
、
向
後
割
賦
可
和
1

相
成
ー
候
哉
、
此
段
難

1

1

相
分
ー
候
二
付
、
問
屋
共
其
外
吟
味
之
上
、
追
ゐ
可
二
申
渡
1

候
事
。

一
普
請
出
夫
、
組
切
、
或
ハ
下
オ
判
人
等
之
義
願
、
郡
々
之
願
令
ー
一
相
違
1

候
付
、
普
請
場
所
二
依
あ
、
其
時
々

願
出
候
ハ
ヽ
、
可
レ
遂

1

1

吟
味
1

候
事
。

一
庄
屋
仕
替
り
高
、
先
年
被
ー
一
仰
付
一
置
候
通
、
拾
石
二
付
、
三
拾
目
充
、
高
常
り
差
出
候
様
、
願
出
候
、
右
之

通
二
あ
者
、
村
々
庄
屋
等
ハ
、
難
二
和
勤
ー
候
者
、
双
方
可
レ
遂
熟
談
1

候
事
。

一
山
中
伐
畑
之
内
二
あ
、
鍛
冶
炭
踏
炭
燒
候
義
、
被

1

1

仰
付
細
炉
下
度
旨
、
願
出
候
二
付
、
場
所
追
あ
相
極
、
可
レ

遂
餃
議
1

旨
、
申
渡
置
候
事
。

（
マ
マ
）

一
古
家
居
之
義
者
勿
論
、
新
宅
取
立
之
義
も
、
前
々
之
通
被

1

1

仰
付
一
、
被
レ
下
候
様
、
山
本
郡
よ
り
願
之
候
、

古
屋
敷
取
建
之
義
ハ
、
古
格
之
通
り
た
る
へ
＜
候
事
。

一
大
坂
銀
借
り
入
銀
高
、
諸
造
用
相
掛
候
、
百
姓
中
手
前
二
者
、
僅
充
残
り
居
候
二
付
、
御
差
捨
被
レ
下
候
様
、

願
出
候
、
此
儀
ハ
先
達
あ
大
坂
銀
主
方
、
急
二
返
清
無
レ
之
あ
、
難
レ
叶
諄
有
レ
之
候
二
付
、
御
振
替
を
以
、
御

返
清
有
レ
之
、
去
酉
の
冬
よ
り
、
右
惣
銀
高
四
百
八
拾
六
貫
目
、
御
銀
拝
借
被
1

一
仰
付
一
置
候
、
諸
造
用
相
加
ヘ

候
得
ハ
、
元
銀
過
銀
有
レ
之
、
百
姓
手
前
ニ
ハ
、
僅
充
元
銀
残
り
有
レ
之
由
、
不
審
之
事
二
候
、
共
筋
々
可
レ
途
ニ

吟
味
ー
候
、
依
レ
之
被
二
差
捨
ー
候
儀
、
急
難
二
申
渡
1

候
事
。

一
組
村
々
よ
り
田
方
水
乗
兼
候
畝
敷
、
只
今
迄
、
畑
作
仕
付
候
分
、
見
分
之
上
、
畑
作
斗
代
上
納
願
出
候
二
付
、

願
之
通
被
ー
一
仰
付
一
候
、
尤
作
り
畝
敷
、
村
々
よ
り
可
1

一
書
出
1

候
、
其
上
二
あ
役
人
中
見
分
之
上
、
可
1

一
申
渡
1

候

．
事
。
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諸
運
上
銀
井
牛
馬
直
買
札
、
運
上
銀
等
、
別
紙
覺
書
之
通
り
、
御
赦
免
被
,
,
仰
付
ー
候
事
。

諸
出
銀
代
米
、
先
年
大
庄
屋
共
、
依
レ
願
被
二
仰
付
一
置
侯
虞
、
今
般
願
出
候
二
付
、
以
前
之
通
銀
上
納
被
二
仰

付
1

候
事
。

御
物
成
米
大
豆
、
近
年
大
坂
御
廻
米
大
豆
内
賓
俵
掠
改
め
方
、
別
段
二
有
レ
之
候
得
共
、
午
年
以
前
之
通
、
改

め
方
一
通
二
被
,
,
仰
付
ー
候
間
、
施
末
無
レ
之
様
二
可
レ
仕
候
、
尤
村
通
付
百
姓
共
、
勝
手
次
第
二
可
レ
仕
候
事
。

一
大
庄
屋
拝
領
増
戴
百
石
引
高
二
差
許
候
事
。

一
夏
成
銀
常
時
通
用
之
銀
を
以
、
上
納
仕
度
旨
、
願
出
候
二
付
、
別
紙
覺
書
を
以
、
申
渡
候
事
。

一
夏
秋
大
豆
出
産
之
分
、
現
大
豆
上
納
願
出
候
、
尤
作
り
畝
書
出
候
ハ
ヽ
、
相
改
候
上
、
現
大
豆
上
納
可
レ
被
,
,

仰
付
一
候
事

一
未
年
よ
り
三
ケ
年
之
間
、
御
試
之
検
見
、
今
年
よ
り
被
ー
一
相
止
1

、
午
年
已
前
之
通
被
二
仰
付
ー
候
事
。

一
生
へ
出
山
等
相
増
、
薪
養
場
減
少
候
二
付
、
御
立
山
之
外
二
伐
取
候
様
、
願
出
候
場
所
相
極
、
可
一
由
申
出
ー
候
、

差
支
之
有
無
、
吟
味
之
上
、
追
而
可
,
,
申
渡
底
い
、
尤
鎌
留
燒
彿
御
停
止
願
出
候
、
此
儀
者
差
支
之
謁
、
一
村

切
追
而
可
,
,
申
出
一
候
事
。

一
石
船
定
剰
之
義
、
夏
秋
収
納
之
時
節
も
人
足
差
出
、
其
上
定
剰
賃
銀
割
、
難
儀
二
存
侯
二
付
、
以
後
定
剰
オ

料
御
免
願
出
候
二
付
あ
、
石
船
オ
料
等
差
支
無
レ
之
致
方
、
追
あ
可
声
冨
庄
旨
、
被

1

一
仰
付
ー
候
事
。

一
田
畑
之
畔
二
櫨
談
植
置
候
坪
々
、
検
見
畝
二
相
加
へ
候
様
、
願
出
候
二
付
、
損
毛
之
年
ハ
、
検
見
畝
二
被
二
差

加
候
段
、
被
ー
一
仰
付
一
候
事
。

r

給
知
村
々
、
何
欺
諸
出
物
多
く
候
二
付
、
御
蔵
方
同
然
二
相
願
候
二
付
、
右
筋
々
へ
申
渡
置
候
、
尤
古
来
よ

り
相
勤
来
り
候
品
ハ
、
只
今
迄
之
通
、
可
二
相
勤
1

候
事
。

茅
屋
根
、
自
分
葺
替
願
出
候
二
付
あ
、
願
之
通
被
,
,
仰
付
ー
候
事
。

穀
物
一
式
井
諸
出
産
之
品
、
他
領
出
入
願
出
候
二
付
、
別
紙
覺
書
を
以
、
申
渡
候
事
、
右
品
々
御
領
中
通
用

手
形
な
し
に
願
出
候
二
付
、
右
同
晰
゜
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二
相
聞
候
。

一
四
月
朔
日
吉
田
山
二
あ
、
御
書
渡
を
以
、
被
二
仰
渡
ー
候
、
左
之
通
。

今
般
上
三
郡
御
井
、
御
原
郡
百
姓
共
、
願
之
趣
ケ
條
書
を
以
申
出
、
右
い
つ
れ
も
願
之
通
、
被
1

一
仰
付
ー
候
、
餘
郡

も
右
同
然
二
被
仰
付
一
候
條
、
其
旨
を
可
二
相
心
得
ー
候
、
右
願
敷
ケ
條
之
事
二
候
得
ハ
、
急
二
相
分
り
難
き
品
ハ
、

委
細
二
相
尋
、
百
姓
共
難
儀
二
及
さ
る
様
に
、
謁
可
二
相
立
l

候
、
此
段
相
違
無
レ
之
候
間
、
致
ー
一
安
心
一
、
早
々
居
村

へ

引

取

、

農

業

精

を

可

レ

出

者

也

，

賓

暦

四

戌

年

四

月

朔

日

民

部

判

石

見

判

要

人

判

御
出
之
衆
様
方

御
家
老
石
見
様
惣
奉
行
主
馬
様
上
奉
行
駒
田
庄
兵
衛
様
山
方
粟
生
伊
左
衛
門
様
郡
方
下
村
櫂
蔵
様
同

北
川
亘
様
御
吟
味
方
東
原
段
之
進
様
御
目
附
綾
野
紋
太
夫
様
御
足
軽
三
拾
人

右
之
通
被
仰
渡
1

候
二
付
、
百
姓
共
村
々
へ
引
取
申
候
、
其
後
大
庄
屋
小
庄
屋
へ
封
し
、
取
込
有
之
由
二
あ
、

所
々
差
引
算
用
仕
掛
、
又
者
庄
屋
引
替
之
願
二
付
、
上
郡
筋
村
々
上
妻
筋
も
、
少
々
騒
立
候
二
付
、
御
奉
行
様
諸

方
へ
毎
日
御
出
、
相
止
不
レ
申
候
、
荒
々
銀
米
請
取
之
類
も
有
レ
之
、
一
日
も
安
堵
無
レ
之
候
、
此
間
ハ
御
奉
行
様
、

其
外
御
目
付
衆
、
御
足
軽
衆
、
毎
日
々
々
御
廻
臆
敷
候
。

一
五
月
よ
り
百
姓
共
願
之
品
々
、
惣
郡
共
二
被
二
仰
渡
一
由
二
あ
、
一
村
よ
り
庄
屋
並
長
百
姓
戴
人
、
頭
立
候
百

姓
三
人
充
、
江
口
組
中
折
地
組
ハ
材
犬
塚
町
御
茶
屋
へ
被
レ
寄
、
幅
島
組
新
庄
組
ハ
幅
島
町
正
輻
寺
へ
被
レ
寄
、
本

村
輿
長
延
組
ハ
豊
輻
村
一
念
寺
二
被
レ
寄
、
本
分
組
ハ
黒
木
町
専
正
寺
、
鹿
子
尾
村
御
茶
屋
雨
所
へ
被
レ
寄
、
上
妻

一
え
御
出
之
衆
下
村
櫂
蔵
様
、
下
村
市
太
夫
様
、
池
尻
六
内
様
、
下
代
森
左
衛
門
殿
、
足
軽
拾
人
御
出
被
珈
四

渡
1

候

、

御

書

渡

左

之

通

，

覺

但

長

高

之

立

帳

面

、

先
達
而
被
仰
付
置
候
人
別
之
出
銀
、
被
差
許
一
候
事
。
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屋
仁
右
衛
門
打
崩
゜

初
犬
塚
町
馬
問
屋
四
軒
、
富
重
村
ヘ
一
軒
、
但
田
中
次
郎
右
衛
門
殿
弟
家
都
合
七
組
破
却
家
廿
四
軒
、
廿
九

日
夜
四
ツ
時
分
迄
二
打
崩
、
吉
田
山
へ
引
申
候
。

打
崩
其
日
二
限
り
風
烈
激
勘
敷
、
雨
強
く
、
最
初
よ
り
釣
鐘
太
鼓
貝
品
々
鳴
物
之
音
、
群
集
鯨
波
天
地
二
響

き
、
家
財
諸
道
具
、
天
井
板
敷
打
砕
、
其
音
す
さ
ま
し
共
、
言
語
二
絶
、
天
魔
化
生
之
所
為
な
ら
ん
と
、
賂

敷
震
動
す
。
家
々
有
限
り
之
品
ハ
、
寸
々
伐
折
踏
崩
し
、
家
は
柱
を
切
折
、
か
ゞ
す
を
以
巻
倒
し
、
尚
掛
り

有
柱
は
り
杯
之
類
ハ
、
斧
な
た
段
切
鋸
二
あ
残
所
な
く
す
た
／
＼
二
な
し
、
屋
敷
内
外
諸
木
を
伐
倒
し
、
踏

折
、
或
は
燒
捨
候
、
下
民
ケ
様
二
騒
胤
あ
ば
れ
候
儀
、
前
代
未
聞
無
レ
之
事
二
候
。

一
同
舟
日
吉
田
山
勢
よ
り
、
村
々
庄
屋
中
、
急
二
御
出
候
様
申
越
侯
、
早
速
庄
屋
罷
越
候
虞
、
七
組
打
込
み
居
候
二

付
、
輿
分
け
村
わ
け
等
い
た
し
、
其
上
輿
々
之
願
書
仕
立
、
差
出
候
様
、
申
燭
候
得
共
、
書
付
一
園
出
来
兼
候
虞

一
岡
田
頼
母
様
、
同
日
一
條
町
迄
御
出
、
足
軽
衆
え
為
レ
持
、
諸
方
高
札
御
立
、
左
之
通
。

今
般
願
之
筋
有
レ
之
由
、
相
聞
候
二
付
、
石
見
儀
、
一
昨
日
よ
り
上
郡
え
罷
出
、
願
之
趣
被
二
受
込
ー
候
間
、
何
れ

も
上
郡
筋
へ
罷
越
、
可
二
申
上
1

候
、
右
之
趣
申
聞
候
様
二
、
要
人
被

1

一
申
渡
一
候
。

岡
田
頼
母

三
月
晦
日

一
同
舟
日
申
刻
時
分
、
石
見
様
盛
築
迄
御
出
、
御
駕
籠
為
レ
立
、
駒
田
庄
兵
衛
様
御
申
次
二
あ
、
足
軽
衆
を
以
、

古
賀
茶
屋
邊
へ
、
庄
屋
四
五
人
被
1

一
召
呼
1

、
百
性
中
へ
被
二
仰
聞
ー
候
ハ
、
今
般
之
願
、
上
郡
筋
同
然
二
被

1

1

仰

渡
1

候
、
其
通
二
あ
百
姓
共
得
意
仕
候
哉
、
又
ハ
願
書
付
差
上
候
哉
否
、
返
答
申
上
候
様
、
被
二
仰
聞
一
候
二
付
、

御
返
答
可
由
＇
上
一
段
申
上
、
吉
田
山
へ
引
取
、
七
組
共
二
雨
日
吉
田
山
へ
集
り
居
候
而
も
、
山
を
伐
り
、
火

燒
杯
仕
、

IL謗
之
仕
方
斗
二
あ
、
早
速
其
段
鯖
渡
候
、
諸
書
付
出
来
兼
、
行
嘗
り
候
、
追
々
御
使
有
レ
之
候
間
、

上
郡
願
之
通
被
1

仰
付
1

候
ハ
ヽ
、
無
別
儀
段
、
申
上
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
明
朝
可
レ
被
珈
整
媒
由
二
あ
、
寄
勢
之

中
者
、
御
通
り
無
レ
之
、
下
之
小
道
御
通
二
あ
、
幅
嶋
泊
り
、
但
ケ
様
之
不
吉
之
場
所
ハ
、
御
よ
け
被
レ
成
義
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1

同
二
十
八
日
御
家
老
石
見
様
、
其
外
御
歴
々
御
二
あ
、
小
江
川
原
八
幡
河
原
二
あ
、
被
仰
渡
ー
候
御
書
渡
左

之
通
。
今
般
上
三
郡
雨
郡
百
姓
共
、
願
之
趣
、
ケ
條
書
を
以
申
出
、
右
い
つ
れ
も
願
之
通
、
被

!

I

仰
付
ー
候
條
、
其

旨
を
可
ー
一
相
心
得
ー
候
、
右
願
い
敷
ケ
條
之
事
二
候
得
者
、
難

l

l

相
分
一
品
者
、
委
細
二
相
尋
、
百
姓
共
不
レ
及
1

一
難
儀
―

様
二
、
謁
可
二
相
立
一
、
此
段
相
違
無
レ
之
候
間
致
二
安
心
l

、
早
々
居
村
へ
引
取
、
農
業
精
を
可
レ
出
者
也
。

賓

暦

四

年

戌

三

月

廿

八

日

民

部

判

石

見

判

要

人

判

右
之
通
被

I

I

仰
渡
こ
付
、
少
々
静
候
様
二
相
見
候
。

一
去
酉
春
簗
瀬
御
普
請
所
へ
相
詰
候
庄
屋
惣
代
大
散
、
夫
之
類
、
生
葉
竹
野
之
役
人
斗
、
夫
積
り
よ
り
御
普
請

方
相
違
と
相
見
、
惣
郡
難
儀
を
掛
、
夫
賃
銀
等
不
埓
有
レ
之
由
二
あ
、
三
郡
之
者
共
押
掛
、
家
族
不

□

追
出
し
、

家
財
家
屋
布
田
畑
杯
切
取
揚
候
。

一
同
廿
七
日
上
妻
郡
吉
田
長
岸
山
善
蔵
塚
雨
所
え
、
戴
千
人
程
集
り
、
幅
島
町
芦
塚
屋
禰
次
郎
銀
札
場
仕
候
札

混
胤
之
由
二
あ
、
打
崩
し
候
。

一
同
廿
八
日
四
ツ
時
分
、
諸
方
鐘
太
鼓
打
な
ら
し
、
上
妻
下
妻
郡
村
々
よ
り
、
一
時
程
之
内
二
、
五
六
千
人
吉

田
山
え
寄
来
り
候
由
、
同
日
三
瀦
も
川
原
へ
寄
候
由
。

一
同
夜
九
ツ
時
分
、
長
延
大
庄
屋
萩
尾
八
之
丞
殿
宅
打
崩
゜

一
同
廿
九
日
朝
六
ツ
時
分
迄
二
、
本
村
大
庄
屋
牛
嶋
次
六
殿
宅
打
崩
し
、
少
々
手
分
け
、
本
分
え
行
、
山
中
勢

一
所
二
成
。

一
同
日
四
ツ
時
分
、
本
分
大
庄
屋
松
浦
惣
左
衛
門
殿
打
崩
し
。

一
輻
島
大
庄
屋
松
延
甚
左
衛
門
殿
宅
、
同
日
五
ツ
時
分
打
崩
゜

一
新
庄
大
庄
屋
矢
加
部
宇
津
平
殿
宅
、
同
日
九
ツ
時
分
打
崩
、
平
村
庄
屋
同
日
八
ツ
時
分
打
崩
、
尤
廿
人
程
参
候
。

一
中
折
地
大
庄
屋
太
田
黒
武
左
衛
門
殿
宅
、
同
日
八
ツ
時
分
打
崩
、
但
山
中
勢
も
加
り
、
七
組
一
所
二
成
候
。

一
江
口
大
庄
屋
田
中
次
郎
右
衛
門
殿
宅
、
同
日
七
ツ
時
分
打
崩
、
右
大
庄
屋
七
軒
破
却
仕
候
外
二
。

一
平
村
庄
屋
磯
八
、
中
折
地
村
庄
屋
代
六
兵
衛
、
折
地
村
庄
屋
次
兵
衛
、
若
菜
村
庄
屋
清
兵
衛
、
初
犬
塚
町
庄
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近
年
損
毛
二
付
、
百
姓
中
極
々
不
勝
手
罷
成
、
御
田
地
全
耕
作
仕
得
不
レ
申
候
二
付
、
借
用
銀
米
其
年
々
利
繰

二
罷
成
、
渡
世
取
績
不
レ
申
候
間
、
借
用
銀
米
一
統
廿
五
ケ
年
賦
二
、
被
二
仰
付
加
炉
下
候
様
、
奉
二
願
上
一
候
。

本
地
開
田
方
養
水
乗
兼
候
場
所
之
村
々
も
御
座
候
、
此
坪
ハ
畑
作
根
付
仕
度
奉
レ
存
候
、
畑
方
斗
上
納
被
―
―
仰

付
細
炉
下
候
様
、
奉
二
願
上
ー
候
。

一
川
筋
荒
籠
井
竹
木
生
出
、
洪
水
之
節
差
支
、
難
儀
仕
候
間
、
取
除
け
被
レ
下
候
様
、
奉

1

一
願
上
一
候
。

右
御
歎
申
上
候
儀
、
近
比
恐
多
奉
一
右
存
上
一
候
得
共
、
耕
作
仕
績
不
レ
申
、
家
業
を
失
ひ
、
在
所
離
散
も
仕
成
行
二

付
、
無
為
力
御
歎
申
上
候
、
尤
今
般
人
別
出
銀
御
免
上
納
之
筋
、
十
ケ
年
以
前
之
御
定
格
之
通
、
被
レ
為

1

仰仰

付
、
難
レ
有
奉
二
存
上
一
候
、
然
共
右
二
申
上
候
條
々
、
恐
な
が
ら
御
慈
悲
之
上
、
急
二
御
裁
許
被
レ
為
二
仰
付
一
、
安
堵

仕
、
耕
作
出
精
仕
、
誠
以
御
國
恩
之
上
、
家
業
取
績
候
様
二
、
幾
重
二
も
被
レ
為
↓
ー
仰
付
細
炉
下
候
ハ
、
重
々
難
レ
有

奉
存
上
候
、
已
上
。

賓

暦

四

年

戌

閏

二

月

上

三

郡

雨

郡

惣

百

姓

中

右
書
付
之
外
二
、
五
郡
よ
り
一
通
充
差
上
候
段
、
少
々
充
之
違
者
有
レ
之
候
得
共
、
趣
意
ハ
不
二
相
鵬
冬
候
、
右
五

通
二
添
書
付
、
指
上
候
由
、
左
之
通

大
庄
屋
之
事

右
之
者
、
耕
業
之
長
と
被
二
立
置
ー
候
得
共
、
耕
作
之
法
、
上
納
餘
分
之
考
不
レ
存
、
剃
へ
御
物
成
御
免
相
極
、
百

姓
零
落
困
究
仕
候
、
作
物
養
い
を
も
自
由
難
レ
成
、
蒲
増
賓
法
も
鮮
候
義
者
、
眼
前
之
義
二
候
、
第
一
我
可
二
相

勤
ー
役
儀
之
元
を
失
ひ
、
御
上
よ
り
と
し
て
、
却
あ
御
政
道
之
妨
二
相
成
候
義
を
申
上
、
少
し
之
御
役
儀
を
募
、

櫂
威
不
及
存
二
を
相
立
、
我
意
二
ほ
こ
り
、
且
封
ー
一
御
奉
行
1

、
御
機
嫌
を
取
、
言
葉
を
飾
候
儀
、
難
二
申
究
底
い
、

御
上
よ
り
被
仰
付
一
候
た
り
共
、
百
姓
中
及
二
難
儀
示
＇
レ
及
レ
手
儀
者
、
賓
正
を
申
上
、
御
歎
申
上
筈
の
虞
、
近
年

之
行
跡
、
私
欲
得
方
之
埓
無
ー
由
申
斗
l

、
只
今
迄
御
上
え
奉
レ
恐
相
凌
候
得
共
、
盆
我
意
を
斗
り
候
儀
、
最
早
不
レ
得
二

止
事
1

申
上
候
、
初
あ
大
庄
屋
御
取
揚
奉
二
願
上
ー
候
。

一
追
々
惣
御
奉
行
、
上
御
奉
行
、
郡
御
奉
行
雨
三
四
人
つ
、
御
同
道
二
あ
、
引
替
り
／
＼
査
夜
不
レ
分
、
御
出
二
あ
候
。
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是
相
撫
し
、
壼
俵
ハ
四
斗
餘
り
二
相
嘗
り
候
、
尚
亦
米
仕
直
人
夫
費
、
妾
手
撻
秋
作
収
納
、
夏
作
根
付
之
時

節
を
取
失
ひ
、
百
姓
中
之
衰
難
1

一
申
究
一
仕
合
御
座
侯
、
乍
レ
恐
前
々
之
通
、
出
産
之
米
井
表
相
應
之
仕
掠
二
あ
、

御
蔵
納
奉

1

1

願
上
1

候
。

一
御
役
所
納
出
銀
之
義
、
乍
レ
憚
筋
々
御
吟
味
被
レ
為
レ
遊
、
銀
高
減
少
仕
候
様
、
奉
レ
願
候
。
/

一
諸
色
御
運
上
銀
之
義
、
近
来
相
増
之
分
御
赦
免
、
前
々
之
通
上
納
仕
候
様
、
奉
1

一
願
上
ー
候
。

一
御
物
成
米
大
豆
敷
納
之
義
、
十
月
下
旬
よ
り
十
二
月
迄
皆
納
仕
、
尤
馬
出
し
遠
方
之
村
々
ハ
、
取
立
置
、
正

月
迄
二
津
出
被
ー
一
仰
付
加
炉
下
候
様
、
奉
二
願
上
ー
候
。

一
大
庄
屋
小
も
の
賃
銀
差
出
居
申
候
間
、
其
外
手
遣
夫
之
儀
、
自
分
よ
り
被
＿
一
召
連
1

候
様
、
奉
二
願
上
ー
候
。

一
大
庄
屋
拝
領
高
代
米
御
止
、
差
出
不
レ
申
候
様
、
奉
二
願
上
一
候
。

一
増
惣
代
御
止
給
米
差
出
不
レ
申
候
様
、
奉
レ
願
候
。

一
庄
屋
仕
替
り
高
之
儀
、
先
年
被
二
仰
付
一
候
通
、
拾
石
二
付
三
拾
目
充
、
高
営
り
差
出
候
様
、
奉
二
願
上
ー
候
。

一
去
酉
冬
御
買
上
被
二
仰
付
ー
、
雷
春
迄
二
上
納
仕
候
靱
之
代
銀
、
御
渡
被
レ
為
レ
下
候
様
、
奉

1

一
願
上
一
候
。

一
頃
日
被
仰
渡
候
御
園
様
、
急
二
被
仰
付
一
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
上
ー
候
。

一
去
る
辰
年
被
1

一
仰
付
一
置
候
講
銀
、
御
吟
味
之
上
、
御
返
下
奉
-
―
願
上
1

候
。

一
去
年
別
あ
出
夫
多
、
耕
作
方
根
付
最
中
之
時
分
相
勤
、
及
1

一
難
儀
ー
候
、
将
又
遠
方
へ
参
候
ぁ
、
相
勤
申
筈
二
出

夫
不
参
等
仕
候
得
ハ
、
過
分
之
賃
銀
差
出
、
費
多
御
座
候
間
、
組
切
二
相
勤
候
様
、
奉
,
,
願
上
ー
候
。

紅
花
染
藍
問
屋
、
御
止
奉
ー
ー
願
上
ー
候
0

•• 

'
 

蹄
場
掛
水
御
免
奉
1

一
願
上
ー
候
、
全
鉢
悪
地
之
上
、
年
々
水
掛
候
二
付
、
養
い
洗
流
し
、
禰
増
悪
地
二
罷
成
、

難
儀
至
極
仕
候
間
、
掛
水
御
免
奉
二
願
上
ー
候
。

溜
池
水
落
し
蹄
指
申
候
二
付
、
用
水
方
不
足
仕
候
、
向
後
水
落
不
レ
申
候
様
、
被
二
仰
付
1

可
レ
被
レ
下
候
。

大
庄
屋
小
庄
屋
、
近
年
威
勢
強
、
百
姓
中
及
二
困
窮
一
、
願
事
難
儀
二
御
座
候
條
、
御
吟
味
之
上
、
御
引
替
被
レ

下
候
様
、
奉
1

一
願
上
ー
候
。
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小
江
川
原
へ
小
屋
掛
七
八
百
軒
、
釜
屋
塗
居
候
。

同
廿
七
日
吉
井
町
布
屋
平
八
、
田
主
丸
綿
屋
平
五
郎
、
銀
札
引
替
場
札
混
雑
二
付
、
二
軒
共
打
崩
す
。

廿
八
日
朝
迄
二
、
生
葉
、
山
本
、
竹
野
、
御
井
、
御
原
、
五
郡
一
統
仕
願
書
付
、
左
之
通
。

乍
レ
恐
奉
ー
一
願
上
一
覺

今
般
上
三
郡
雨
郡
惣
百
姓
中
、
自
然
と
寄
會
、
相
談
申
候
儀
、
今
般
被
二
仰
付
ー
候
人
別
銀
之
義
、
恐
多
申
上
事
二
御

座
候
得
共
、
御
上
御
勝
手
方
御
差
支
被
レ
為
レ
遊
、
無
二
餘
儀
紬
竺
仰
付
ク
御
義
、
奉
五
一
承
知
一
候
、
何
分
二
も
致
正
一
出
精
一
、

御
上
納
申
上
度
奉
レ
存
候
得
共
、
敷
ケ
年
打
績
、
損
毛
仕
、
御
検
見
御
願
申
上
候
あ
も
、
去
ル
未
年
以
来
、
立
毛

不
相
應
過
分
之
上
納
仕
、
廉
直
二
割
賦
無
乙
御
座
ー
、
末
々
迄
順
達
不
レ
仕
、
大
坂
借
用
銀
等
も
、
右
同
然
、
且
御

銀
米
拝
借
之
筋
、
其
外
御
歎
等
申
上
度
奉
レ
存
候
あ
も
、
達
二
御
上
聞
一
候
義
、
至
極
延
引
仕
、
萬
端
差
支
、
将
又
御

物
成
其
外
銀
米
共
二
御
上
納
仕
候
節
日
延
等
之
義
、
願
出
候
あ
も
、
押
あ
取
立
御
座
候
二
付
、
無
レ
撼
身
上
枯
却

仕
候
者
多
く
、
其
外
農
具
家
財
等
、
急
二
賣
彿
、
過
分
之
失
却
相
立
、
極
々
及
E

困
困
究
ー
、
只
今
迄
之
通
二
あ
ハ
、

農
業
難
ー
一
取
績
ー
、
乍
レ
恐
御
歎
申
上
度
、
奉
1

左
存
上
ー
候
虞
、
今
般
御
願
申
上
候
様
、
被
一
ー
仰
付
ー
、
ケ
條
書
を
以
、
御

願
申
上
候
、
乍
レ
恐
御
憐
慇
之
上
、
願
上
候
通
、
被
レ
為
二
仰
付
底
広
ハ
ヽ
、
難
レ
有
奉
去
サ
壬
候
、
已
上

一
人
別
出
銀
御
赦
免
奉
レ
願
侯
゜

一
御
物
成
米
大
豆
上
納
之
儀
、
先
々
申
年
よ
り
午
年
迄
、
廿
三
ケ
年
之
間
、
御
検
見
御
下
免
村
切
二
撫
し
を
以
、

春
免
内
御
減
免
被
レ
為
二
仰
付
ー
、
被
レ
下
候
様
、
奉
ー
一
願
上
一
候
。

一
強
損
毛
之
年
者
、
先
々
申
年
被
一
一
仰
付
1

候
御
検
見
之
通
、
皆
無
引
共
、
同
然
二
被
レ
為
1

一
仰
付
細
炉
下
候
様
、

奉
願
上
候
0

• 

一
御
物
成
米
、
御
蔵
納
之
儀
、
去
る
未
年
よ
り
大
坂
御
廻
米
撰
立
、
上
納
被
1

一
仰
付
一
、
申
酉
雨
年
も
、
米
麦
御

撰
強
、
在
所
出
産
之
米
相
納
り
不
レ
申
、
無
撒
敷
納
切
二
罷
成
候
得
ハ
、
庄
屋
御
役
所
へ
被

1

一
召
寄
一
、
御
礼
明

被
仰
付
ー
、
損
失
二
不
相
掛
ー
、
二
割
―
―
―
割
之
上
端
米
差
出
、
又
ハ
相
場
三
四
匁
も
高
直
二
上
納
仕
、
但
御

廻
米
立
之
御
差
紙
御
割
賦
現
米
納
も
不
二
罷
成
ー
、
何
程
之
相
場
は
つ
れ
二
あ
も
、
買
納
仕
候
ハ
あ
難
レ
成
、
彼
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同
廿
一
日
七
ツ
時
分
、
田
主
丸
組
よ
り
惣
代
注
進
二
罷
出
候
。

同
夜
早
速
奉
行
様
四
頭
、
足
軽
三
四
十
人
被
-

1

召
連
一
、
上
三
郡
へ
御
出
被
レ
成
候
。

同
廿
四
日
迄
、
三
郡
内
唐
嶋
組
相
加
り
不
レ
申
二
付
、
見
廻
申
と
琥
し
候
二
付
、
組
村
之
百
姓
共
、
唐
嶋
大
庄

屋
永
松
八
郎
次
宅
打
崩
し
、
其
足
二
あ
直
二
相
加
り
候
、
尤
右
大
庄
屋
へ
意
恨
ハ
無
レ
之
候
得
共
、
大
庄
屋
方

よ
り
再
三
差
留
候
二
付
、
只
今
迄
週
参
と
申
分
け
之
為
と
相
聞
候
。

同
廿
五
日
御
城
下
詰
之
大
庄
屋
、
不
レ
残
引
取
、
村
々
不
二
相
騒
一
様
二
可
二
取
斗
一
段
、
被
二
仰
渡
ー
ニ
付
、
惣
代

ニ
至
迄
、
引
取
申
候
。

同
晩
よ
り
上
妻
御
請
持
之
奉
行
下
村
市
太
夫
殿
、
上
妻
筋
え
御
出
、
下
代
田
中
清
六
殿
供
、
本
分
へ
雨
日
御
逗
留
、

其
内
御
城
下
よ
り
早
打
二
あ
人
別
出
銀
御
免
御
書
渡
参
候
、
組
々
急
二
打
廻
り
被
↓
1

仰
渡
底
咬
尤
惣
郡
共
二
。

御
書
渡

先
達
あ
人
別
之
出
銀
被
一
仰
仰
渡
一
候
得
共
、
一
統
被
二
差
許
1

候。

一
近
年
上
納
之
品
二
付
あ
、
願
之
筋
有
レ
之
段
相
聞
、
依
レ
之
十
ケ
年
以
前
之
御
定
格
二
被
和
盆
竺
候
。

右
之
通
被
仰
付
ー
候
條
、
難
レ
有
可
レ
奉
レ
存
候
、
此
段
可
レ
被
二
申
渡
事
戌
三
月
廿
六
日

同
廿
七
日
晩
、
右
御
奉
行
様
新
庄
へ
御
泊
り
所
へ
長
延
輿
庄
屋
雨
人
注
進
申
上
候
ハ
、
雨
郡
筋
百
姓
共
、
上

妻
へ
、
見
廻
二
罷
越
段
、
文
通
仕
候
二
付
、
長
延
組
村
々
少
々
騒
立
候
様
子
、
委
御
注
進
申
上
候
、
依
レ
去
市

太
夫
様
、
夜
通
同
組
え
御
出
二
あ
候
。

同
廿
六
日
晩
、
上
三
郡
八
幡
河
原
へ
相
集
り
、
願
之
品
々
ケ
條
書
願
付
仕
立
候
。

同
廿
七
日
御
井
御
原
雨
郡
相
集
り
、
三
郡
へ
申
通
し
候
者
、
願
之
筋
一
同
二
仕
度
相
加
へ
被
レ
呉
候
様
、
取
合

二
掛
り
候
鹿
、
三
郡
申
候
ハ
、
願
筋
餘
郡
ニ
ハ
不
二
相
構
一
候
段
致
一
波
返
答
ー
、
所
所
船
渡
等
引
揚
、
餘
郡
よ
り

登
人
も
加
へ
不
レ
申
候
、
御
井
御
原
重
々
断
申
、
漸
同
日
夕
方
二
差
加
へ
申
埓
二
成
候
、
三
郡
之
者
共
、
八
幡

河
原
へ
逗
留
仕
候
あ
ハ
、
根
米
手
寄
悪
敷
、
尚
亦
近
郷
邪
魔
二
も
成
候
間
、
三
郡
ハ
小
江
川
原
へ
引
直
り
雨

郡
ハ
八
幡
河
原
へ
被
レ
居
候
様
、
申
候
得
共
、
願
書
等
見
せ
不
レ
申
故
、
後
二
付
小
江
川
原
へ
追
々
参
候
。
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所
へ
可
,
,
相
納
ー
候
。

一
無
格
末
々
の
も
の
、
男
女
八
歳
已
上
、
人
別
壷
人
二
付
、
銀
札
六
匁
充
、
可

!

I

相
納
ー
事
。

但
月
割
右
同
斯
、
納
方
ハ
一
支
配
切
取
立
、
支
配
頭
よ
り
御
勘
定
所
へ
可
,
,
相
納
ー
候
。

御
家
中
召
使
之
男
女
八
歳
已
上
人
別
壷
人
二
、
銀
札
六
匁
充
可
二
相
納
ー
事
。

但
納
方
月
割
右
同
断
。

寺
社
御
寄
附
知
有
レ
之
寺
院
ハ
、
百
表
二
付
拾
匁
充
之
割
合
を
以
、
可

1

一
相
納
1

候
、
其
外
ハ
人
別
出
銀
高
之
通

た
る
へ
き
事
。

但
月
割
右
同
断
、
年
番
寺
社
奉
行
中
差
出
し
、
目
録
相
添
、
御
勘
定
所
へ
可
二
相
納
底
唸

右
召
使
之
者
共
、
人
別
御
家
中
同
然
た
る
へ
き
事
。

但
納
方
月
割
右
同
断

浪
人
中
上
下
無
二
差
別
1

人
別
銀
札
六
匁
充
可
二
相
納
一
事
。

但
月
割
右
同
断
、
浪
人
奉
行
中
取
集
、
御
勘
定
所
へ
可

1

1

相
納
ー
候
、

在
町
男
女
八
歳
以
上
、
人
別
壷
人
二
銀
札
六
匁
充
、
可
二
相
納
軍
す
。

但
月
割
右
同
断
、
納
方
御
城
下
町
之
奉
行
中
、
在
々
は
一
村
切
御
郡
方
役
所
へ
相
納
、
右
役
々
よ
り
御
勘

定
所
へ
可
相
納
底
唸

閏
二
月
廿
二
日

三
月
廿
―
―
―
日
よ
り
諸
御
用
二
付
出
府
、
御
城
下
二
あ
聞
受
候
所
、
上
妻
郡
大
庄
屋
惣
代
書
窟
す
。

三
月
廿
日
夜
、
竹
野
郡
松
門
寺
近
所
い
ん
や
く
と
申
野
原
へ
、
何
方
よ
り
相
集
り
候
共
不
レ
知
、
時
之
間
二
百

姓
七
八
百
人
程
相
集
り
、
諸
品
願
之
相
談
、
同
廿
二
日
石
垣
の
宮
へ
千
人
餘
り
相
集
り
、
同
郡
之
内
不
レ
集

村
々
え
者
、
御
見
廻
申
と
云
撫
し
、
登
向
い
た
し
、
菅
村
庄
屋
方
二
あ
、
矩
を
百
丁
餘
打
廻
り
、
竹
野
郡
四

十
八
ケ
村
―
二
成
、
境
村
え
寄
候
節
ハ
、
三
千
人
餘
、
生
葉
、
山
本
、
竹
野
此
三
郡
出
會
戴
萬
人
程
二
成
、

寺
々
鐘
を
撞
、
宮
々
太
鼓
を
打
、
村
貝
を
吹
、
其
騒
敷
事
、
い
か
成
事
出
来
候
共
、
不
ー
一
相
知
ー
候
。
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〇
賓
暦
四
甲
戌
年

三
月
よ
り
在
方
騒
動
二
付
、
同
廿
八
日
一
二
國
屋
札
所
混
雑
、
営
分
引
替
相
止
。

御
領
内
五
月
朔
日
よ
り
銀
札
一
式
通
用
被
二
仰
付
一
候
金
銀
錢
通
用
堅
仕
間
敷
事
。

賓
雇
四
戌
閏
ご
ぼ
人
別
幽
銀
蔵
面
揺
苔
候
御
書
渡

連
々
御
勝
手
向
御
不
手
操
二
付
、
御
不
足
等
之
分
、
江
戸
上
方
御
才
覺
、
色
々
被
二
相
究

1

、
可
也
二
御
入
用
相
清
、

去
々
年
巳
来
ハ
、
於
天
坂
1

鴻
池
善
八
、
江
戸
御
仕
送
相
勤
候
虞
、
一
雨
年
年
米
下
直
、
殊
更
去
冬
以
束
ハ
、
格

段
之
下
直
故
、
同
人
方
勘
定
、
去
冬
過
分
及

1

1

不
足
ー
、
御
仕
送
方
も
差
問
候
、
其
外
御
才
覺
筋
、
勿
論
重
々
被
―
―

相
盤
1

候
得
共
、
江
戸
上
方
御
他
借
銀
、
去
々
年
右
銀
年
賦
御
断
等
、
被
一
仰
付
ー
候
硼
、
其
上
右
之
通
米
下
直
二

付
あ
、
一
統
金
銀
取
引
鮮
、
御
才
畳
調
候
術
無
レ
之
候
、
差
常
今
般
御
参
勤
御
用
銀
御
手
常
、
少
も
不
二
相
見

1

ヽ

御
大
切
至
極
之
御
差
支
二
付
、
常
時
差
向
候
儀
を
も
、
萬
端
被
二
相
止
ー
、
漸
営
分
振
替
を
以
、
右
御
入
用
ハ
押
あ

相
清
候
得
共
、
御
参
府
之
上
、
公
邊
之
御
勤
も
相
欠
、
其
外
御
日
用
も
、
不
一
一
相
辮
ー
候
、
御
國
元
之
儀
も
、
近
年

禰
増
困
究
之
上
、
米
下
直
二
付
あ
者
、
一
統
差
岡
候
、
趣
既
二
御
家
中
面
々
杯
、
御
救
を
も
被

1

一
仰
付
一
置
候
程
之

思
召
二
候
得
共
、
御
家
中
在
町
共
二
、
出
銀
等
被
二
仰
付
ー
候
得
共
、
右
之
通
此
外
二
御
才
覺
等
之
筋
、
會
あ
無
レ

之
、
公
邊
御
勤
向
等
も
、
相
欠
候
二
付
、
不
レ
被
レ
得
レ
巳
、
別
紙
之
通
、
御
家
中
在
町
寺
社
浪
人
共
二
、
一
統
人

別
之
出
銀
被

1

1

仰
付
ー
候
、
右
出
銀
高
を
以
、
江
戸
表
可
也
二
も
御
入
用
可
レ
被
二
相
辮
ー
候
條
、
此
節
御
大
切
之
御
差

支
之
趣
、
末
々
迄
能
々
令
二
納
得
ー
、
無
レ
滞
相
納
候
様
、
仲
間
組
支
配
寺
社
在
町
え
、
委
敷
可
レ
被
一
ー
申
渡
ー
事
。

閏
二
月
廿
二
日

御
家
中
知
行
取
之
面
々
、
所
務
高
百
表
二
付
、
銀
札
拾
匁
宛
之
常
り
を
以
、
可
二
相
納
一
事
。

但
三
月
よ
り
十
二
月
迄
、
毎
月
十
五
日
限
り
、
十
ヶ
月
割
、
一
ヶ
月
壺
匁
充
、
銘
々
よ
り
御
勘
定
所
へ
可
二

相
納
底
唸

御
徒
士
並
以
上
御
配
常
御
扶
持
方
取
之
面
々
所
務
高
百
表
二
付
、
拾
匁
充
之
割
を
以
、
可
ー
ー
相
納
事

4

。

但
月
割
右
同
然
尤
無
屡
之
面
々
御
扶
持
方
ハ
、
御
配
常
．
二
結
ひ
、
表
敷
之
営
り
を
以
、
銘
々
よ
り
御
勘
定

-7-



二

．

石

原

家

記



二

．

石

原

家

記



米府年表

於
「
涵
刻
首
十
一
月
十
一
日
岡
村
内
匠
御
腰
物
拝
領
在
方
取
捌
宜
趣
に
付
同
月
唐
島
大
庄
屋
永
松
八
郎
次
御
褒
美

騒
動
之
節
取
計
方
宜
銀
七
枚
被
下
之
外
に
庄
屋
七
人
銀
七
枚
つ
、
被
下
星
野
村
仙
頭
二
人
玄
米
三
俵
つ
、
被
下
之
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方
取
斗
筋
不
宜
騒
動
に
及
候
付
六
月
九
日
御
郡
上
奉
行
御
郡
奉
行
中
御
戒
示
同
廿
一
日
在
方
に
覺
書
を
以
被
仰
渡

六
月
廿
八
日
江
戸
大
納
戸
御
武
具
方
米
籠
御
春
屋
被
相
止
武
具
方
は
御
銀
方
加
役
大
納
戸
御
米
蔵
は
御
勘
定
所
に

属
す
御
春
屋
は
御
憂
所
に
陽
す
七
月
十
八
日
よ
り
慈
源
院
殿
御
法
事
五
十
回
御
忌
梅
林
寺
二
夜
三
日
詳
雲
寺
八
月

廿
七
日
小
澤
十
太
夫
小
田
村
清
右
衛
門
國
退
清
右
衛
門
妻
加
靡
蒻
小
澤
十
太
夫
令
不
義
候
付
双
方
共
に
國
退
同
且

布

方

言

閤

頭

瞑

責

心

―
9
9

属
刑
罪
六
月
末
よ
り
在
方
御
詮
議
百
姓
為
召
捕
足
軽
百
三
―
―
十
人
在
々
鴬
頭
詮
義

毎
月
五
人
三
人
つ
、
牢
舎
七
月
下
旬
に
は
三
百
人
に
及
候
所
八
月
廿
日
詮
義
終
る
其
頭
取
十
八
人
被
刑
一
三
三
井

郡
井
上
村
平
芙
庄
屋
高
松
八
郎
兵
衛
死
圃
~
一
生
葉
郡
野
中
村
庄
屋
八
郎
右
衛
門
死
刑
一
竹
野
郡
門
上
村
庄
屋

男
子
忠
助
刻
首
一
御
原
郡
干
潟
村
三
郎
右
衛
門
巣
首
一
生
葉
郡
星
野
村
七
兵
衛
刻
首
一
同
郡
夏
梅
村
勘
右

衛
門
例
首
一
御
原
郡
松
綺
町
又
八
刻
首
一
生
葉
郡
東
小
田
村
利
七
創
首
一
竹
野
郡
石
垣
村
藤
四
郎
刻
首

一
三
瀦
郡
一
丁
原
村
偉
次
郎
刻
首
一
山
本
郡
山
本
村
輿
九
郎
巣
首
一
生
葉
郡
西
溝
尻
村
勘
右
衛
門
巣
首
一

上
妻
郡
宅
間
田
村
清
八
心
巣
首
一
生
葉
郡
夏
梅
村
藤
七
巣
首
一
御
原
郡
横
隈
村
次
右
衛
門
巣
首
一
生
葉
郡

野
中
村
久
兵
衛
巣
首
一
竹
野
郡
冠
村
長
右
衛
門
刻
首
一
生
葉
郡
高
田
村
丹
右
衛
門
巣
首
同
餘
黛
追
放
並
過

料
錢
被
仰
付
七
郡
追
放
八
人
五
郡
追
放
十
九
人
三
郡
追
放
五
人
生
葉
上
妻
八
ヶ
山
追
放
七
人
五
里
村
彿
六
人
三
里

村
彿
十
一
人
十
三
ヶ
山
彿
二
人
二
里
村
彿
九
人
二
里
十
三
ヶ
山
彿
三
人
一
里
村
彿
一
人
以
上
四
十
六
人

0
過
料
十

貫
文
十
六
人
七
貫
文
八
人
五
貫
文
八
人
―
―
一
貫
文
六
人
二
貫
文
九
人
出
牢
十
六
人
居
村
に
差
蹄
十
三
人
右
御
郡
方
に

お
ゐ
て
奉
行
中
申
渡
候
事
十
月
七
日
有
馬
石
見
在
方
惣
司
被
差
許
有
馬
要
人
に
在
方
惣
司
被
仰
付
因
て
云
此
み
き

り
石
見
殿
何
か
御
不
興
之
事
有
て
引
籠
り
懺
居
ら
れ
候
虞
盛
徳
院
殿
在
方
騒
動
被
聞
召
殊
之
外
驚
か
せ
給
ひ
石
見

殿
へ
御
相
談
あ
る
べ
し
と
て
召
れ
け
れ
ど
も
引
籠
中
に
付
御
晰
申
上
ら
れ
け
れ
ば
院
殿
自
ら
忍
び
て
石
見
殿
宅
へ

御
臨
み
有
て
強
て
出
勤
在
方
騒
動
取
鎖
候
様
御
申
聞
に
相
成
且
又
徳
雲
寺
和
尚
源
海
へ
も
内
々
御
頼
有
て
是
も
石

見
宅
へ
参
り
院
殿
御
頼
の
こ
と
呉
々
申
述
石
見
も
難
黙
止
同
席
相
談
の
上
出
勤
に
相
成
三
月
晦
日
八
幡
河
原
に
馳

向
ひ
百
姓
共
へ
申
諭
し
且
又
吉
田
山
に
も
馳
向
ひ
種
々
申
諭
し
百
姓
共
都
て
納
得
相
鎮
り
候
此
一
條
に
は
石
見
格

別
骨
折
取
量
候
に
付
静
謡
に
及
候
慮
終
に
惣
司
御
召
上
に
相
成
候
義
有
故
事
に
こ
そ
同
廿
七
且
在
方
甑
黛
十
九
人
Ai
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屋
御
止
可
被
下
奉
願
候
一
締
場
掛
水
御
免
奉
願
上
候
全
罷
荒
地
之
上
年
々
水
掛
り
候
付
糞
洗
ひ
流
し
禰
増
に
悪

地
に
相
成
難
義
至
極
仕
候
間
掛
水
御
免
奉
願
上
候
一
溜
池
水
落
し
締
指
申
候
付
用
水
方
不
足
仕
候
向
後
水
落
し

不
申
様
被
仰
付
可
被
下
奉
願
上
候
一
大
庄
屋
小
庄
屋
近
年
威
勢
強
百
姓
中
及
困
究
願
事
等
も
難
義
に
御
座
候
條

御
吟
味
之
上
御
引
替
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
近
年
損
毛
に
付
百
姓
中
組
々
不
勝
手
に
罷
成
御
田
地
全
耕
作
仕
得

不
申
候
付
借
用
銀
米
其
年
之
利
繰
に
相
成
渡
世
取
績
不
申
候
間
借
用
米
一
統
廿
五
ヶ
年
賦
に
被
仰
付
被
下
候
様
奉

願
上
候
一
本
地
開
田
方
之
内
用
水
乗
兼
候
場
所
之
村
も
御
座
候
此
坪
は
畑
作
根
付
仕
度
奉
存
候
畑
方
斗
代
上
納

被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
川
筋
荒
籠
井
材
木
生
出
洪
水
之
節
甚
差
支
難
義
仕
候
間
取
除
被
下
候
様
奉
願
上

候
右
御
願
申
候
義
近
頃
恐
至
極
に
奉
存
候
へ
共
耕
作
仕
績
不
申
家
財
を
失
ひ
在
所
離
散
も
仕
候
様
に
成
行
候
付
無

為
方
御
歎
申
上
候
尤
今
般
人
別
出
銀
御
免
上
納
筋
十
ヶ
年
已
前
之
御
掟
格
之
通
被
為
仰
付
候
は
、
難
有
奉
存
上
候

然
共
右
申
上
候
條
々
乍
恐
御
慈
悲
の
上
急
御
裁
許
被
為
仰
付
安
堵
仕
耕
作
出
精
可
仕
候
誠
に
以
御
國
恩
の
上
家
業

取
績
候
様
幾
重
に
も
被
為
仰
付
被
下
候
は
、
重
々
難
有
奉
存
上
候
以
上
賓
暦
四
戌
年
―
―
―
月
晦
日
雨
郡
惣
百
姓
中

0

右
願
書
郡
々
よ
り
差
出
文
骰
異
同
有
之
候
慮
雨
郡
願
書
文
理
宜
相
見
候
付
妥
に
載
之
他
郡
は
こ
れ
を
略
す
同
在
方

ね
御
書
渡
今
般
在
方
百
姓
共
願
之
趣
ヶ
條
書
を
以
申
出
右
執
も
願
之
通
被
仰
付
候
敷
ヶ
條
の
事
に
候
へ
は
急
に
分

り
難
き
品
は
委
細
相
尋
百
姓
共
難
義
に
不
及
様
謁
可
相
立
候
此
段
相
違
無
之
候
間
致
安
心
早
々
居
村
へ
引
取
農
業

精
を
出
べ
き
者
也
賓
暦
四
戌
年
民
部
石
見
要
人
同
判
四
月
朔
日
在
方
一
件
に
付
御
獨
今
般
百
姓
共
願
之
趣
昨
日
於

生
葉
郡
石
見
殿
御
聞
居
願
之
通
被
仰
渡
為
御
請
百
姓
共
追
々
引
退
候
今
般
石
見
殿
御
蹄
宅
有
之
此
段
組
中
≫
¢
可
申

聞
旨
要
人
殿
御
申
聞
候
四
月
朔
日
稲
次
縫
殿
同
二
日
同
上
今
般
上
下
妻
三
瀦
郡
百
姓
共
願
之
通
石
見
殿
被
仰
渡
候

虞
御
受
申
場
所
引
取
候
石
見
殿
も
御
蹄
宅
有
之
候
此
段
申
偉
候
様
要
人
殿
御
申
聞
候
四
月
二
日
草
野
六
左
衛
門
同

五
日
岡
田
頼
母
渡
邊
櫂
次
同
六
日
岸
民
部
駒
田
庄
兵
衛
江
府
ね
出
立
在
方
一
件
に
付
為
言
上
執
も
道
中
廿
日
限
同

日
大
庄
屋
中
閉
戸
大
庄
屋
廿
五
人
共
御
詮
義
中
閉
戸
屹
度
相
憧
罷
在
候
様
被
仰
渡
同
七
日
御
参
観
上
使
松
平
右
近

将
監
様
御
入
来
同
十
五
日
御
證
御
登
城
五
月
朔
日
銀
札
引
替
初
る
井
筒
屋
安
右
衛
門
宅
に
て
御
用
聞
中
引
替
所
相

立
但
加
印
榮
之
字
同
五
日
御
跡
乗
向
後
雨
人
に
な
る
同
十
一
日
山
村
典
膳
御
役
義
被
召
放
閉
門
本
庄
主
馬
閉
門
在

-4-



米府年表

差
支
将
又
御
物
成
其
外
銀
米
共
御
上
納
仕
候
節
日
延
之
義
願
出
候
て
も
押
て
取
立
御
座
候
に
付
無
撒
身
上
枯
却
仕

候
者
多
く
其
外
農
具
家
財
等
已
に
賣
彿
過
分
之
失
却
相
立
極
々
及
困
究
只
今
迄
の
通
り
に
て
は
農
業
起
取
績
乍
恐

御
歎
申
上
度
奉
存
候
所
今
般
御
願
申
上
候
様
に
被
為
仰
付
候
に
付
ケ
條
書
を
以
御
願
申
上
候
乍
恐
御
憐
慇
之
上
願

上
候
通
被
為
仰
付
候
は
、
難
有
奉
存
上
候
一
人
別
銀
御
赦
免
奉
願
上
候
一
御
物
成
米
大
豆
上
納
之
義
先
々

申
年
よ
り
午
年
ま
で
廿
三
ヶ
年
之
間
御
検
見
御
下
免
村
切
に
撫
し
を
以
春
免
之
内
御
減
免
被
為
仰
付
可
被
下
候
様

奉
願
候
強
損
毛
之
節
は
先
々
申
年
被
仰
付
候
御
検
見
の
通
皆
無
引
碩
菩
同
然
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
夏

作
損
毛
の
節
御
検
見
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
御
物
成
蔵
納
之
義
去
る
未
年
御
廻
米
撰
立
上
納
被
仰
付

申
酉
雨
年
も
米
俵
御
撰
立
強
在
所
出
産
之
米
相
納
不
申
無
撼
敷
納
切
に
相
成
候
へ
は
庄
屋
御
役
所
よ
り
被
召
寄
御

礼
明
被
仰
付
損
失
に
不
相
拘
二
割
三
割
之
上
米
差
出
右
相
場
に
三
四
匁
も
高
直
に
相
納
申
候
但
御
廻
米
立
之
御
割

賦
現
米
納
も
不
相
成
何
程
之
相
場
は
つ
れ
に
も
買
納
仕
候
て
は
難
義
彼
是
相
撫
一
俵
四
斗
餘
に
も
相
営
猶
又
米
俵

等
人
夫
費
努
手
縫
れ
秋
作
収
納
夏
作
根
付
之
時
節
取
失
百
姓
中
之
衰
へ
難
申
盛
候
仕
合
に
御
座
候
乍
恐
前
々
之
通

出
産
之
米
井
俵
持
相
應
之
仕
栴
に
て
御
蔵
納
奉
願
上
候
一
御
役
所
出
銀
之
義
乍
憚
筋
々
御
吟
味
被
遊
銀
高
減
少

仕
候
様
奉
願
上
候
一
夏
成
御
銀
之
義
夏
作
出
産
之
上
追
々
上
納
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
諸
色
御
運

上
銀
之
義
近
束
相
増
候
分
御
赦
免
前
々
の
通
上
納
仕
候
様
奉
願
上
候
一
御
物
成
米
大
豆
敷
納
之
義
十
月
下
旬
よ

り
十
二
月
迄
皆
納
尤
馬
出
し
遠
方
之
村
々
取
立
置
正
月
迄
に
津
出
し
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
一
大
庄
屋
小

者
賃
錢
差
出
居
申
候
手
遣
ひ
夫
之
義
自
分
よ
り
被
召
連
候
様
奉
願
候
一
大
庄
屋
拝
領
高
代
米
之
義
御
止
め
差
出

不
申
様
奉
願
上
候
一
層
惣
代
御
止
め
給
米
差
出
不
申
候
様
奉
願
上
候
一
庄
屋
仕
替
り
馬
代
之
義
先
年
被
仰
付
候
通

り
十
石
に
三
十
目
つ
；
其
営
り
差
出
候
様
奉
願
候
一
去
酉
冬
御
買
上
被
仰
付
営
春
迄
之
上
納
仕
候
籾
代
銀
御
渡

被
為
下
候
様
奉
願
上
候
一
頃
日
被
仰
渡
候
御
園
靱
御
免
被
仰
付
候
は
A

難
有
奉
存
上
候
一
去
る
辰
年
被
仰
付

置
候
講
銀
御
吟
味
之
上
御
返
下
奉
願
上
候
一
去
年
別
て
諸
夫
多
耕
作
方
根
付
最
中
の
時
分
相
勤
難
義
に
及
申
候

且
又
遠
方
へ
参
候
て
相
勤
申
筈
之
出
夫
不
参
候
様
仕
候
へ
は
過
分
之
賃
銀
差
出
費
多
御
座
候
條
組
切
に
相
勤
申
候

様
に
奉
願
上
候
一
穀
物
並
紅
花
染
藍
櫨
野
莱
其
外
品
々
旅
出
し
束
候
共
御
印
御
赦
免
奉
願
上
候
一
紅
花
染
藍
問
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装
簑
笠
に
鎌
を
持
関
を
上
て
大
庄
屋
庄
屋
用
達
之
者
等
を
打
崩
す
於
此
郡
奉
行
上
郡
稲
生
櫂
平
久
徳
新
七
上
妻
下

村
市
太
夫
戸
田
甚
右
衛
門
三
瀦
下
村
櫂
蔵
佐
々
善
次
三
井
御
原
磯
野
嘉
納
安
藤
平
格
山
方
郡
奉
行
粟
生
猪
左
衛
門

廿
二
日
郡
々
に
馳
向
ひ
且
瓦
林
丹
次
書
出
を
以
所
々
に
お
い
て
讀
聞
せ
令
承
引
少
し
く
静
る
と
い
へ
共
又
々
遠
に

関
を
作
り
標
掠
す
上
奉
行
高
橋
音
門
駒
田
庄
兵
衛
瓦
林
丹
次
也
色
々
申
諭
す
と
い
へ
共
聞
入
れ
す
禰
勇
を
振
ふ
て

穏
な
ら
す
却
て
霜
上
に
霜
を
加
ふ
る
が
如
し
故
に
不
得
止
廿
七
日
の
夜
有
馬
石
見
惣
奉
行
山
村
典
膳
岡
田
頼
母
三

人
出
向
ひ
願
筋
を
聞
届
故
に
上
三
郡
は
引
退
く
三
月
晦
日
夜
明
頃
久
留
米
に
蹄
宅
然
る
に
三
瀦
は
未
た
承
引
せ
す

四
月
朔
日
の
夜
よ
り
有
馬
石
見
山
村
典
膳
本
庄
主
馬
粟
生
猪
左
衛
門
下
村
市
太
夫
吉
田
山
に
馳
向
ひ
種
々
申
諭
し

候
に
付
漸
く
鎮
る
四
月
二
日
の
夜
執
も
引
取
に
成
一
―
―
月
廿
二
日
御
着
府
同
廿
八
日
大
鳥
居
水
田
信
貫
ね
延
壽
王
院

勅
許
同
廿
九
日
在
方
騒
動
に
付
被
仰
出
今
般
在
方
騒
動
に
付
万
一
百
姓
共
御
城
下
へ
罷
越
候
註
進
有
之
候
は
、
可

申
燭
候
間
手
明
の
面
々
者
早
速
拙
者
宅
＇
¢
可
被
罷
出
候
諸
役
人
月
番
は
要
人
殿
宅
．
¢
可
罷
出
候
尤
火
事
勿
織
着
用

無
人
之
衆
は
草
履
取
に
槍
持
せ
可
被
罷
出
候
此
段
可
申
聞
旨
要
人
殿
被
申
聞
候
三
月
廿
九
日
栢
次
縫
殿
同
日
在
方

之
様
子
為
言
上
久
徳
新
七
江
府
．
匹
被
差
立
同
晦
日
惣
郡
百
姓
中
願
書
件
々
差
出
大
庄
屋
事
耕
作
之
長
に
被
立
置
候

ヘ
共
耕
作
御
上
納
餘
分
を
考
も
不
仕
剰
御
物
成
御
免
相
極
百
姓
中
零
落
困
究
作
物
之
養
ひ
も
致
不
得
禰
増
賓
り
鮮

＜
候
義
は
眼
前
の
義
に
候
第
一
我
可
相
勤
役
義
元
を
失
ひ
御
上
よ
り
被
仰
付
候
義
を
奉
相
守
と
し
て
却
て
御
政
道

の
妨
に
相
成
候
義
を
申
上
少
々
蒙
御
役
義
櫂
威
不
及
所
存
を
相
立
我
意
に
誇
り
且
封
御
奉
行
御
機
嫌
を
取
言
葉
を

飾
候
義
難
申
盛
候
御
上
よ
り
被
仰
付
候
義
た
り
共
百
姓
中
及
難
義
不
及
手
義
は
賓
意
を
以
御
歎
申
上
筈
之
鹿
近
年

行
跡
私
慾
得
方
の
埓
恣
成
義
無
申
計
只
今
迄
は
御
上
を
相
凌
候
へ
共
盆
私
意
に
誇
り
候
に
付
最
早
不
得
己
申
上
候

大
庄
屋
御
取
上
奉
願
候
以
上
戌
三
月
上
三
郡
雨
郡
〇
乍
恐
奉
願
上
覺
今
度
上
三
郡
雨
郡
惣
百
姓
中
自
然
と
寄
會
相

談
仕
今
般
被
仰
付
候
人
別
上
銀
之
義
恐
多
申
上
事
に
候
へ
共
御
上
御
勝
手
方
被
為
遊
御
差
支
無
餘
義
被
為
仰
付
候

御
義
奉
承
知
候
何
分
に
も
致
出
精
御
上
納
申
上
度
奉
存
候
へ
共
敷
ヶ
年
相
績
損
毛
仕
御
検
見
御
願
申
上
候
て
も
去

る
未
年
已
束
立
毛
不
相
應
に
過
分
の
上
納
仕
又
為
御
救
御
銀
米
被
仰
付
候
て
も
廉
直
に
割
賦
無
御
座
末
々
迄
順
道

不
仕
大
坂
借
用
銀
等
も
右
同
然
且
御
銀
米
拝
借
之
筋
其
外
御
歎
申
上
度
奉
存
候
て
も
御
上
に
達
至
極
延
引
仕
萬
端
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米府年表

賓
暦
四
戌
年
二
月
面
面
バ
如
益
[
[
統
ー
盆
鴎
諏
被
輝
函
竺
人
前
一
ヶ
年
銀
札
六
匁
つ
、
一
ヶ
月
六
分
つ
こ
毎
月
十
五

日
限
り
閏
二
月
十
五
日
よ
り
可
差
出
旨
被
仰
出
三
月
七
日
徳
雲
寺
寺
町
隠
居
虎
堂
願
書
差
出
今
般
重
き
御
差
支
に

付
一
統
人
別
銀
被
仰
付
承
知
仕
候
乍
然
出
家
之
義
は
元
束
常
之
産
無
之
者
に
御
座
候
へ
は
農
商
同
然
頭
別
待
役
賦

錢
と
申
義
天
下
一
統
無
道
之
君
と
申
候
へ
共
決
し
て
無
之
義
に
御
座
候
殊
に
御
仁
政
の
節
旦
又
瑣
林
院
殿
梅
巖
院

殿
重
き
御
詭
之
年
其
上
御
大
切
の
御
厄
年
に
候
へ
は
天
下
一
統
古
よ
り
雖
無
道
之
國
無
之
出
家
頭
別
出
銀
の
義
可

被
仰
付
義
は
無
御
座
義
と
奉
存
候
若
左
様
の
義
可
被
仰
付
候
て
は
萬
一
如
何
様
之
御
國
水
旱
疾
疫
等
之
類
御
碍
可

有
御
座
哉
も
難
量
奉
存
候
謹
て
御
書
出
之
趣
拝
見
仕
愚
意
に
考
見
申
候
虞
農
商
同
然
出
家
頭
別
出
銀
の
義
は
相
見

不
申
候
様
奉
存
候
太
守
様
御
前
へ
左
様
の
古
来
無
之
義
被
仰
付
思
召
に
て
は
無
御
座
哉
と
乍
憚
奉
存
候
拙
僧
義
只

今
迄
重
々
御
國
恩
を
蒙
り
候
者
に
御
座
候
へ
は
少
々
に
て
も
御
國
の
御
為
如
何
と
心
付
候
義
不
申
上
押
て
御
受
申

上
候
義
甚
以
難
義
至
極
に
奉
存
候
依
之
重
々
憚
多
義
に
御
座
候
へ
共
嘗
時
出
家
弟
子
頭
別
出
銀
候
義
何
卒
御
恕
宥
．

被
仰
付
被
下
候
様
奉
存
候
乍
然
今
般
大
切
の
御
差
支
に
御
座
候
へ
は
嘗
寺
出
家
弟
子
頭
別
出
銀
高
之
義
は
拙
僧
登

人
に
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
右
之
段
幾
重
に
も
宜
様
御
裁
許
奉
願
候
若
被
仰
付
候
義
違
背
仕
不
居
に
も
被

思
召
候
は
、
如
何
様
に
も
厳
科
被
仰
付
可
被
下
候
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
候
は
可
奉
添
存
候
以
上
戌
―
―
―
月
七
日
吉

田
靱
負
殿
服
部
忠
兵
衛
殿
虎
道

0
虎
道
自
身
奏
者
番
吉
田
靱
負
に
持
参
直
に
只
今
取
次
被
下
候
様
左
な
く
は
御
家

老
御
勝
手
方
有
馬
要
人
殿
．
¢
直
に
持
参
可
仕
旨
申
候
付
靱
負
取
次
候
付
其
科
に
依
て
靱
負
事
百
五
十
日
遠
慮
虎
道

も
遠
慮
被
仰
付
候
被
差
免
候
上
隠
居
之
身
に
付
本
國
日
向
ね
御
蹄
被
下
候
様
願
出
候
へ
共
御
差
留
に
相
成
其
後
寺

限
り
銀
一
枚
大
寺
は
二
枚
宛
毎
月
十
五
日
限
に
差
出
候
様
被
仰
付
候
虞
騒
動
に
付
全
相
止
候
同
月
御
頷
年
中
百
姓
謳
{

匿
面
田
如
庄
廿
庄
頃
よ
り
囀
隅
団
庫
識
閲
5
年
国
:
予
:
邁
醗
り
咋
贋
叫
平
[
i
井
綱
園
国
贋
に
汲
因
吉
井
若
宮
八

幡
宮
森
之
内
に
一
村
集
り
次
第
に
強
立
廿
一
日
に
者
生
葉
郡
中
悉
く
會
合
す
廿
二
日
に
は
其
人
敷
凡
千
五
百
人
廿

三
日
竹
野
郡
を
合
て
一
萬
三
千
人
廿
四
日
山
本
郡
を
合
て
三
萬
人
に
及
ふ
若
宮
森
に
逼
る
八
幡
河
原
に
寄
三
井
御

原
三
萬
餘
人
都
合
十
萬
餘
人
廿
六
日
に
至
り
八
幡
河
原
を
三
井
御
原
に
譲
て
上
三
郡
は
小
江
河
原
に
至
る
廿
七
日

三
井
御
原
小
江
に
至
る
時
に
上
妻
三
瀦
を
合
せ
て
吉
田
山
に
集
る
所
に
標
掠
村
吏
の
家
を
毀
つ
事
六
十
三
宇
其
行

-1-



-
．
米
府
年
表



四
関
係
記
述
に
は
、
網
掛
け
を
行
い
強
調
し
た
。

三
．
「
石
原
家
記
」

二
．
「
米
府
年
表
」

は
、
昭
和
七
年
久
留
米
市
役
所
発
行
の
『
久
留
米
市
史
』
下
巻
に
よ
る
。

は
、
昭
和
八
年
福
岡
県
発
行
の
『
福
岡
県
史
料
集
』
第
二
輯
に
よ
る
。

-
．
高
松
家
墓
地
関
係
史
料
と
し
て
、
「
米
府
年
表
」

を
載
録
し
た
。

凡

例
「
石
原
家
記
」
の
賓
暦
一
揆
記
載
部
分



付

録



福岡県行政資料

分類番号 所属コード

JH 2 1 3 3 0 5 1 

登録年度 登録番号

冗 2 

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー 16-

平成 2年 3 月 31 日

発行福岡県教育委員会

福岡市博多区東公園 7番 7号

印刷 隆文堂印刷株式会社

北九州市門司区畑田町 1- 1 



九州横断自動車道関係
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小郡市所在高松家墓地の調査
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付図 1 薬師堂東遺跡遺構配置図 (1/600)
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付図 2
 

高松家墓地測星図（表土除去前， 1/100)




